
Title 大阪大学附属図書館所蔵 赤木文庫(古浄瑠璃)目録

Author(s) 大阪大学附属図書館

Citation

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/20787

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



赤

木

文

庫
(

古

浄

瑠

璃
)

目

録

大
阪
大

学
附

属
図

書
館





1 とうだいき

31 松浦五郎景近

r円
; ? ll 

1 とうだL、き





恐ミ寄っご9



りる 三み どっ

ノ/三〆 }

 

〆一乞馬}

 

与えミ \ 



序

永
生
の
書
に
は
そ
の
作
者
の
誠
の
心
が
こ
も
る。

数
世
紀
を
経
て
今
日
に
伝
わ
る
書
物
に
は
そ
の
所
蔵
者
の
愛
着
の
心
が
脈
打
つ。

本
目
録
に

収
め
る
赤
木
文
庫
旧
蔵
古
浄
瑠
璃
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は、

旧
蔵
者
赤
木
文
庫
主
横
山
重
氏
の
畢
生
の
収
集
に
か
か
る
も
の
で
あ
り、

氏
の
学
問
に
対

す
る
姿
勢
が
端
的
に
う
か
が
え
る。

横
山
重
氏
の
業
績
は、

神
道
集
の
調
査
翻
刻
に
始
ま
り、

説
経
正
本
・

室
町
時
代
物
語
・

古
浄
瑠
璃
正
本
等
の
調
査
収
集、

そ
し
て
そ
の
厳
密

な
翻
刻
と、

一

貫
し
た
性
格
で
貫
か
れ
て
い
る。

そ
れ
ら
善
本
を
求
め
て
の

永
い

御
辛
労
と
よ
ろ
こ
び
は、

『
書
物
捜
索』

二
巻
に
達
意
の
文
章

で
綴
ら
れ
て
い
る。

五
十
年
に
わ
た
る
そ
の
捜
索
収
集
は、

室
町
時
代
物
語
と
古
浄
瑠
璃
・

説
経
の
二
分
野
に
と
り
わ
け
見
事
に
結
実
し、

氏
の
二
大
コ
レ
ク
シ
ヨ
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ン
の
行
方
は
そ
の
御
逝
去
後、

学
界
の
等
し
く
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た。

こ
の
た
び、

本
学
教
職
員
が
結
束
し
て
文
部
省
大
型
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
計
画
に
基
づ
く
収
書
計
画
を
立
て、

幸
い

御
遺
族
や
関
係
者、

文
部
省
当

局
の
格
別
の
御
理
解
を
頂
い
て、

そ
の
二
分
野
の
一
、

稀
観
の
古
浄
瑠
璃
・

説
経
正
本
類
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た。

人
形

浄
瑠
璃
に
古
来
因
み
の
深
い

大
阪
に
こ
れ
を
迎
え
得
た
こ
と
は、

ま
こ
と
に
欣
快
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る。

そ
の
実
現
の
聞
に、

本
学
経
理
部、

文
学
部
国
文
学
・

芸
能
史
演
劇
学
・

美
術
史
・

音
楽
学
の
各
教
室、

教
養
部
国
文
学
研
究
室、

さ
ら
に
は

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社、

中
尾
堅
一

郎
氏
等
多
く
の
方
々
の
御
援
助
を
頂
い
た。

ま
た、

文
学
部
信
多
純
一

教
授
に
は
入
手
方
に
つ
い
て
終
始
御

尽
力
頂
き、

加
え
て
赤
木
文
庫
に
因
み
の
あ
る
古
浄
瑠
璃
正
本
四
点
を
御
寄
贈
下
さ
っ

て
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
総
点
数
を
百
点
に
整
え
ら
れ、

本
目



録
の
作
成
に
も
御
尽
力
回
い
た。

稀
有
の
質
量
を
備
え
た
本
文
庫
の
目
録
完
成
に
当
っ

て

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る。

昭
和
六
十
年
三
月
一

日

改
め
て
以
上
の
方
々
の
御
労
苦
御
協
力
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し、

心
か
ら
御
礼
を
申

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
長
l

 

i

 

--J
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凡

仔リ

本
目
録
は 、

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
古
浄
瑠
璃
を
中
心
と
す
る
旧
赤
木
文
庫
の
書
誌
解
題
目
録
で
あ
る。

そ
の
総
数
は
百
点 、

百
十
四
冊
で
あ
り 、

う
ち
四
点
(
勾
・

ぬ
・

叫
・

口
)

は
信
多
寄
贈
本
で
あ
る。

図
書
の
配
列
は 、

浄
瑠
璃
・

説
経
・

そ
の
他
の
順
と
す
る 。

ま
た、

浄
瑠
璃
・

説
経
で
は
丹
緑
本
・

半
紙
本
・

中
本
を
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
年
代
順
に
並
べ
た。

記
載
事
項
は 、

書
名
・

装
備
(
書
型
・

冊
数
・

寸
法)
・

表
紙
・

題
策
・

匡
郭
・

内
題
・

所
属
・

段
数
・

刊
記
・

板
元
・

行
数
・

丁
数
・

板
心
・

丁
付
・

挿
絵
・

節

譜
と
備
考
か
ら
な
る。

1 

書
名
は 、

主
と
し
て
内
題
に
よ
り 、

そ
れ
を
欠
く

場
合
は
外
題
に
よ
っ
た。

ま
た、

不
明
の
場
合
は
〔

〕

の
中
に 、

推
定
書
名
を
記
し
た。

2 

書
型
は 、

大
本
・

半
紙
本
・

中
本
な
ど
に
分
け 、

そ
の
寸
法
を
記
し
た。

寸
法
は 、

縦
・

横
の
順
で
そ
の
単
位
は
糎
で
あ
る。

ま
た、

明
ら
か
に
天
地
裁
断
や

- 3 -

裏
打
な
ど
改
装
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

そ
の
旨
を
記
し
た。

3 

表
紙
は 、

原
則
と
し
て
元
表
紙
・

替
表
紙
の
区
別
を
行
っ
た。

ま
た
見
返
し
に
つ
い
て
は 、

特
に
必
要
な
場
合
の
み
記
し
た。

4 

題
袋駅
は 、

元
題
策
と
後
補
の
題
策
の
区
別
を
し 、

共
に
そ
の
体
裁
を
記
し
て 、

な
る
べ
く

現
況
を
伝
え
る
よ
う
に
努
め
た。

5 

丁
数
は 、

原
本
の
丁
付
に
か
か
わ
ら
ず

す
べ
て
実
丁
に
よ
っ
た。

但
し 、

遊
紙
が
あ
る
時
は
墨
付
の
丁
数
に
よ
る。

6 

板
心
は 、

各
丁
の
様
式
を
可
能
な
範
囲
で
弁
別
分
類
し 、

各
様
式
中
も
っ
と
も
整
っ
た
も
の
を
図
版
と
し
て
掲
出
し
た。

そ
の
縮
小
率
は
一

率
に
原
寸
法
の
幻

%
で
あ
る。

な
お 、

字
体
や
表
記
の
相
違
は
割
愛
し
た。

7 

挿
絵
は 、

見
聞
き
・

片
面
・

部
分
図
の
区
別
を
し 、

そ
の
数
と
挿
絵
の
あ
る
丁
数
(
実
丁)

を
記
し
た。

8 

節
譜
は 、

正
本
に-
記
さ
れ
て
い
る
文
字
譜
に
つ
い
て
は 、

こ
れ
を
極
力
全
て
示
す
よ
う
に
努
め
た。

但
し 、

加
賀
橡
や
角
太
夫
・

義
太
夫
・

佐
渡
七
太
夫
豊
孝

等
の
よ
う
に 、

独
自
の
曲
節
が
多
く

付
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は 、

こ
れ
を
省
略
し
た。

9 

備
考
に
は 、

該
書
に
関
す
る
説
明
を
補
記
し 、

主
要
な
識
語
・

挿
紙
等
に
つ
い
て
も
こ
こ
に
記
載
し
た。



解
説
等
の
字
体
は 、

通
行
の
字
体
を
用
い
た
が 、

内
題
・

題
策
・

刊
記
等
は
元
の
表
記
に
従
い 、

本
目
録
の
要
領
は 、
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集』

解
題
の
そ
れ
を
参
考
と
し
て
作
成
し
た。

そ
の
部
分
は
「

」

の
中
に
入
れ
て
区
別
し
た。

本
目
録
作
成
に
あ
た
っ
た
者
は 、

国
文
学
研
究
室
秋
本
鈴
史
・

信
多
純
一
・

時
松
孝
文 、

附
属
図
書
館
高
木
美
代
子
の
四
名
で
あ
る。

昭

和

六

十

年
二

月

十

日

- 4 -



と
う
だ
い
き

装
中貞

中
形
本 。

上
下
巻
二
冊 。
(
上
巻)
一

七
・

二
×

二
ニ
・

三 。
(
下
巻)

一

七
・

一
×
一

三
・

三 。

改
装
総
裏
打 。

表
紙

替
表
紙。

題
袋駅

上
巻
に
白
紙
半
丁
分
の
元
表
紙
が
残
り 、

左
上
に
直
接
題
策
が
刷
ら
れ

て
い
る。

短
冊
形
の
重
郭
の
中
に
「
と
う
た
い
き

上」

と
あ
る
(
口

絵
参
照
) 。

匡
郭

(
上
巻)

一

五
・

九
×
一

二
・

O 。

一

六
・

O
×

二

了
二 。
(
下
巻

内
題

上
巻
は
「
と
う
だ
い

き
一

た
ん
め」 、

下
巻
に
は
「
と
う
た
い
き

四
た
ん
め」

と
あ
る。

ま
た
上
下
巻
共
に 、

終
丁
表
の
刊
年
記
の
次
に

「
燈
壷
記
正
本」

と
い
う
尾
題
が
あ
る。

所
属

未
詳。

段
数

六
段。
(
上
巻)
「
と
う
だ
い
き

た

一
た
ん
め」 、
「
と
う
だ
い
き

ん
め」 、
「
と
う
た
い
き

ニ
た
ん
め」 。
(
下
巻)
「
と
う
た
い
き

四

た
ん
め
」 、

「
と
う
た
い
き

五
た
ん
め」 、
「
と
う
た
い
き

六
た
ん
め」 。

川H43γJ
平L言凶
上
巻
下
巻
と
も
に 、

終
了
表
本
文
末
に
「

寛
永
十
年
五
月
吉
日」

と
あ

る

行 中反
数 、 元

上
方
板 。

未
詳。

十
三
行。

丁
数

(
上
巻)

元
表
紙
半
丁 、

本
文
十
二
丁。
(
下
巻)

本
文
十
四
丁。

中主
要IJ
綴
目
付
近
上
方
に
「

上
(
下)
」 、

下
方
に
丁
付 。

丁
付

上
巻
「

一
・
:

九 、

口
:・

口」 。

下
巻
「

一
:・

十
四」 。

￡H6ι玉
ふイdるホ
十
三
頁
分
(
見
聞
き
二 、

片
面
九) 。
(
上
巻)

二
オ 、

四
オ 、

六
オ 、

八
オ 、

十
一

ォ 。
(
下
巻)
二
オ 、
二
ウ
l

三
オ
の
下
部 、

三
ウ
|

四
オ

の
下
部 、

四
ウ
の
下
部 、

九
オ 、

十
三
オ 。

た
だ
し
三
ウ

四
オ
と
四

ウ
は
三
頁
分
で
一

図
を
な
す 。

丹
・

緑
の
筆
彩
色 。

絵
師
未
詳。

節
譜

な
し 。

備
考

本
書
ば
刊
年
の
判
明
す
る
古
浄
瑠
璃
正
本
と
し
て
は
現
存
最
古
の
も
の

- 5 -

で
あ
り 、
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集

の
附
録
一

に
採
用
さ
れ
て
い

第

る。

ご
く

初
期
の
元
表
紙
が
残
る
点
で
も
貴
重
な
本
で
あ
り 、

こ
の
形

式
を
持
つ
も
の
と
し
て
は 、

本
目
録
の
二
番
の
『

ち、
っ
し
ゃ
う』

と

説
経
『

を
ぐ
り』

の
零
葉
(
『

説
経
正
本
集

第
二
』

解
題
参
照) 、

そ

れ
に
原
本
が
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る、

寛
永
二
年
刊
の
横
型
丹
緑
本

グ〉

『
た
か
た
ち』

が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る。

ま
た
『
と
う
だ
い
き』

に
は 、

本
書
を
も
と
に
し
た
慶
安
三
年
板
も
残

る
が 、

そ
の
本
文
・

挿
絵
と
の
対
比
か
ら
本
書
の
古
形
が
よ
り
明
ら
か

と
な
る。

慶
安
板
が
若
狭
守
正
本
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら 、

横
山
重
氏
は

本
書
を
若
狭
守
の
左
内
時
代
の
正
本
か
と
さ
れ
て
い
る。



2 

ち
う
し
ゃ
う

装
顧
中形
本。
上
巻一
冊。
一
九・
五
×
二ニ・
五。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
策
白
紙
半
丁
分の
元
表
紙
が
残
り、
左
上
に
直
接
題
策
が
刷
ら
れ
てい

Lヘ占M吋

る。
短
冊形
の
郭の
中
に
「

口
は
し
門U」
と
あ
る。
その
右
側
に
は

「
大は
し
中
将
上」
と
墨
書 。

匡
郭
一
七・
六
×一
一
・

八。

内
題
「

ち、っ
し
ゃ
う」。
下
に
二
た
ん
め」 。

所
属
未
詳。

段
数
上
巻の
四
段
が
残
る。「
ち
うし
ゃっ

四

一
た
ん
め」:・「
ち、っし
ゃ
う

た
ん
め」 、
と
各
段の
始
め
に
記
す。
ま
た
段
が
変
わ
る
ご
と
に 、
丁
を
改

め
て
お
り

一
段
目の
終
り
だ
け
に
は
「一

た
ん
め
終」
と
あ
る。

日リコJT一副
な
し。

板
7c 

未
詳。
上
方
板。

イT
数
十二
行。

丁
数
表
紙
半
丁。
本
文
十
五
丁。

板
Jし、

中
央
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種。

九

丁
付
「

口 、
口 、
口 、
口 、
五:・
十
五」。

挿
絵
五
頁
分
(
片
面
五)。
三
オ、
六
オ、

十
三
オ。
丹・

八
オ、
十一
オ、

緑の
筆
彩
色 。

絵
師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第一』
の
十二
番
に
採
用
さ
れ
た
本
で

あ
る。
本
書
に
は
刊
記
を
欠
き
その
刊
行
年
は
明
らか
で
ない
が 、
横

山
重
氏
は
右
書
解
題
に
おい
て 、
板
式・
書
体の
古
風
なこ
と、
書
型・

匡
郭の
大きい
こ
と、
行
数の
十二
行
と
少
ない
こ
と、
改
頁の
あ
り

方 、
古い
型の
元
表
紙
を
備
え
てい
るこ
と
等々
の
理
由
を
挙
げ 、
寛

- 6 一

永
初
年の
刊
行
と
考
え
ら
れ
た 。
最
近
渡
辺
守
邦氏
が
紹
介
さ
れ
た
寛

永
初
年の
『ひ
し
ゃ
も
んの
ほ
ん
ち』
零
葉
(『
文
学』
昭
日・
4
「

寛

永
時
代の
出
版
事
情」)
と
その
形
式
が
酷
似
し
てい
る
とこ
ろか
ら

も
横
山
説
は
妥
当
と
考
え
ら
れ
る。
その
意
味
で
は
本
書
は
現
存の
古

浄
瑠
璃
正
本
と
し
て
は、
もっ
と
も
古
板
に
属
す
る
もの
と
な
る。



3 

ニ
大
ぶ
(
甘
楽
太
夫)

装
中貞

中形
本。
下
巻一
冊。
一
七・
二
×一
二・
八。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠。
「か

ん
ら
太
夫
後
半」
と
墨
書
し
た
紙
を
表
紙の
左
上
に
貼
る。

匡
郭
一
五・
八
×一
一
・

二 。

内
題
「

こ
大ぶL 。
下
に
「

四
た
ん
めL 。

所
属
未
詳。

段
数

下
巻の
三
段
が
残る。
「

こ
大ぶ
四
た
ん
め」 、
「こ

大
ふ
五
段
目」 、

「こ
大ぶ
六
段
目」
と、
各
段の
始
め
に
記
す。
「

四
た
ん
め」
の
み

は、
二
行
分
で
大
き
く

記
さ
れ
てい
る。

dHUV『4
】

T
T-言E

終
了
表
本
文
末
に
「

寛
永
拾
八
年
五
月
吉
祥
日L
西
洞
院
通
長
者
町」

九
兵
衛
板」
と
あ
る。

板
7じ

京 、
九
兵
衛。

イ丁
数

十
四
行。

丁
数

十
丁
半。

板
JL、

上
方
に
「コ」 、

下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種。

丁
付
「

下一
:・

下
十
ご。

挿
M. ，ヨミ

三
頁
分
(
片
面
三) 。
二
オ、
六
オ、
十
オ。
丹・
緑の
筆
彩
色 。

絵
師

未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第一』
の
八
番
に
採
用
さ
れ
た
本
で
あ

る。
正
本
集で
は
前
島
春
三
氏
蔵
本
と
なっ
てい
た
書
で
あ
り、
l日
刻

浄
瑠
璃
本
外
題
目
録
に
挙
げ
ら
れ
た
二
十
七
種の
中の一
つ
で 、
上
下

二
巻の
内の
下
巻
だ
け
が
残
る。

四
段
目
途
中
ま
で
古い
時
期の
書
入
れ
が
あ
り
注
目
さ
れ
る。
ま
た
こ

の
期の
他
本
に
較べ
て 、
小
ぶ
り
で
あ
り
匡
郭
も
小
き
く
や
や
特
異で

あ
る。
な
お、
刊
記の
「

九
兵
衛」
と
あ
る
左
上
に
「

さ、っ
し
ゃ」
と

7 一

墨
書
さ
れ
てい
る。



4 

ふ
せ
や

装
中東
中形
本。
上
巻一
冊。

八
五
× 

八 2

改
装
総
裏
打

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠。

匡
郭
一
六・
五
×一
一
・

五。

内
題
「

ふ
せ
や」 。
下
に
「一

段
目」。
共
に
陰
刻。

所
属

初
丁 、
第一
行
に
寸

山
城
之
住
佐
内
流
上
瑠
璃
以
正
本
令
開
板
畢」
と

あ
る。
左
内か
左
内一
派の
正
本。
(
口
絵
参
照) 。

段
数
上
巻
三
段。
「

ふ
せ
や
一
段
目」 、
「

ふ
せ
や
二
た
ん
め」 、
「

ふ
せ

や
二
た
ん
め」
と、
各
段の
始
め .に
陰
刻
で
記
す。

干Ij
記
巻
末
落
丁の
た
め
不
明 。

板
Jt 

未
詳。
上
方
板。

イ丁
数
十
四
行 04

丁
数
七
丁。
落
丁
本。

板
dし、

上
方
に
寸

ふ
せ」
中
程
に
「

上」
と
あ
る
もの
ご・
二・
五
丁) 。
上

方
に
「

ふ
せ
上」
と
あ
る
もの
(
三・
四・
六・
七
丁)
の
二
種 。
各

丁
と
も
下
方
に
丁
付 。

老
よ

d 

丁
付
「一・:

七」。

挿

二
頁
分
(
片
面
二) 。
ニ
オ、
五
オ。
丹・
緑の
筆
彩
色。

師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集

の
十
五
番
に
採
用
さ
れ
た
本
で

第一』

あ
る。
旧
刻
浄
瑠
璃
本
外
題
目
録の
最
後
に
掲
出
さ
れ
た
本
で 、
他の

本
と
同
様
薄
茶の
や
た
ら
縞の
入っ
た
表
紙
が
付
け
ら
れ
てい
る。

上
下
二
巻の
上
巻
の
み
で 、
し
か
も
巻
末
に
欠
丁
が
あ
る
が 、
「

佐

内
流
上
瑠
璃」
と
あ
る
事
や、
段
数
を
陰
刻
で
記
す
等の
特
異
な
点
に

おい
て
も
貴
重
な
本
で
あ
る
とい
え
る。

- 8 -



5 

た
む
ら

装
頗
中形
本。
上
下
合一
冊。
一
五・
八
×一
一
・

三 。
改
装。

表
紙
元
表
紙。
黒
地
に
雷
紋つ
な
ぎ
と
牡
丹
の
空
押。

題
家
元
題
祭 。
無
郭
の
紙
に
「

た
む
ら」
と
大き
く
記
し
て 、
表
紙
左
上
に

貼
る。

匡
郭
一
四・
九
×一
0・
ニ 。

内
題
「

た
む
ら」 。
内
題
の
前
に
「

江
戸
伊
勢
嶋
宮
内
正
本」
と
あ
り、
内

題
下
に
「→

た
ん
め」。

所
属
伊
勢
嶋
宮
内。

段
数
五
段。
(
上
巻)
「

江
戸
伊
勢
嶋
宮
内
正
本」
た
む
ら
一
た
ん
め」 、

「
た
む
ら

(
下
巻)
三
段
目
巻
頭
欠q
「

た
む
ら

二
た
ん
め」 。

四
た
ん
め」 、
「

た
む
ら
五
た
ん
め」 。
各
段
の
始
め
の
行
に
以
上
の

よ
う
に
記
す 。
但
し
上
巻
の
始
め
の
二
行
は、
三
行
分
を
使っ
て
大
き

く
記
す。

dH
He
コ
4

T
T-言即

下
巻の
終
丁
表
本
文
末
に
「

慶
安
三
年
八
月
吉
祥
日」
西
洞
院
通
長
者

似ヵ

さ
う
し
ゃ」
九
兵
衛
口」
と
あ
る。
上
巻の
終
了
は
欠
け
てい
て

町刊
記は
不
明
で
ある
が 、
僅か
に
残る
綴
目
の
破
片
に「
祥
日」
と
み
え
る。

板
フじ

京 、
さ、っ
し
ゃ
九
兵
衛。

イ丁
数
十
四
行。

丁
数
十二
丁
半。
上
巻
七
丁、
下
巻
五
丁
半。

キ反
dし、

上
下
巻
と
も
上
方に
「た

む
らL 、
下
方に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種 。

点

丁
付
上
巻
「

口 、
口 、
口 、
上
回:・
上
六 、
口L 。
下
巻「
口 、
口 、
下
三 、

下
回、
口 、
口 、
口」 。

挿
絵
五
頁
分
(
見
聞
き
二 、
片
面
二 。
(
上
巻)
二
ウ
|

三
オ、
六
ウ。

(
下
巻)
四
ウ
|

五
オ。
丹・
緑
の
筆
彩
色。

絵
師
未
詳。

府即
諮問

- 9 一

「
キ
リ」
だ
け
あ
る。
句
切
は
ない。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃正
本
集
第
二』
の
二
十
九
番
に
採
用
さ
れ
てい

る
本
で
あ
る。
上
巻の
巻
末
と、
下
巻の
巻
末
に
は
大
き
な
破
損
が
あ

り、
綴
ヒ
自
の
破
片
が
残
る
だ
け
で
あ
る。
但
し
こ
の
破
損
分
を
含
め

て
も 、
な
お一
丁
分
程
度
が
落
丁
L
てい
る
と
考
え
必
れ
る。
ま
た
乱

丁
も
見
ら
れ
不
完
全
の
本
で
は
あ
る
が
元
題
策
が
残
り、
こ
の
種
の
貼

題
策の
あ
る
書
と
L
て
は
現
存
本
中
もっ
と
も
古い
書
で
あ
ろ
う。



6 

に
し
き
ど
合
戦

装
憤
中形
本。

冊
一
九・
二
×一
四・
0。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠

匡
郭
重
郭。
外
側一
八・
四×
二一・
八。
内
側一
八・
O×一
二・
五。

内
題
「

に
し
き
ど
合
戦」。
下
に
「

初
段」。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
「

初
段」 、
「

二
た
ん
目L 、
「

三
た
ん
め」 、
「

四
た
ん
目」 、
「

五
た

ん
め」 、
「

六
た
ん
目」 、
と
各
段
の
始
めの
中
央
に
記
す。
初
段
の
み
は

下
方 。

dHHU
寸4
4

T
T
2
E
E
 

終
了
裏
本
文
末
に
「

右
此
に
し
き
ど
合
戦
は
直の
正
ほ
ん
を
も
っ
て」

うつ
し
令
開
板
者
也」
承
慮
四
年」
初
春
吉
旦」
作
者
岡
清
兵
衛
重

板
7c 

俊(「
重
俊」の
朱
印
記)」
御
成
町」
は
ん
ぎ
や

は
ん
ぎ
や
又
右
衛
門。

又
右
衛
門
板」
と
ある。

江
戸 、

イ丁
数
十
四
行。

丁
数
二
十
四
了。

板
Jし、

上
方
に
「

に
し
きL 、
下
方
に
丁
付。
板、心
の
形
式
は一
種。

丁
付
「一
:・

廿
四」。

挿
絵
十
頁
分
(
見
聞
き
四、
片
面二) 。
三
ウ
四
オ、
八
オ、
十一
ウ
|

十
二
オ、
十
五
オ、
十
九
ウ
|二

十
オ、
二
十
二
ウ
l二

十
三
オ。

絵
師
未
詳。

節
譜
「

三
重」
だ
け
あ
る。
句
切
は
な
い 。

備
考
本
書は
『

古
浄
瑠
璃正
本
集
第
四』
の
七
十
五
番
に
採
用
さ
れ
てい

る。
江
戸
板
で
刊
年の
判
明
す
る
最
も
古い
正
本
で
あ
る
と
共
に、
作

者
名の
残る
最
古
の
本
で
も
あ
る。
ま
た
匡
郭
が
重
郭
に
なっ
てい
る

点 、
挿
絵
の
特
異
な
点
で
も 、
珍
しい
書
で
あ
る。

nu

 

司EA



7 

み
は
ら
物
語

装
帳
半
紙
本。
一
冊 。
一
ご
・

五
×一
六・
五。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
霊長
欠。

匡
郭
二
0・
0×一
五・
一。

内
題
「み

は
ら
物
語
上」。
上
に
重
郭
で
「

第
ご 。

所
属
未
詳。

段
数

「

岡田

六
段。
「

開国み
は
ら
物
語
上L 、

「闘回
し
ろ
ぜ
め
の
事」 、

み
は
らの
城
ら
く
じ
ゃ
う
の
事」 、
「

閣回み
だ
ひ
わ
か
ぎ
み
道
行
之

事L 、
「

闘固
と
う
せ
ん
寺
そ
に
ん付タリ
さい
こ
の
事」 、
「

閣困薗
平

ち
り

や
く
わか
き
み
世
に
出
給
ふ
事L 、
と
各
段
の
始
め
に
記
す。
「

第

ご
:・
「

第
六」
は
すべ
て
重
郭。

バHdコ]
工l主副
終
丁
裏
本
文
末
に
「

万
治
二
年
三
月
吉
日

と
あ

山
本
九
兵
衛
板」

る

板
7G 

山
本
九
兵
衛。
上
方
板。

行
数
十
四
行。

丁
数
二
十
九
丁。

キ 反
JL 、
柱
題
は
な
し。
丁
付
は
十
八、
十
九
丁
の
み
に
あ
り
そ
れ
以
外
の
丁

は
綴
目
付
近
に
出
す。
板
心
の
形
式
は一
種 。

丁
付
「

上一一・:
上
十
五、
O 、
下
二 、
下
三 、
O 、
O 、
下
六・:
下
十
五」。

O
部
分
に
は
は
じ
めか
ら
丁
付
を
入
れ
てい
ない。
そ
の
内、
「

下
回

下
五」
に
当
る
部
分
は
板
心
下
方
に
そ
れ
ぞ
れ
「

四」「
五」
と
あ
る。

挿

十
三
頁
分
(
見
聞
き
六 、
片
面
二 。
二
ウ
|

三
オ、
五
オ、
八
ウ
|

九
オ、
十
三
ウ
l

十
四
オ、
十
六
ヴ
|

十
七
オ、
二
十一
ウ
|二

十二

ォ 、
二
十
七
ウ
|二

十
八
オ。

Jとおij恒三
師
未
詳。

節
譜
三
重 、
上、
ふ
し、
九
つ
ゆ
り 、

ぺ、
。

句
切
は
ない。

-B-噌Eム

お
く
り

三
重 、

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第一ニ』
の
七
十
三
番
に
採
用
さ
れ
た
本

で
あ
る。
こ
の
書
は
古
浄
瑠
璃の
正
本
と
し
て
は、
丁
数
も
多
く 、
文

字
も
大きい。
ま
た
漢
字
に
振
仮
名
が
多
く

付
け
て
あ
り 、

挿
絵
の
中

に
も
説
明
の
科
白
を
多
くい
れ
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら、
本
目
録
九
十
六

番の
『
さ
ん
せ
う
太
夫
物
語』
と
同
様
の
読
物
的
な
性
格
を
強
く

持つ

本
とい
え
る。



8 

御
館
権
太
郎

装
中員

一
冊。
二
三・
O×一
七・
0。
改
装
総
裏
打。

半
紙
本

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠。

匡
郭
三
0・
二
×一
五・
二 。

内
題
「

御
舘
権
太
郎」。
下
に-
「

初
段」。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
「

御
舘
擢
太
郎
初
段」 、
「

み
た
ち
権
太
郎
清
平
こ
段
目」 、

ごか
た
ち
の
擢
太
郎
清
平
ニ
段
目L 、
「

み
た
ち
権
太
郎
清
平
四
段

目」 、
「

み
た
ち
の
権
太
郎
清
平
六
段
目」
とべ
各
段
の
始
めに
記
す。

五
段
目
標
目
が
欠
け
てい
る
が 、
元
来
五
段
目
の
「

五」
を
「

四」
と

改
め
た
もの
で
あっ
て 、
実
際
に
欠
け
て
い
る
の
は
四
段
目
の
標
目
部

で
あ
る 。

dHHU
守4
d

γ
T-
言HW

終
了
裏
本
文
末
に
「

太
夫
正
本」
と
あ
り、
次
の
行
に
「

寓
泊
三
年
九

月
吉
辰
日」
と
あ
る。

板
JC 

未
詳。
上
方
板。

ィー丁
数
十
六
行。

丁
数
十
八
丁。
落
丁
本。

上
方
に
「

み
た
ち
の
こ
ん
太
郎
上L
(一・:
九
丁) 、
「

み
た
ち
の
こ
ん

キ反
，L' 、

太
郎
下」(
十一一・:
十
八
丁) 。
十・
十一
丁
の
柱
題
は
削
ら
れ
てい
る。

下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は
三
種 。
イ
()・:
八、
十
二:・
十
八

丁

(
九
丁) 。
ノ、

(
十・
十一
丁) 。

ロ

イロ

ム

丁
付
「一・:

十 、
十
二 、
十二、
十
四・:
十
九」 。

挿
絵
十一
頁
分
(
見
聞
き
五 、!片
面一) 。
二
ウ
|

三
オ
五
ウ
|

六
オ

れ
ウ
|

九
オ 、
十一
オ 、f
十
三
ウ
|

十
四
オ、
十
六
ウ
十
七
ォ 。
こ

- 12 -

の

中
八
ウ
|

九
オ
は
見
聞
き
の一
つ
の
絵
で
は
な
く 、
各々
別
の
絵

で
あ
る。

絵
師
未
詳。

節
譜
な
L 。
句
切
は
白
丸
点
と
黒
丸
点
を
混
用 。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃正
本
集
第
六』
の
百
三
十二
番
に
採
用
さ
れ
た

本
で
あ
り 、
こ
の
続
篇
が
『

秀
平
三
代
記
二
日
目』
(『
古
浄
瑠
璃

正
本
集
第
二』
所
収)
と
な
る
所か
ら、
『

秀
平
三
代
記』
の
初
巻

に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る。
本
書
は
万
治
三
年
の
刊
記
を
持つ
が 、

柱
や
段
数
表
記か
ら
み
て
も 、
万
治
板の
二
丁(
十・
十一
丁)
を
捨
て 、

一
丁
分
新
刻
(
現
在の
十
丁)
し
て
刊
行
し
た
本
で
あ
る
事
が
判
る。
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義
経
記
初
巻
(
伏
見
常
盤)

装
中東

半
紙
本

冊
一
二
・

五
×一
五・
九。

表
紙
元
表
紙。
里山
無
地 。

題
安置
元
題
策。
上
段
に
「
静
鉱
静」
初
日」
と
二
行、
界
線
を
おい
て
「
侃

み口口は
見
常
盤」
と
大
字
で
出
し
左
側
に
「

大門U
橡
藤
原
貞
則」
と
ある。

さ
ら
に
界
線
を
おい
て
下
段
に
「

ふ
屋
町
通」
せい
く
わ
ん
じ」
下ル

丁」
八
も
ん
し
ゃ」
八
左
衛
問」
と
五
行。

匡
郭
二
0・
0×一
五・
O 。

内
題
「

義
経
記
初
巻」。

所
属
大
和
少
操
藤
原
貞
則 。

段
数
六
段 。

「聞出
あ
く
げ
ん
た
都へ
上
り
給
ふ
事」

「嗣回
あ
く
源

太
さい
ご
の
事」 、

「回閣凶
よ
り
と
もい
つ
へ
る
ざい
の
事」
「
嗣

固
と
き
わ
六
は
らへ
め
ざ
る、
事」

頑固
う
し
わ
か
く
ら
ま

入
の
事L 、
「

闘困
か、
み
の
し
ゅ
く
が
う
だ
う
の
事」
と
各
段
の

始
め
に
記
す。

川HHJ寸」ld

エlF言語

終
了
表
本
文
末に
「

万
治
四」
と
の
み
あ
り 、
以
下
破
損 。

板
7c 

京 、
八
も
ん
し
ゃ
八
佐
衛
問 。

イ7
数
十
ノ、
行

丁
数
十
七
丁
半。

キ 反
，L' 、
上
方
に
「

き
けい
き一
之
巻」 、
下
方に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種。

え

を

|よ
歩

丁
付
「

上一一・:
上
十、
下一一・:
下
五、
下
七・:
下
十、
口」。

挿
絵
十一
頁
分
(
見
聞
き
玉 、
片
面
ご 。
二
ウ
|

三
オ
五
ウ
六
オ

八
ウ
l

九
オ、
十一
ウ
十
二
オ、
十
四
オ、
十
六
ウ
|

十
七
ォ。
彩

色
加
筆
あ
り 。

絵
師
未
詳。

時即
諮問
「

三
重」
だ
け
が
あ
る。
句
切
は
黒
丸
点。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃正
本
集
第二一』
の
七
十
四
番
に
採
用
さ
れ
た
本

qa

 

で
あ
る。
内
題
か
ら
も
判
る
よ
う
に
七
巻
物
の
『

義
経
記』-
の
初
巻

に
相
当
す
る。
第
五
の
は
じ
め
に
半
丁
の
落
丁
が
あ
り 、
終
了
オ
も
少

し
欠
破
し
て
い
る。

ま
た
本
書
は
八
文
字
屋
板の
六
段
本
で
あ
る
が 、
万
治
三
年
極
月
に
は

同
じ
『

義
経
記』
が
山
本
九
兵
衛か
ら
も
刊
行
さ
れ
て
お
り

(
水
谷
目

主義

現
在
残る
山
本
板
の
四
之
巻
を
み
る
と
題
叢
や
板
式
は
本
書
に

よ
く

似
てい
る
が
五
段
本
で
あ
る
とい
う
相
違
も
み
ら
れ
る
(
秋
本

鈴
e 史

「
語
文」
四
十
三
輯
「

金
平
浄
瑠
璃
成
立
の
基
盤」
補
注
参照) 。



10 
〔
ぽ
ん
天-
-
く〕

装
中東

半
紙
本。
一
冊 。
二
三・
三
×一
六・
五 。
改
装。

表
紙
元
表
紙。
黒
地
に
目
つ
な
ぎ
の
空
抑 。

題作愈
欠 。

匡
郭
二
0・
四
×一
五・
0 。

内
題

品目
ぽ
ん
天
こ
く
よ
り
ひ
め
み
や
を

な
し 。
第一
丁
表
の
最
初
に
は

り
給
ふ
事」
と
あ
り 、
こ
れ
は
初
段
の
標
題
で
あ
る 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
「

関凶
ぽ
ん
天
こ
く
よ
り
ひ
め
み
や
を
り
給
ふ
事」

国

た
い
り
よ
り
中
将
殿へ
取
か
け
申
事」 、
「

閣回
み
か
ど
よ
り
な
ん
だ
い

ニ
色
々
の
物
御
ら
ん
有
事」 、
「

闘回
ば
ら
も
ん
ろ
う
を
ゃ
ぶ
り
井
姫
宮

う
ば
い
取」 、
「

闘困
ほ
ん
天
王
ぢ
ひ
つ
の
判井
中
納
言
道
行
の
事」 、

「閣閏凶
ば
ら
も
ん
さ
い
こ
井
ふ
う
ふ
神ニ
い
わ
う
事」 、
と
各
段
の
始
め

に
記
す 。
但
し 、
第一
と
第
四
は 、
二
行
分
を
使っ
て
大
き
く
記
し 、

第
四
は
十
オ
の
初
行
か
ら
始
ま
る 。

川
リ
コ]

T
T
Z凶

終
了
表
本
文
末
に
「
寛
文
元
年
八
月士口
日
山
本
九
兵
衛
板」
と
あ
る 。

板
7c 

山
本
九
兵
衛 。
上
方
板。

イ丁
数
十
六
行 。

丁
数
二
十
丁
半。

板
dし、

上
方
に
「
ほ
ん
天」 、
下
方
に
丁
付。
板、心
の
形
式
は一
種 。

J: 

d ， ， 

丁
付
「
上
二:・
上
十、
下一一・:
下
十、
下
十、
下
十
二 、
口」 。

十需
品会
十
五
頁
分
(
見
聞
き
七 、
片
面
ご 。
一
ウ
二
オ 、
二
ウ
l
三
オ 、

五
ウ
|
六
オ 、
八
オ 、
八
ウ
|
九
オ 、
十一
ウ
|
十
二
オ 、
十
五
ウ
|

十
六
オ 、
十
九
ウ
|
二
十
オ 。

師
未
詳。

節
譜
「
三
重」
だ
け
が
あ
る 。
句
切
は
黒
丸
点 。

備
考
本
書
は
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集

- 14 -

第
五』
の
九
十
七
番
に
採
用
さ
れ
た
本

で
あ
る 。
本
書
は
古
浄
瑠
璃
の
正
本
で
あ
る
が
『
党
天
国』
に
は
説

経
の
正
本
も
あ
り 、
本
文
庫
に
も
三
本
の
説
経
正
本
が
あ
る
(
目
録
番

号
七
十
七
番 、
九
十
番 、
九
十
五
番) 。
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熊
坂
長
は
ん

装
蛸
半
紙
本
一
冊。
一一一
・

五
×一
六ー
ニ 。

改
装。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠。
現
在
は「
熊
坂
長は
ん」
と
墨
書
した
緑
色
の
模
様
入
り
の
紙
を 、

表
紙
中
央
に
貼
る。

匡
郭
一
六・
七×一
一
・

九。

内
題
「

熊
坂
長
は
ん」 。
下
に
「

初二
段」 。

所
属
未
詳。

段
数
形
式
的
に
は
六
段
で
あ
る
が 、
実
質
的
に
は
三
段。
「

初二
段」 、
「

三

四
段」 、
「

五
六
た
ん
め」
と
各
段
の
始
め
下
方
に
記
す。

刊
記
終
丁
表
本
文
末
に
「

寛
文
二
年
正
月
吉
日
開
之」
と
あ
る。

板
7c 

未
詳。

イ丁
数
十
四
行。

丁
数
十
丁
半。

キ反
JL 、
上
方
に
「
く
ま
さか」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種 。

丁
付
「

二・:
十一、
口」 。

挿
+ι �ヨミ

十一
頁
分
(
見
聞
き
五、
片
面
こ 。
一
ウ
l二

オ、
三
ウ
四
オ、

四
ウ
|

五
オ、
六
ウ
l

七
オ、
八
ウ
|

九
オ 、
十
ウ。

絵
師
未
詳。

節叩
諮問
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
八』
の
百
五
十
番
に
採
用
さ
れ
た
本

で
あ
る。
匡
郭
の
大き
さか
ら
み
て
本
来
は
中
本
で
あっ
た
可
能
性
が

あ
る。
ま
た
段
数
表
記
や
挿
絵
の
多
さ
(
全
十
丁
半
の
内、
五
丁
半
が

挿
絵)
か
ら
考
え
て 、
浄
瑠
璃
正
本
の
形
を
とっ
た
絵
本
と
も
み
る
こ

と
が
で
き
る。
寛
文
二
年の
刊
記
が
あ
る
が
或い
は
後
印
本か。

zu
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月
界
長
者

装
中東

替 半
表 紙
紙?宅

冊

O × 

改
装
総

ら 裏
乃才T

表
紙

題
策
欠。

匡
郭

月� 0 
界t 
長号 一
者与 ×

四上
に 八

国

内
題

所
属
未
詳。

段
数
六
段。

漏出
月
界
長
者」 、
「

同国
ま
な
げ
だ
う
て
つ
は
に
う
た
る

、
事」 、

「同開四
月かい
ろ
うしや井
み

たい
所
ち
う
す
る
事」 、

品開回

月か
い
さい
ご弁は
く
さい
国へ
生
れい
で
給
ふ」 、
「

閣困
吉
す
け
と

ん
し井
よ
み
か
へ
り
ぐ
わ
ん
く
は
う
寺
こ
ん
り
う
口」
と
各
段
の
始
め

に
記
す。
但
し、
第一
と
第
四
は、
二
行
分
を
使っ
て
大き
く
記
し、
第
四

は
十一
オ
の
初
行
か
ら
始
ま
る。
ま
た 、
第
三
は
欠
破
の
た
め
不
詳。

HU戸」
TT-一言MW
巻
末
落
丁
の
た
め
不
明 。

板
7じ

未
詳。
上
方
板-

イ丁
数
十
六
行。

丁
数
二
十
丁
半。
但
し
欠
破 、
落
丁
が
あ
る。

板
Jし、

上
方
に
「
く
わ
っ
か
い
へ
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種。

τ 
;1<. 

丁
付

挿
絵
十
二
頁
分
(
見
開
五 、

汚
損
の
た
め 、
判
然
と
し
ない。

A 

片
面二) 。
ニ
ウ
l

三
オ、
五
ウ
|

六
オ、

ォ 、
八
ウ
|

九
オ、
十二
ウ、
十
五
ウ
l

十
六
オ、
十
九
ウ
|二

十オ。

十
二
ウ
に
続
く

挿
絵
が
落
丁。

絵
師
未
詳。

府即
諮問
J、

し
い
ろ
こ
と
は

備
考
『

古
浄
瑠
璃正
本
集

さ
れ、
そ
の
解
題
に「
寛
文二
年
板の
元
刻
本」
と
して 、
本
書
が
紹
介

」
と
は。
句
切
は一
部
に
黒
丸
点。

第
五』
の
九
十
八
番
に
東
京
博
物
館
本
が
採
用

さ
れ
てい
る。
本
書は
破
損
の
多い
本
で 、
第一
丁
の
表
裏
に
大
き
な

れ
る。

欠
破 、
十
三
オ
と
最
終
丁
の
半
丁
が
落
丁、
他
に
も
小
破が
多
く
み
ら

nb

 

噌Eム



13 
い
し
山
も
ん
だ
う

装
慎
半
紙
本。
一
冊。
二
二・
O
×一
五・
五。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
資
欠

匡
郭
一
七・
O×一一
了
三 。

内
題
「い

し
山
も
ん
だ
う」 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
但
し
段
名
は
記
し
てい
ない。
各
段
の
始
め
と
考
え
ら
れ
る
所

に、
「い

し
山
も
ん
だ、っL 、
「か

け
なつ
い
く
さ
の
事」 、
「

の
ぶ
ちか

さい
こ
の
事」 、
「

は
な
も
の
ぐ
るひ」 、
「

めい
し
よ
づ
く
し」、
「か

け

なつ
く
び
き
ら
る冶
事」
と
記
さ
れ
てい
る。
但
し 、
「い

し
山
も
ん

だ
う」
と
「

は
な
もの
ぐ
るひ
」
は
二
行
分
を
使っ
て
大き
く

記
し

リリス]
TT吉岡

「
は
な
もの
ぐ
るひ」
は
十
オ
の
初
行か
ら
始
ま
る。

終
丁
裏
本
文
末
に「
寛
文
武
年配
七
月
吉
日
西
沢
太
兵
衛
板」と
あ
る 。

板
7G 

上
方
板。

西
沢
太
兵
衛。

イ丁
数
十
四
行。

丁
数
十
九
丁。
落
丁
本。

キ 反
JL 、
上
方
に
「い

し
や
ま」「い
し
山」「
石
山」 。
但
し、
十
四、
十
七・:

十
九
丁
は
「

花L 。
下
方
に
丁
付。
板、心
の
形
式
は
二
種 。
イ
(一・:

十
七・
十
九
丁) 。

(
十
八
丁) 。

ロ

イ

z 
山

It 

ロ

.ãl 

丁
付
「一
:・

七、
九・:二
十」。

挿
絵
九
頁
分
(
見
聞
き
四、

二
ウ
1

三
オ

片
面
ご 。

五
ウ
六
オ
八

ォ 、
十一
ウ
|

十二
オ、
十
五
ウ
|

十
六
オ。

絵
師
未
詳。
水
谷
不
倒氏
のい
わ
れ
る
「

他
我
身
之
上」
系
の
画
家
宅

節
譜
下
J、

し

し、

ろ

ふ
し 、三
重 、

地、
こ
と
は、
あ
た
る
い
ろ
こ
と
は、

こ
と
は、
な
き
ふ
し、
4
り
上

押，，句EEa

い
ろ
をつ
ふ
じ 、
地
こ
と
は
う
た

ふ
じ 、
あ
た
こ
と
ふ
し、
ゆ
り
は
る、
を
く
り、
上
を
ん 、
下
を
ん

い
ろ、
い
ろ
地、
地
ふ
し、
をつ
ふ
し、
色
あ
た
る、
あ
た
るい
ろ、
下 、

地
色
こ
と
は。
句
切
は
白
丸
点
と
黒
丸
点
を
混
用 。

備
考

の
六
十一
番
に
採
用
さ
れ
た
本

本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
三』

で
あ
る。
匡
郭
の
大き
さ
か
ら
み
て 、
本
来
は
中
本
で
あっ
た
可
能
性

が
あ
る。
第
八
丁
が
落
丁。
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頼
義
金
剛
山
合
戦
弁

ひ
ゃ
う
ぶ
物
語

装
帳

一
冊。
一
二
・

八
×一
六
二 。

改
装
総
裏
打。

半
紙
本

表
紙
替
表
紙。

題
簸
欠。
現
在
は
東
北
大
本の
題
策
を
模
し
て
墨
書
し
た
紙
を 、
表
紙
左
上

二んがAせんかっせλ

上
に
「

新
板」 、
中
央
に
「

金
剛
山
合
戦」
と
大
書
し、
左

に
貼
る。

に
「

天
下一
大
和
少
操
藤
原
点
則
正
本」
と
細
書
す
る。

匡
郭

頼 o
義f
金x 0 
同U�・ ×
山f 一
合土 回
戦f -
井 八
ひ
ゃ
っ

物
呈五

上
「

闘凶」 。

内
題

所
属
未
詳。

段
数

「

問問口
腕
薮
伝
離
脱
都
粉砕汁
ひ
や
う
ぶ
物
語」 、
「

閣回
しん
わ

六
段。

う
御
む
ほ
ん井
よ
り
よ
し
うつ
ての
事」 、
「

問問国
た
め
宗こ
ん
が
う

せ
んの
物
語井
四
天
王
ゅ
う
カ」 、
「

閣困
八
ま
ん
あ
ら
は
れい
で
竹

み
つ
を
た
す
け
給
ふ」 、
「

閣回
明
神
し
ん
た
く井
頼
義
ょうちの
事」

「

闘凶
し
ん
わ
うい
け
と
ら
れ
給
ふ井
頼
義か
い
ぢ
んの
事」 、
と
各

段の
始
め
に
記
す。
但
し、
第一
と
第
四
は二
行
分
を
使っ
て
大き
く

記
し 、
第
四
は
十一
オ
の
初
行か
ら
始
ま
る。

リリコd
工T去 一日
終
了
裏
本
文
末
に
「

寛
文
三腕
年
正
月
吉
日」
と
あ
る。

板
7G 

未
詳。
上
方
板。

行
数
十
六
行。

丁
数
十
九
丁。

板
Jし、

上
方
に
「

こ
ん
か
う」
(一
:・

十
八
丁) 、
「か
ち
き
ん」
(
十
九
丁) 。

下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は
四
種 。
イ
(一・:
四、
七・:
九 、
十一・

十二
・-十

五
・

十
七
丁) 。
ロ
(
五・
六・
十
三・
十
六
丁)
ハ
(
十

十
八
・

十
九
丁) 。
ニ
(
十
四
丁) 。

イ

よ

ロノ、

。。司E4

一
丁
付
寸

上
三 、
四、
上
五:・
上
十
二 、
下一二・:
下
九、
十、
下
十
口L。

挿
絵
十一
頁
分
(
見
聞
き
五、
片
面
こ 。
二
ウ
|

三
オ、
五
ウ
六
オ、

八
ウ
九
オ、
十二
ウ
十
三
オ
十
五
ウ
l

十
六
オ、
十
八
オ。
彩

色
加
筆
あ
り。
東
北
大
本の
十
八
ウ
|

十
九
オの
見
聞
きの
挿絵
二
頁

分
を
省
略 。

絵
師
未
詳。

節目
諮問
「

三
重」
だ
け
が
あ
る。
句
切
は
ない。

備
考
『

金
平
浄
瑠
璃
正
本
集
第一』
の
十
九
番
に 、
東
北
大
本
が
採
用
さ

れ
てい
る。
本
書
は
東
北
大
本
と
同
板
本
であ
る
が 、
東
北
大
本の
挿

絵一
丁
分
が
省
略
さ
れ
てい
る。
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大
友
の
ま
と
り

装
棋
半
紙
本 。
一
冊。
二
二・
七
×一
六・
六 。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
簸
欠。
現
在
は
表
紙
に
「

浄
瑠
璃」
大
友
の
ま
と
り」
と
墨
書。

匡
郭
ニ
0・
二
×一
四・
九 。

内
題
「

大
友の
ま
と
り」 。

上
に
「

闘凶」 。

所
属
未
詳。
同
板の
国
会
図
書
館
本
は、
題
家
に
伊
藤
出
羽
橡
正
本
と
あ
る。

段
数
五
段。

「闘回
大
友の
ま
と
り」 、

「蘭凶か
ねみ
ちゅ
う
りき井
が
ん

せい
さい
こ
の
事」 、
「

蘭回
ま
さみ
ち
討
死井
か
ねみ
ち
お
ち
ら
る、

事」 、
「

闘回か
ね
道
ち
り

や
く井い
け
と
ら
れ
け
ん
をふ
く

事」 、
蘭

固
ま
と
り
さい
ご井
か
ね
道
将
軍づ
か
さ
を
下
さ
る、
事」 、
と
各
段の

始
め
に
記
す勺
但
し、
第一
と
第
四
は
二
行
分
を
使っ
て
大き
く
記
し

第
四
は
十
三
オの
初
行か
ら
始
ま
る。

HHd
-]
 

γ
Td一罰則

終
丁
表
本
文
末
に
「

寛
文
三腕
年二
月
吉
日」
と
あ
る。

板
JG 

未
詳。
国
会
図
書
館
本
は
八
文
字
屋
板。

行
数
十
六
行。

丁
数
十
九
丁
半。

板
Jし、

上
方
に
「
ま
と
り」 、
但
し一
丁の
み
「

大と
も」 。
下
方
に
丁
付。
板

心の
形
式
は
四
種 。
イ
(一
・

九
丁) 。

(
二・:
七、
十・
十一

ロ

十
三・・・
十
七
丁) 。

(
八・
十
八・:二
十
丁) 。

ノ\

イロハ
市川EEZ

車，のb今/ハソ

上
十

一

ヤ{
十BA凶

丁
付
「

上
三:・
上
十
四、
下二一・:
下
十
口L 。

挿
絵
十
三
頁
分
(
見
聞
き
六 、
片
面
ご 。
ニ
ウ
|

三
オ、

八
ウ
l

九
オ、
十一
オ、
十
四
ウ
l

十
五
オ、
十
六
ウ
l

十
七
オ、
十

Qd

 

司E4

八
ウ
|

十
九
オ。
彩
色
加
筆
あ
り。

節 絵
譜 師

未
詳。

ニ
重
お
く
り。
句
切
は
黒
丸
点 。

第一二』
の
六
十
五
番
に 、
国
会
図
書
館
本
が
採

備
考
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集

用
さ
れ
てい
る
が 、
本
書
は
国
会
本
と
同
板
で
あ
る。

ま
た
表
紙
見
返
し
に
は
「問。ロ由。」

の
識
語
が
貼
ら
れ
て
お
り、
蔵
書

印
も
あ
る。

ニ
(
十
二
丁) 。

よ|よ
回五

ウ
|

六
オ、
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な
す
の
・

い
こ
ん

装
中東

半
紙
本
一
冊。
一
二
・

八
×一
六・
一。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
蒼
欠。

匡
郭
ニ
0・
三
×一
五・
二 。

内
題
「

な
す
?
い
こ
ん」。
上
に
「

嗣出」 。

所
属
未
詳。

段
数
五
段。

「闘出
な
すの冶
い
こ
ん」 、

「閣回か
ち
は
ら
父
子
ざ
ん
げ

ん井
む
ね
た
か
る
に
ん」 、
「

闘回
与一
ろ
う
し
や井

高清う
ばい
取
て

落
行L 、「

闘困
五
十
三
人
れ
ん
判井
そ
じ
ゃ
うの
事」 、
「

周回か
ぢ

は
ら
さい
ご井
与
市
高
き
よ
出
世の
事へ
と
各
段の
始
め
に
記
す 。
但

じ 、
第一
と
第
四
は
二
行
分
を
使っ
て
大き
く

記
し、
第
四
は
十一
オ

の
初
行か
ら
始
ま
る。

けHHU寸目】
TT三日
終
丁
表
本
文
末
に
「

寛
文
三腕
年
五
月
吉
日
山
本
九
兵
衛
板」
と

ルめ
ヲ匂。

板
7じ

山
本
九
兵
衛。
上
方
板。

ィー丁
数
十
ノ、
行

丁
数
十
八
丁
半。

板
dし、

上
方
に
「

な
すのL 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は
二
種 。
イ
(一

:・
十一、
十
三・:
十
八
丁) 。
ロ

(
十
二
丁) 。

イロ

丁
付
「

口 、
口 、
上
回:・
上
十一 、
下二:・
下
十」 。

挿
絵
十
二
頁
分
(
見
聞
き
六) 。
二
ウ
i

三
オ 、
五
ウ
1

六
オ

ォ 、
十一
ウ
|

十
二
オ、
十
四
ウ
1

十
五
オ、
十
七
ウ
|

十
八
オ。
彩

ハ
ウ
|

九

色
加
筆
あ
り。

絵
師
未
詳。

節
譜
お
ろ
し
ふ
し、
三
重
ふ
し、
な
き
ふ
し、
下
ふ
し

し 、
ふ
し
ゅ
り
は
る‘
こ
と
は
ふ
し
お
く
り

上
下
ふ
し
せ
め 。
句
切
は
黒
丸
点 。

第
三』
の
六
十
九
番
に
採
用
さ
れ
た
本

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集

で
あ
る 。

よ
T 

下
L 

し、

ろ
い
ろ
ふ

- 20 一

い
ろ
こ
と
は
ふ
し
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渡
辺
綱
三
田
合
戦

装
槙

一
冊 。
一
二
・
八
×一
六!
ミ 。
改
装
総
裏
打 。

半
紙
本

表
紙
替
表
紙。

題袋駅
欠。
現
在
は
頴
原
ノ
l
ト
に
記
録
さ
れ
て
い
る
旧
東
大
本
の
題
簸
を
模

し
て
表
紙
左
上
に
貼
る 。
上
に
「
新
板」
と
横
書
し 、
界
線
を
お
い
て

「
渡
辺
三
田
合
戦」
と
中
央
に
大
書、
右
に
「
わ
た
な
べ
み
た
が
っ
せ

ん」 、
左
に
「
よ
り
よ
し
公
か
ま
く
ら
せ
め
子
四
天
王
せ
き
ゃ
ぶ
り」

と
細
書
す
る 。
界
線
下
に
「
二
条
通」
正
本
屋」
喜
右
衛
門」
と
三
行。

匡
郭
二
0・
二
×一
四・
八 。

内
題
「
艇
法
紘一→一
昨
館
職一九剛
一計一い

れげはせめL 。
上
「

闘〕〕」 。

所
属
未
詳。

段
数
五
段。
「

関口
一般
法
紘一ご
昨

祭丘町
計MH
渋川せめ」 、
「

蘭回
き

よ
し
げ
さ
い
こ井
わ
た
な
べ
ぐ
ん
ほ
う
物
語L 、
「

開回
わ
た
なべ
の
み

だ
い
お
ち
給
金
か
ね
み
っ
さ
い
ご」 、

「閑回
た
め
宗
都
へ
ち
う
し

ん井
予
四
天
王
い
く
さ
立
の
事」 、
「

闘回
竹
つ
な
公
平
ぬ
け
が
け井
き

よ
あ
き
さ
い
こ
の
事」
と
各
段
の
始
め
に
記
す 。
但
し 、
第一
と
第

三
は
二
行
分
を
使っ
て
大
き
く
記
し 、
第
三
は
九
オ
の
初
行
か
ら
始
ま
る 。

HHd
-]
 

T一
司

終
了
裏
本
文
末
に
「
寛
文
三腕
年
九
月
吉
日」
と
あ
る 。

板
7G 

未
詳。
上
方
板。

行
数
十
六
行。

丁
数
十
六
丁。

板
Jし、

上
方
に
「
せ
き
や
ふ
り」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は
四
種 。
イ

(
二・:
七・
九・
十・
十
六
丁) 。
ロ
(
八
丁) 。
ハ
(
十一
・
十
三
丁) 。

一

十
丁

イ

下市1m

ロノ、一

-Eム円L

丁
付
「
口、
口、
口 、
口 、
口 、
上
八 、
上
九 、
上
十、
下一
三 、
下
十
四 、

下
十
五 、
下
十
六
九 、
下
廿 、
口 、
口 、
下
口
三」 。

挿
絵
十
頁
分
(
見
聞
き
五) 。
二
ウ
|
三
オ 、
五
ウ
六
オ 、
七
ウ
|
八
オ 、

十
ウ
十一
ォ 、
十
四
ウ
十
五
オ 。
彩
色
加
筆
あ
り 。

絵
師
未
詳。

節
譜

句
切
は
黒
丸
点 。

二
重
お
く
り
い
ろ 。

備
考
本
書
は
1
金
平
浄
瑠
璃
正
本
集

の
二
十
九
番
に
採
用
さ
れ
た

本
で
あ
る 。
丁
付
か
ら
み
て
も
本
書
は
再
印
本
で
あ
り 、
第
四
に
三
丁

第
二』

分
の
省
略
(
下
十
七:・
十
九)
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。



18  

わ
だ
ざ
か
も
り

装
順

一
冊 。
二
二・
五
×一
六・
二 。
改
装。

半
紙
本

表
紙
替
表
紙。
題
策
の
付
い
た
元
表
紙
の一
部
が 、
表
紙
見
返
し
の
紙
の
間

に
は
さ
ん
で
あ
る 。

題んム眠
元
表
紙
に
残
る 。
重
郭。
上
部
雲
形
の
中
に
「
新
板」
と
横
書

そ
グ〉

下
中
央
に
「
和
田
酒
盛」
と
大
書
し
右
に
「
わ
だ
さ
か
も
り」

左
に
「
天
下一
さつ
ま
太
夫
正
本」
と
細
書
す
る 。
界
線
を
おい
て
「
二

門川]」

門U
屋」
九
兵
衛」
と
三
行 。

匡
郭
重
郭。
外
側一
七・
二
×一
二・
二 。
内
側一
六・
五
×一
一
・
九 。

内
題
「
わ
だ
ぎ
か
も
り」 。
下
に
「
初
段」。

所
属
さ
つ
ま
太
夫 。

段
数
六
段。
「
わ
だ
ざ
か
も
り
初
段」 、
「
二
だ
ん
め」 、
「
三
だ
ん
め」 、
「
わ

た
ざ
か
も
り
四
段
目」 、
「
五
だ
ん
め」 、
「
六
だ
ん
めL
と
各
段
の
始

め
に
記
す 。
但
し 、
初
段
と
四
段
目
と
は
二
行
分
を
使っ
て
大
き
く

記
し 、
四
段
目
は
七
オ
の
初
行
か
ら
始
ま
る 。

dHHV
『4
4

γ
T-
言
即

「
寛
文
四則
年
正
月
吉
日

山
本
九
兵
衛
板」
と

終
丁
表
本
文
末
に

あ
る 。

板
元

京 、
山
本
九
兵
衛 。

イ丁
数
十
六
行 。

丁
数
十
三
丁
半。

キ反d し、

上
方
に
「
わ
た」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種 。

下

丁
付
「
上一一・:
上
七 、
下一一:・
下
九」 。

挿
if�正
十一
頁
分
(
見
聞
き
五 、
片
面
こ 。
一一
ウ
l
三
オ 、
五
オ 、
七
ウ 、

八
ウ
|
九
オ 、
十
ウ
|
十一
ォ 、
十
二
ウ
1
十
三
オ 。

絵
師
未
詳。

節
譜
な
し 。
句
切
は
黒
丸
点 。

備
考
本
書
は
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集

22 -

第一ニ』
の
七
十一
番
に
採
用
さ
れ
た
本

で
あ
る 。
匡
郭
の
大
き
さ
か
ら
み
て 、
本
来
は
中
本
で
あっ
た
可
能
性

が
あ
る 。
山
本
九
兵
衛
の
刊
行
に
な
る
上
方
板
で
は
あ
る
が 、
題
策
に

江
戸
の
さ
つ
ま
太
夫
正
本
と
あ
り 、
匡
郭
が
小
さ
く
重
郭
で
あ
る
点
な

ど 、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
江
戸
板
風
を
残
す 。
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浄
土
さ
ん
た
ん
記
井

お
は
ら
問
答
(
し
ん
ら
ん
き)

装
中真

半
紙
本
一

冊。
一
二
・

O
×
一
六
・

三 。

改
装
総
裏
打 。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠。
現
在
は、
中
央
に
大
き
く
「
し
ん
ら
ん
き」 、
右
に
「

ほ
う
ね
ん

お
は
ら
も
ん
ど
うL 、
左
に
「

天
下一
大
和
少
橡
藤
原
貞
則
正
本」 、
下

に
「二

条
通」
正
本
屋」
喜
右
衛
門」
と
墨
書
し
た
紙
を 、
表
紙の
左

上
に
貼
る 。
こ
れ
は
粟
津
家
文
書
に-記
さ
れ
た
題
援
を
模
し
た
もの。

匡
郭
二
0・
0×
一

四
・

七。

内
題
「

浄
土
さ
ん
た
ん
記井
お
は
ら
問答」 。
上
に
「

闘廿」 。

所
属
未
詳。

段
数
五
段。

嗣出

嗣回
と、
各
段の
始
め
上
方
に
記
す。
但
し、
第

と
第
四
は
二
行
分
を
使っ
て
「

浮土
さ
ん
た
ん
記井
お
は
ら
問
答」
と

大
き
く

記
す。

刊
記
終
丁
裏
本
文
末
に
「

喜
右
衛
門
板」
と
あ
る 。

板
7G 

京 、
鶴
屋
喜
右
衛
門 。

行
数
十
ノ、
行

丁
数
十
八
丁。
但
し、
三
丁
表
に
あ
るべ
き
見
聞
きの
挿
絵の
片
側
が 、
欠
破 。

板
Jし、

上
方
に
「
し
ん
ら
ん」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

五

丁
付
「

二・:
十
九」 。

挿
絵
十一
頁
分
(
見
聞
き
五
片
面
こ 。
二
ウ、
六
ウ
七
オ、
十
ウ
|

十一
ォ 、
十二
ウ
|

十
三
オ、
十
四
ウ
下
半
|

十
五
オ
下
半、
十
七
ウ

十
八
オ

絵
師
未
詳。

節
譜
お
く
り、
三
重 。
句
切
は
ない。

備
考
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
四』
の
七
十
八
番
に
は
東
大
本
が
採
用
さ
れ

てい
る
が 、
本
書は
東
大
本
と
同
板の、
仙
果
旧
蔵
∞・
閃仲
ロ同州
|日

蔵
本
で
あ
る 。
内
題
下
に
は
仙
果の
印
記
が
あ
り、
表
紙
の
右
上
に
は

「円。--02FOロ
∞・
田口問」
と
記
し
た
紙
を
貼
る 。
ま
た
回
ロm刊
の
識
語

23 一

を
記
し
た
紙
片
が一
枚 、
表
紙
見
返
し
に
挿
入
さ
れ
てい
る 。
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ほ
う
ね
ん
き

装
中真

一
冊。
二
二・
三
×一
六
・一 。

半
紙
本

表
紙
元
表
紙。
黒
地
に
巴
つ
な
ぎ
と
唐
草の
空
押 。

題
簸
欠

匡
郭
二
0
・

二
×
ア
五
・

。 。

内
題
「

ほ
う
ね
ん
き」 。
上
に
「

闘凶L 。

所
属
未
詳。

段
数
五
段 。
「

閣門口
ほ
う
ね
ん
き」一
「

闘問]]
と
き
く
に
さい
ご井
せ
い
し

丸
出
家の
事」 、
「

闘回
上
人
お
は
ら
入井
し
よ
しっほ
う
も
んの
事」 、

「

闘回
上
人
る
ざい
引
か
い
中
よ
り
鬼
神
あ
ら
は
る、
事」

「回目

上
人
帰
京井
仏
法
は
ん
じ
ゃ
うの
事」 、
と
各
段の
始
め
に
記
す。
但
し、

第一
と
第
四
は
二
行
分
を
使っ
て
大
き
く

記
し、
第
四
は
十二
オの
初

行か
ら
始
ま
る。

dH
リ
寸
〔]

エ
l-一
出
回

終
了
裏
本
文
末
に「
寛
文
六
制
年
霜
月
吉
日

山
本
九
兵
衛
板」
と

本山
ヲhv。

板
7じ

山
本
九
兵
衛。
上
方
板。

イ丁
数
で卜
ノ、
行

丁
数
二
十
丁。

板
Jし、

「
法
然」
下
方
に
丁
付。

イ

板
心の
形
式
は
四
種。

上
方
に

三
・

五:・
八
・

十一
・

十一二:・二
十
丁)。
ロ
(
四
丁)。
ノ、

(
九
・

十

二
丁)。
ニ
(
十
丁)。

イロノ\

似
体

一

よ

ナ

}告

丁
付
「

上一一:・
上
十一 、
口
十
二、
下一一:・
下
十」。

挿
絵
十
四
頁
分
(
見
聞
き
七)。
二
ウ
l

三
オ
六
ウ
|

七
オ、
九
ウ
|

十

ォ 、
十二
ウ
十
三
オ、
十
四
ウ
十
五
オ、
十
七
ウ
|

十
八
オ、
十

A笹口L

九
ウ
|二

十
オ。
一
部
に
彩
色
加
筆
あ
り 。

絵
師
未
詳。

節
譜
三
重 、

本
書
は
『 お
古 〈
浄 り
瑠 。
璃 句
正 切
本 は
集 黒

丸
占

備
考

の
七
十
七
番
に
採
用
さ
れ
た
本

第
四』

で
あ
る。
一
部
に
裏
打
が
あ
り、
題
策
も
失
わ
な
れ
てい
る
が 、
原
装

を
よ
く

保
存
し
てい
る
本
で
あ
る。



装
中東

表
紙 2 1  

〔
し
や
か
凡
さ
う
記
付
仏
母
ま
や
婦
人〕

半
紙
本
一
冊。
二
二・
五×一
六・
三 。
改
装
総
裏
打 。

替
表
紙。

題
霊安
欠。

匡
郭
二
0・
0×一
四・
七。

内
題
巻
頭
落
丁。
第
四
段
の
始
めに
「
し
や
か
八
さ
う
記付
仏
母
まや
婦
人」

と
あ
る。

所
属
未
詳。

段
数
五
段。

嗣回・:

開固
と、
各
段の
始
め
上
方
に
記
す。

蘭国
の
部

分
は
落
丁。
第
四
は
「
し
や
か
八
さ
う
記付
仏
母
ま
や
婦
人L
と
ニ
行

分
を
使っ
て
大
き
く
記
し、
十
オ
の
初
行
か
ら
始
ま
る。

HHd
-]
 

エiz--凶

終
丁
裏
本
文
末
に「
寛
文
九
配
年
七
月
吉
日
八
文
字
屋
八
左
衛
門

板」
と
あ
る。

板
7じ

八
文
字屋
八
左
衛
門。
上
方
板。

イ丁
数
十
六
行。

丁
数
十
七
T 。
落
丁
本。

板
Jし、

上
方
に
「

八
そ
う」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は
三
種。
イ
(
十

一
丁) 。
ロ
(
二・
五・
六・
八:・
十・
十二・
十
三・
十
五・:
十
七

丁) 。

(
十
四
丁) 。

ノ、

イ

十

ロノ、
丁
付

「
口 、
口 、
口 、
口 、
八、
九、
口 、
口 、
十一一・:
二
十」 。

挿
絵
八
頁
分
(
見
聞
き
三 、
片
面二) 。
三
オ
(
欠
破) 、
六
ウ
l

七
オ、
九

ォ 、
十一
ウ
l

十二
オ、
十
四
ウ
l

十
五
オ。
一
部
に
彩
色
加
筆
あ
り 。

絵
師
未
詳。

時即
諮問
ふ
し 、
上
お
く
り 、
三
重。
句
切
は
ない 。

備
考
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
五』
め
百
十一
番
に 、
東
大
震
亭
文
庫
本が

Fhd

 

つ白

採
用
さ
れ
てい
る
が 、
本
書
は
東
大
本
と
同
板
本
で
あ
る。
た
だ
し
本

書
に
は 、
巻
頭
に
二
丁
分の
落
丁
が
あ
り

一
部
に
欠
破
も
み
ら
れ
る。
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ご
わ
う
の
ひ
め

装
憤
半
紙
本。
一
冊。
一
二
・

七
×一
五・
八。

元
表
紙。
紺
無
地
に
目
つ
な
ぎ
花
菱
模
様の
空
押 。

表
紙

題
資
欠

匡
郭
二
0・
三
×一
五・
O 。

内
題
「

ご
わ
う
の
ひ
め」 。
上
に
「

嗣出」 。

所
属
未
詳。

JHHリ
叶Jl』

γ
T4言剛

終
丁
裏
本
文
末
に
「

寛
文
拾
三丑
暦
正
月
上
旬

六
段。

闘凶・:

固因
と、
各
段
の
始
め
上
方に
記
す。

八もんしゃ
八
左
衛
門

段
数

板」
と
ある。

板
7じ

八
文
字屋
八
左
衛
門。
上
方
板。

1T 
数
十
ノ、
行

丁
数
十
六
丁。

:・
九、
十一一・:
十
五
丁) 。

(
十
丁) 。

下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は
三
種。
イ
ご

ノ、

(
十一
・

十
六
丁) 。

板
dし、

上
方
に
「

こ
わ
う」 、

ロ

イ

」-』

升d、5、1J

ロノ、

十十

丁
付
「二・:

十
七」。

挿
絵
十
四
頁
分
(
見
聞
き
七) 。
一
ウ
|二

オ、
三
ウ
l

四
オ、
六
ウ
|

七

ォ 、
八
ウ
九
オ、
十一
ウ
1

十
二
オ、
十
三
ウ
|

十
四
オ、
十
五
ウ

ー
十
六
オ。

.6. 
aヨミ
師
未
詳。
吉
田
半
兵
衛
風 。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない 。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃正
本
集

の
百
四
十
九
番
に
採
用
さ
れ
た

第
八』

本
で
あ
る。

こ
の
ヨ」
わ
う
の
ひ
め』
は 、
『

浄
瑠
璃
御
前
物
語』
と
並
ん
で
操
り

浄
瑠
璃の
創
始
期
か
ら
語
ら
れ
た
古い
作
品
で
あっ
た
事
は 、

ハbnL

 

『
東
海

道
名
所
記』
の
記
事
や 、
『

三
査
開
書』
の
慶
長
十
九
年の
金
沢
で
の

上
演
記
事
な
ど
か
ら 、
以
前
よ
り

知
ら
れ
てい
た 。

本
書は
こ
の
『ご

わ
う
の
ひ
め』
の
現
存
最
古
の
正
本
で
あ
り 、
以
前

に
水
谷
不
倒
氏
が
紹
介
さ
れ
てい
た
が 、
そ
の
後
永
ら
く

行
方
の
判
ら

な
かっ
た
書
で
あ
る。
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一

心
ニ
か
び
ゃ
く

道

装
中貞

半
紙
本。
一
冊。
二
二・
三
×一
六・
三 。

表
紙
元
表
紙。
黒
地
に
唐
草の
空
押 。

題
策
元
題
策 。
重
郭。
上
部
中
央
に
竹
輪
に
九
枚
笹
の
紋 、
そ
の
右
に
「

天

下一
出
羽
操」
左
に
「

藤
原
信
勝」
と
あ
る。
界
線
を
おい
て
中
央

に
「二

河
白
道」
と
大
書
し、
右
に
は
「一

心
に
が
び
ゃ
くだ
う」 、

左
に
は「
丹
波
お
い
の
坂
子
安
地
蔵
口
口
記L
と
あ
る。
ま
た
界
線
を

おい
て
下に
「二

条
通」
正
本
屋」
九
兵
衛」
と
三
行。

匡
郭
二
0・
二
×一
五・
三 。

内
題
「一

心二
か
び
ゃ
く
道」 。
上
に
「

闘己」 。

所
属
出
羽
橡
藤
原
信
勝 。

段
数
五
段。

闘出:

闘固
と、
各
段
の
始
め
上
方に
記
す。

HHリ
「HU
エlェ=日
終
丁
表
本
文
末
に
「

寛
文
十三政
三
月
下
旬
山
本
九
兵
衛
板」
と
あ

る

板
JG 

{甲小
山
本
九
兵
衛 。

行
数
十
八
行。

丁
数
十
七
丁
半。
表
紙
見
返
し
に
扉
絵
半
丁。

板
Jし、

上
方に
「

ち
そ
う」 、
下
方に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種。

f 

丁
付
「一
:・

十
八」 。

挿
絵
十
頁
分
(
見
聞
き
五) 。
二
ウ
l

三
オ 、
五
ウ
六
オ、
九
ウ
十
オ、

十
ウ
十
四
オ
十
ウ
十
七
オ
一
部
に
彩
色
加
筆
あ
り 。

絵
師
未
詳。

節
譜

色ヵ

お
く
り 、
口
こ
と
は 、
ふ
し、
三
重 、
い
ろ、
い
ろ
ふ
し、

上
お
ろ
し、

く
り

上、
上
ふ
し。
句
切
は
ない 。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
四』
の
八
十
九
番
に
採
用
さ
れ
た
本

で
あ
る。
表
紙
見
返
しに
は
扉
絵
が
あ
り 、
中
央
上
部
に
地
蔵の
絵、

27 -

下
に
参
詣
人
や
往
来の
人
々
を描
く 。

絵
の
右
側
に
は
「

た
ん
ぱ
の
園

おい
の
坂」 、
左
に
は
「

子
安
地
蔵
之
御
侍
記」
と
大
字で
記
す。
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す
ゑ
た
け
印
問
答

装
中東
半
紙
本。
一
冊。
二
二・
四
×一
七・
一 。
現
在
は
裏
打
し
て
改
装さ

れ
てい
る
が 、一万
の
紙
の
大
き
さ
は
二
二・
O×一
六・
二 。

表
紙
替
表
紙。

題
策
元
題
答 。
重
郭。
中
央に
「

末
武
印
問
答」
と
大
き
く
あ
り

右

「
すへ
た
け
し
る
し
も
ん
だ
う」 、
左
に
「
せ
ん
ち
ん
こ
う
め
う
あ
ら

そ
ひ」
と
あ
る。
界
線
を
おい
て
下
に
「二

条
通」
正
本
屋」
九
兵
衛」

と
三
行 。

匡
郭

す 九
ゑ ・

け ×
門三五
答

上

閉

内
題

所
属
未
詳。

段
数
六
段。

聞出

嗣凶
と、
各
段
の
始
め
上
方
に
記
す 。

刊
記
終
丁
落
丁
の
た
め
不
明 。
現
在
付い
てい
る
半
丁
分
の
終
了
は 、
別
本

の
もの
で
あ
る。

板
7c 

京 、
正
本
屋
九
兵
衛 。

イ丁
数
十
六
行。

丁
数
十
五
丁。
巻
末
落
丁。

キ反
JL 、
上
方に
「

すへ
た
け」
「

すへ
竹」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は
四

種。
イ
(一
・一二:・

六・
八・:
十・
十一一:・
十
五
丁) 。
ロ

(
二
丁) 。

ノ、

(
七
丁) 。
ニ
(
十一
丁) 。

イ

四円引制剖刷昨

ロノ\一丁
付
「一・:

十
五」。

挿
絵
十
頁
分
(
見
聞
き
五) 。
二
ウ
三
オ、

十一
ウ
十二
オ、
十
四
ウ
l

十
五
ォ 。

絵
師
未
詳。

節
譜
「

三
重」
の
み 。
句
切
は
ない 。

備
考
本
書
は
『

金
平
浄
瑠
璃正
本
集

本
で
あ
る。:
現
在
の
最
終
丁
の
半
丁
は
別
本
の
も
の
で
あ
り 、
山
本
九

の
最終
了
ウ
が
添
付さ
れ
た
もの

兵
衛
板
の
絵
入
十
六
行
『

弱
法
師』

で
あ
る。

五
ウ
1

六
オ 、
八
ウ
|

九
オ、

- 28 一

第二』
の
三
十
六
番
に
採
用
さ
れ
た
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松
風
村
雨

装
慎
半 i
t氏
本 t
一
冊。
二
三・
七×一
六・
七。
現
在は
裏
打
し
て
改
装
さ

れ
て
い
る
が
元
の
紙
の
大
き
さ
は一
二
・

七
×一
五・
七。

表
紙
替
表
紙。

題
策

「
松
風
村
雨
へ
そ
の
下に
小
さ
く
「

浄
瑠
璃

欠。
現
在
は
表
紙
左
に

本」
と
墨
書 。
右
上
に
は
「

寛
文」
吉
田
半
兵ヱ
画」
と
書
す。

匡
郭
一
九・
七×一
四・
五 。

内
題
「

松
風
村
雨」 。
上
に
「

闘U」 。

所
属
未
詳。
二
段
目
の
初
め
に
「

左
太
夫」 、
五
段
目
の
中
に
「

七
太
夫
か

た
る
道
行」
と
あ
る
が 、
左
太
夫 、
七
太
夫
と
も
未
詳。

段
数
五
段
ま
で
存
し、
巻
末
落
丁。

聞出

閣困
と、
各
段
の
始
め
上
方

に
記
す。

-HHH41凶l』
エ
i
宝山
岡

巻
末
落
丁
の
た
め
不
明 。

板
7じ

未
詳。
上
方
板。

イ丁
数
十
六
行 。

丁
数
十
三
丁。
落
丁
本。

板
J し、

上
方に
「

まう
か
せ」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種。

44ク&

t
T 

丁
付
「一一:・

六
七
十、
十一
:・

十
六 、
口」 。

挿
絵
十
三
頁
分
現
存
(
見
聞
き
六

一
ウ
|

二
オ、
三
ウ
|

四

片
面
こ 。

ォ 、
五
ウ
|

六
オ、
七
ウ
|八

オ、
九
ウ
|

十
オ 、
十一
ウ
|

十
二
オ

十
三
ウ。
彩
色
加
筆
あ
り 。

絵
師
未
詳。

時即
諮問
「

三
重」
だ
け
が
あ
る。
句
切
は
ない 。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
六』
の
百
二
十
六
番
に
採
用
さ
れ
た

本
で
あ
る。
巻
末
に
落
丁
が
あ
り 、

十
三
ウ
に
続
{

挿
絵
の
片
面
を
含

め
て
二
丁
か
三
丁
分
が
欠
け
てい
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

本
書の
刊
年
に
つ
い
て
横
山
重
氏
は
右
書
解
題
に
おい
て 、
寛
文
頃
の

Qd

 

ヮ“

六
段
構
成
の
元
曲
を
寛
文
末
か
ら
延
宝
初
年
噴 、
改
変
省
略
し
た
本
と

推
定
さ
れ
てい
る。
本
学が
新
し
く

所
収
の
本
に
一
段
よ
り
四
段
半

ば
ま
で
の
本
文
を
もっ
た 、
本
書
と
同
系
本
が
あ
り 、
そ
の
最
終
丁

最
終
行
左
上
隅
に
「

寛」
と
略々
判
定
出
来
る一
字
が
見
え
る。
寛
文

の
刊
年
記
の一
端
で
あ
ろ
う 。
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平
治
合
戦
付
か
ま
だ
さ
い
ご

装
中員

半
紙
本
一
冊。
二
二・
五
×一
五・
九。
改
装
総
裏
打 。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠

匡
郭

平三O
治符
合4、 二
戦t x 付 ー
か 固ま
だ 八
さ

上

旬

内
題

所
属
未
詳。

段
数
五
段。

聞出:

閣固
と、
各
段
の
始
め
上
方
に
記
す 。
但
し、
第

一
と
第
四
は
「

平
治
合
戦付
か
ま
だ
さい
ご」
と、
ニ
行
分
を
使っ
て

大
き
く

記
す。

叶Hd
寸ru
TTE--=ロ
終
丁
裏
本
文
末
に
「

月
日」
八
文
字
屋」
八
左
衛
問
板」
と
あ
る。

刊
行
年
は
削
ら
れ
てい
る。

板
7c 

八
文
字
屋
八
左
衛
問 。
上
方
板。

イ丁
数
十
六
行。

丁
数
十
七
丁。

板
Jし、

上
方に
「

平
治」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種。

七
|

丁
付
「

二 、
口 、
四:・
十一 、
口 、
口 、
口 、
口、
口、
十
七、
口」。

挿
絵
十
二
頁
分
(
見
聞
き
六) 。
二
ウ
|

三
オ、
四
ウ
|

五
オ 、
七
ウ
|八

ォ 、
十一
ウ
l

十二
オ、
十
四
ウ
|

十
五
オ、
十
六
ウ
|

十
七
オ。
彩

色
加
筆
あ
り 。

師
未
詳。

筒叩諮問
三
重 、
お
く
り 、

四
き
の
た
ん 、
ち
う 、
中 、
中
ふ
し、
乙 、
ふ
し
お

さ
ま
る、
中
を
ん 、
い
ろ
す
ゆ
る
ふ
し、
持
は
る、
上
は
る
ふ
し

下ふ
し、
を
つい
ろ
か
は
る
あ
ら
と
ふ
し
っ
き
は
る
は
るい
ろ
か

は
る、
ぎ
ん
が
は
り 、
ほ
ん
ふ
し、
おっ 、
色
か
は
り 、
は
る
もつ 、

少
カ

下
か、
る
ふ
し、
口
ひ
ろい 、
持
下ぶ
し 、
は
る
く
り

上
げ 、
引
持 、

あ
は
せ
ふ
し 、
本
ふ
し、
ひ
ろい
の
る、
引
取
三
重 、
上
ふ
し、
もつ

- 30 一

く
る 、
ま
は
す、
七つ
ゆ
り 、
せ
め 、
は
り

上
けい
ろ
か
は
り 。
句
切

は
ない 。

備
考
本
書
は
未
紹
介の
正
本
で
あ
る。
刊
記の
年
月
を
削っ
てい
る
と
こ
ろ

か
ら
後
刷
本
と
思
わ
れ
る
が 、
そ
の
元
板の
刊
行
は
板
式
等か
ら
寛
文

頃
と
考
え
ら
れ
る。
第
三
の
後
半
の
「

四
季
の
段」
に
数
多
く
の
節
譜

が
施
さ
れ
て
お
り 、
曲
節の
上
か
ら
も
重
要
な
本
で
あ
る。

‘ 
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ひ
だ
の
た
く
み

装
頗
半
紙
本
一
冊。
一
二
・

三
×一
五・
六 。改
装。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠

匡
郭
一
九・
五
×一
四・
四。

内
題
「

ひ
だ
の
た
く
み」 。
上
に
「

岡幽」 。

所
属
未
詳。

段
数
五
段。

嗣困 、

円園

田凶
と、
各
段の
始
め
上
方
に
記
す。

刊
記
巻
末
落
丁の
た
め
不
明 。

板
7G 

未
詳。
上
方
板。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十
二
了 。
落
丁
本。

板
Jし、

上
方
に
「

ひ
た」
(
二・
三
丁) 、
「

た
く
み」
(
四:・
十
二
丁) 、
「

た
く

わ
た」
(
十一
丁) 。
柱
題
な
し(一
丁) 。
下
方
に
丁
付。
板、心
の
形
式

は
二
種。
イ(一
丁) 。
ロ
(
二・:
七・
九
丁) 。

イロ
丁
付
「

口 、
口 、
口 、
六・:
九、
口・:
口」 。

挿
絵
十
頁
分
(
見
聞
き
四、
片
面
二) 。
二
ウ
l

三
オ、
四
ウ
|

五
オ、
六

ォ 、
七
オ、
八
ウ
!

九
オ、
十一
ウ
|

十
二
オ。

絵
師
未
詳。

節
譜
を
ろ
し、
こ
と
ば 、
三
ち
う 、

お
く
り 、
く
り

上、
う
れい
ふ

ふ
し、

し、
地

は
る、
は
る
お
と
し、
な
きふ
し、

はつ
み
っ
き
ゅ
り

か
ん 、
引 。
句
切
は
黒
丸
点 。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集

の
百
五
十
四
番
に
採
用
さ
れ
た

第
八』

本
で
あ
る。
巻
末に一
丁
程
度
の
落
丁
が
あ
る
が 、
板
式
等
か
ら
判
断

し
て 、
寛
文
末
か
ら
延
宝
頃
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る。
段
名の
記
法
に

特
色が
あ
り 、

初
段、
二
段・:
五
段
と
上
部
に
匡
郭
付
き
で
記
す。
普

1i

 

司u

通
匡
郭
付
き
で
段
名
を
記
す
場
合
は 、
第一
:・

第
五
と
す
る
もの
が
殆

ど
で
あ
る。
挿
絵
も
師
宣一
派
の
風
が
う
か
が
え 、
こ
れ
ら
を
勘
案
す

る
と
江
戸
板の
先
行が
考
え
ら
れ
る。
た
だ
し、
節
付の
特
色
か
ら

本
書
を
伊
藤
出
羽
捧正
本
と
み
る
説
が
出
さ
れ
て
い
る
(『
古
浄
瑠
璃

正
本
集
第
八』
解
題) 。
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し
の
た
づ
ま
つ
り
ぎ
つ
ね
付
あ
ベ
ノ

清
明
出
生

装
中東

替 、 半
表 紙
紙 本

一
冊。
二
三・
O×一
五・
九。
改
装
総
裏
打 。

表
紙

題
策
欠

匡
郭
一
九・
七
×一
四・
六 。

内
題
「
し
の
た
づ
まつ
り
ぎつ
ね付
あベノ
配
町
脱
出」 。

と
あ
る。

所
属
未
詳。

段
数
五
段。

嗣凶・:

嗣回
と、
各
段
の
始
め
上
方に
記
す。

終
丁
裏
本
文
末に
「

延
賓二削
年
九
月
上
旬」
露
屋」
喜
右
衛
門
板L

-HHH4司JF】
エ
14
言剛

と
あ
る。

板
7じ

露
屋
喜
右
衛
門。
上
方
板。

イ丁
数
十
八
行。

丁
数
十
七
丁。
落
丁
本 。

上
方に
「

し
の
た」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種。

キ 反
Jレ

丁
付
「

二:・
九 、
十一 、
十
二
十
三 、
十
五・:
二
十
ご 。

挿
絵
九
頁
分
(
見
聞
き
三 、
片
面
三) 。
二
ウ
|

三
オ、

上
に
「

聞出」

五
ウ
l

六
オ、
八

ゥ 、
十一
ウ
|

十二
オ、
十
四
オ、
十
六
オ。

絵
師
未
詳。

節
譜
上
お
ろ
し、
三
重

お
と
し

っ
き
ゅ
り
ふ
し、

ふ
し
お
と
し
J、

し

J、

し

は
つ
み
ふ
し
い
ろ
を
ん
い
ろ
ち
ふ
し、
色
お
ん

し、

ろ

お
す
ふ
し

ふ
し
ゅ
り
く
り

上
ふ
し、
色
こ
と
は 、
七

い
ろ
ふ
し

つ
ゆ
り
い
ろ
下 、
下
お
ん 。
句
切
は
ない 。

備
考
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
四』
の
九
十
番
に
は
東
大
本
が
採
用
さ
れ
て

い
る
が 、
同
書の
解
題
で
本
書
が
紹
介
さ
れ
てい
る。
本
書
は
東
大
本

と
同
板
本
で
あ
る
が 、
実
丁
の
八
丁
と
九
丁
の
問 、
十
丁
と
十一
了
の

聞に
各々
一
丁
分
ずつ 、
計二
丁
分
の
落
丁
が
あ
る。

- 32 一



29 
〔
い
ぶ
き
山〕

装
中貞

一
冊。
一
二
・

五×一
六・
五 。
改
装
総
裏
打 。

半
紙
本

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠。
現
在
は 、「
金
平
本
寛
文
頃
板」
零
本」
と
墨
書
し
た
短
冊
形
の

紙
を
貼
る。
ま
た
「

金
平
本」
と
書
く

右
上に
「

伊
吹
山」 、
下
に
「

吉

回
半
兵
衛
画L
と
朱
書 。

匡
郭
一
九・
七
×一
五・
O 。

内
題
上
に
「

闘凶」
と
あ
る
が 、
内
題
の
部
分
は
削
ら
れ
て
お
り
そ
の

下に
「

井-一
し
ゅ
て
ん
ど
う
じ二
代
目」
付リ
っ
ち
ぐ
もたい
ぢ」
と二

行

所
属
未
詳。

段
数
五
段ヵ 。

閣出 、

嗣回 、

開回 、

同国
と
あ
る
が 、

闘回
と
ある

べ
き
部
分
は
落
丁。

刊
記
巻
末
落
丁
の
た
め
不
明 。

板
7c 

未
詳。
上
方
板。

行
数
十
六
行。

丁
数
九
丁
半。
落
丁
本。

キ反
JL' 、
上
方
に
「い

ぶ
き
山」
「い

ふ
き
山」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は

種

丁
付

四・:
六 、
口 、
口 、
十、
十
口 、
口 、
口」。

「
口

挿
絵
七
頁
分
(
見
聞
き二 、
片
面三) 。
一
ウ
|二

オ、
四
オ、
五
ウ
|

六

ォ 、
八
オ、
九
ウ。

絵
師
未
詳。

節
譜
序 、
三
重 、
を
く
り 。
句
切
は
黒
丸
点 。

備
考
本
書
は
『

金
平
浄
瑠
璃
正
本
集
第
三』
の
五
十
四
番
に
採
用
さ
れ
た

東
大
図
書
館
本
と
同
板
本
で
あ
り 、
同
書
の
解
題
の
中
で
も
簡
単
に
紹

介
さ
れ
てい
る。
本
書
に
は
二
丁
分の
落
丁
が
あ
り
一
部
に
欠
破
も
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み
ら
れ
る。
元
板の
刊
行
は
板
式
等
か
ら
判
断
し
て
延
宝
初
年
頃
と
推

定
さ
れ
る。
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七
小
町

装
中東

半
紙
本
一
冊。
一
二
・

七
×一
一
・

八。
改
装
総
裏
打 。

表
紙
替
表
紙。

題
簸
欠

匡
郭
一
九・
九×一
五・
O 。

内
題
「

七
小
町」 。
上
に
「

闘出」 、
下
に
「

山
本
角
太
夫
直
之
正
本」。

所
属
山
本
角
太
夫 。

段
数
五
段。

闘凶:・

回国
と、
各
段
の
始
め
上
方に
記
す。

けH
リ
寸戸」

エ
l-
言回

巻
末
落
丁
の
た
め
不
明 。

板
7じ

未
詳。
上
方
板。

イ丁
数
十
八
行。

丁
数
十
丁。
落
丁
本。

板
心、

上
方
に
「

七
小
町」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は二
種。
イ
(一

丁) 。
ロ

(
二・:
十
丁) 。

イ

-也
、出岡市

v � 

ロ

ぇj

1:1 

丁
付
「三:・

七、
八
ノ
十、
十一
:・

十
四」 。

挿

七
頁
分
(
見
聞
き
三 、
片
面
こ 。

ウ

オ
四
ウ
|

五
オ、
七

ォ 、
九
ウ
十
オ。
彩
色
加
筆
あ
り 。

絵
師
未
詳。
吉
田
半
兵
衛
風 。

節
譜
角
太
夫
流の
墨
譜・
文
字
譜
あ
り 。
句
切
は
黒
丸
点 。

本
書
は
巻
末に
落
丁
が
あ
り 、

刊
記
を
み
る
事
は
で
き
ない 。
旧
東
大

蔵
の
十
ヤ
行
本
別
板に
は
「

延
宝
五町
年
八
月
吉
日
太
夫
直
之
正
本

屋
山
本
九
兵
衛
板」
の
刊
記
が
あ
り 、
内
題
下に
は
「

山
本
角
太
夫

備
考

直
之
正
本」
と
あっ
た
(
絹
原
ノ
l
ト) 。

早
大
演
博
蔵
本
は
奥
書
を

欠
く
が 、
見
返
し
に
「

天
下一
若
狭
藤
原
吉
次
山
本
角
太
夫」
と
ある。
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3 1  

松
浦
五
郎
景
近

装
中貞

半
紙
本
一
冊。
二
二・
三
×一
六・
四。

表
紙
元
表
紙。
黒
無
地 。

題
策

題
簸
は
重
郭。

上

「一
ノ{呂」

元
題
策
と
脇
方
策
が
残
る。

，Lヲミヲ
1LZ

動
E」
恋
慕」
と
三
行、
界
線
を
おい
て
下
中
央に
「

松
浦伍
郎」
と

大
書
し、
右
に
「

まつ
ら
ご
ら
う
か
げ
ち
かL 、
左
に
「

清
水
理
太
夫

正
本」
と
細
書
す
る。
界
線
をおい
て
その
下
に
「二

条
通」
(「
鶴」

の
模
様)
屋」
喜
右
口
門」
と
三
行。

脇
方
策
は
朱
色
の
地
に
重
郭
付
き 。
中
央に
「

清
水
理
大
夫」
と
大
き

く
出
し、
そ
の
右
肩に
「

天
王
寺」
と
あ
る。
そ
の
右
に
「

ぢ
き
の」 、

左
に
「ふ
し
付」
と
あ
り 、
界
線
を
おい
て
下
に
「

正
本」
と
横
書
す

る。
(
口
絵
参
照) 。

匡
郭
二
0・
四×一
五・
O 。

「
知山
砕
匙
郎
島知
的」 。
上
に
「

第
ご 、
下
に
「

清
水
利
大
夫
正
本」 。

内
題

所
属
清
水
利
大
夫 。

段
数
五
段 。
第一
:・

第
五
と 、
各
段
の
始
め
上
方
に
記
す。

刊
記
終
丁
裏
本
文
末
に「
延
賓
六柑
年
正
月
吉
日
清
水
利
大
夫
正
本」 。

板
7じ

京 、
鶴屋
喜
右
衛
門。

イ丁
数
十
六
行。

丁
数

板
Jし、

イ丁
付

挿
絵

節
譜

備
考

十
五
丁。

上
方に
「

松
浦」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は
十
種。
イ
(一
丁) 。

ロ
(
二
丁) 。

(
三
丁) 。

(
四・
五・
十・
十二・
十
三
丁) 。

ノ\

ホ
(
六
丁) 。
J\ 

(
七
丁) 。
ト

(
八
丁) 。
チ
(
九・
十
四
丁) 。
リ(

十

一
丁) 。
ヌ
(
十
五
丁) 。

ロ二二 ノ、ヘホ

-hd

 

司u

ヌ

「三・:
十
七」 。

十
二
頁
分
(
見
聞
き
六) 。
一
ウ
ニ
オ、
三
ウ
四
オ、
六
ウ
|

七

ォ 、
九
ウ
|

十
オ、
十一
ウ
|十ニ

ォ 、
十
四
ウ
|

十
五
オ 。

利
大
夫の
墨
譜・
文
字
譜 。
句
切
は
黒
丸
点 。

『
版
本
文
庫』(
図
書
刊
行
会)
七
に 、
本
書の
複
製
と
解
題
(
信
多
純

二
が
あ
る。
原
装
を
そ
の
ま
ま
残
す、
竹
本
義太
夫
初
期の
美
本
と

し
て
名
高い 。



32 
〔
新
あ
つ
も
り〕

0・
五
×一
五・
八。

一
冊。
破
損
の
多い
本
で 、
十
丁
が
仮
綴
さ
れ
てい
る。

装
中真

半
紙
本。

表
紙
欠

題
簸
欠。

匡
郭
二
0・
三
×一
五・
一 。

内
題
上
に

「回目」
と
あ
り 、

と
あ
る。

所
属
未
詳。

そ
の
下が
削
ら
れ
て
「井ニ

小
あつ
も
り」

H
U
P]
 

千
十
圭
副

巻
末
落
丁
の
た
め
不
明 。

未
詳。

闘は 、

闘回 、

開回 、

扇困
と
あ
る
部
分
が
残
る。

段
数

板
7じ

未
詳。
上
方
板。

ィー丁
数
十
八
行。

丁
数
十
丁 。
落
丁
本。

板
，L' 、
上
方
に
「

新
あつ
も
り」 、

(一
・

三・
四・
七
丁) 。

イロ

下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は
二
種。』
イ

ロ

(一
了
五・
六・
八・
九
丁) 。

I� 

丁
付
寸

口、
四、
六 、

挿
絵
七
頁
分
(
見
聞
き
三 、
片
面
こ 。

七、
八
ノ
十、
十一 、
十
二 、
十
三 、
十
四、
口」 。

一
ウ
二
オ 、
三
ウ
四
オ、
七

ォ 、
九
ウ
l

十
オ 。

絵
師
未
詳。

節
譜
い
ろ、
こ
と
は 、
は
る
お
と
し、

つ
み 、
はつ
み
ふ
し、
大
三
重 、

すへ
て 、
シ
テ 、
詞 、
ワ
キ 、
く
り

上、

は
るい
ろ 、
か
ん 、
な
き
ふ
し、

う
し、
か、
り

せ
め 、

品川州、s
nソ
ふ
し、
お
く
り 、
引 、
lま

は
る、
地 、
三
重 、
う
た
か冶
り 、

か
ん
ゆ
り 、

上、
っ
きゅ
り 、

ふ

し
引
取。
句
切
は
黒
丸
点 。

せ
っ
き
ゃ
う 、
あ
た
る、
下
ゆ
り 、
あい
の
山

地い
ろ、
すへ
ふ
し、
ぎ
ん 、}
ひや

備
考
内
題
が
削
ら
れ
てい
る
の
で
柱
題
の
「

新
あつ
も
り」
を
仮
の
題
名
と

し
た。
延
宝
末
頃
の
刊
行
の
書
で 、
太
夫
は
節
付
か
ら
み
て
出
羽
操
系

- 36 一

と
推
定
さ
れ
る。



33 
か
い
ぢ
ん
八
嶋

装
中真

半
紙
本

二
二・
O×一
六・
二 。
改
装。

冊

表
紙
元
表
紙ヵ 。
黒
無
地 。

題
策
欠。

匡
郭
二
0・
一
×一
五・
ニ 。

内
題
「

かい
ぢ
ん
八
嶋」 。
上
に
「

閣凶
」 、
下に
「

加
賀
挽
正
本」 。

所
属
宇
治
加
賀
縁 。

段
数
五
段。

嗣出:・

闘困と、
各
段
の
始
め
上
方
に
記
す。

JHHV守」》
エ14一=ロ
終
下
表
本文
末に
コ一
候
通
寺
町
西へ
入
北
側」 ，
と
あり 、
下
に
「

大

坂
か
う
らい
ば
し」
さ
かい
す
ぢ
の
か
ど
出
見
せ
有」
と二
行。
そ
の

下
に
「

山本
九
兵
衛
板」
と
あ
る。

板
7c 

京
・

大
坂
山
本
九
兵
衛 。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十
五
丁
半 。

板
J し、

上
方
に
「

かい
ぢ
ん」
「かい

ち
ん」 。
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は

二
種。
イ(一
・一一

丁) 。
ロ
(
三:・
十
六
丁) 。

イロ

丁
付
「

三・・・
十
八」 。

挿
絵
九
頁
分
(
見
聞
き
三 、

四
オ、
六
オ、
八

片
面
三) 。

ウ

オ

ォ 、
十
ウ
|

十一
オ、
十
四
ウ
l

十
五
オ。

師
未
詳。

節
譜
加
賀
操
流
の
墨
譜・
文
字
譜 。
句
切
は
黒
丸
点 。

備
考
近
世
文
学
資
料
類
従・
西
鶴
編
『

凱
陣
八
嶋・
小
竹
集』
に 、
本
書
の

複
製
と
解
題
(
信
多
純
こ
が
あ
る。
本
書
を
も
と
に 、
十
八
行
十

丁
半
秋
田
屋
板が
な
る。
共
に
刊
年
は
ない
が 、
本
作
は 、
貞
享二
年

宇
治
座二
の替
り
の
上
演
で
あ
る。
そ
の
下
限
は
同
年
三
月
廿四
日
で

『
今
昔
操
年
代
記』
と
『土

橋
宗
静日
記』
の
加
太
夫
芝
居
出
火
の
記

ヴrqa

 

事
か
ら
判
明
す
る。
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あ
ふ
ひ
の
う
へ

装
中員

大
本
(
献
上
本)。
一
冊。
二
五・
二
×一
九・
三 。

表
紙
元
表
紙。
元
は
鴬
色
無
地ヵ。
現
在
は
灰
色に
近い。

題
後
元
題
後。
表
紙
中
央
に
「

あ
ふひ
の
上」
と
記
し
て
貼
る。

匡
郭
な
し 。
初
丁
表の
最
終
行、
本
文
寸
法一
九・
六 。

内
題
「

あ
ふひ
の
うへ」。

所
属
宇
治
加
賀
縁 。

段
数
五
段。
「

第二」 、
「

第
三
み
や
す
所
き
ぶ
ね
詣」 、
「

第
四」 、
「

第
五」。

ま
た
五
オ
に
は
「

あ
ふひ
の
うへ
道
行」
と
記
す。

刊
記
裏
表
紙
見
返
し
に
「

右
此
本
者
依
小
子
之
懇
望
附
秘
密」
音
節
自
遂
校

ムロ
令
開
版
者
也」
加
賀
橡
(「
宇
治」
の
査
印)・
(「
好
澄」
の
方
印)」

二
候
通
寺
町
西へ
入
町
山
本
九
兵
衛
刊(「
賓」
の
方
印)」
と
あ
る。

板
ìG 

京 、
山
本
九
兵
衛。

イ丁
数
八
行。

丁
数
四
十
四
了。

板
，し、

十
二
丁、
二
十一
丁、
二
十
九
丁、
三
十
八
丁の
板
心
中
央
に 、
そ
れ

ぞ
れ
「二」

Jご
「

四」
「

五」
と
あ
る。

柱
刻
綴
目
付
近
上
方
に
「

あ」 、
下
方
に
丁
付。

丁
付
「

岡国:

印刷同四」 。

挿
絵
な
し。

節
譜
加
賀
橡
流の
墨
譜・
文
字
譜。

備
考
内
題
下
に
「

千
種
文
庫」
の
方
印
記
が
あ
る。
こ
の
印
記
を
含
め
て 、

書形、
表
紙、
題
後
等
が 、
本
目
録
四
十
三
番の
『

曽
我
花
橘』
に
共

通
す
る。
本
書の
刊
行
は
貞
享
年
間
と
推
定
さ
れ
る
が 、
詳
細
は
「

宇

治
加
賀
橡
年
譜」
(
『

加
賀
橡
段
物
集』
所
収)
参
照 。
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紀
三
井
寺
開
基

装
中貞

半
紙
本
一
冊。
一
二
・

八
×一
六・
一。
改
装。

表
紙
元
表
紙。
元
は
黒
無
地ヵ。
現
在
は
灰
色
に
近い。

題ザム眠
欠

匡
郭
二
0・
一
×一
四・
八。

内
題

さ
み
ゐでりかいさ

「
紀
三
井
寺
開
基L 。
上

「回目」
下に「
加
賀
嫁
正
本」。

所
属
宇
治
加
賀
縁 。

段
数
五
段。

聞出

嗣回
と、
各
段の
始
め
上
方
に
記
す。

刊
記
終
了
表
本
文
末に
「

二
候
通寺
町
西へ
入
町
北
側

と
あ
る。

板
7c 

京 、
山
本
九
兵
衛。

干丁
数
十
ノ、
行

丁
数
十
四
丁
半。

山
本
九
兵
衛
板」

ロ

(
二・:
十
五
丁)。

上
方
に「
紀一
正 、
下
方
に
丁
付。
板、心の
形
式
は
二
種。
イ(一
丁)。

板
Jし、イ

手乙

ロ

妥

丁
付

「
三:・
十
七L 。

挿
絵
九
頁
分
(
見
聞
き
四
片
面
ご 。
二
ウ
l

三
オ、
五
ウ
|

六
オ、
八

ォ 、
十
ウ
十一
オ、
十
三
ウ
l

十
四
ォ 。
彩
色
加
筆
あ
り 。

師
未
詳。
吉
田
半
兵
衛
風 。

節
譜
加
賀
橡
流の
墨
譜・
文
字
譜。
句
切
は
黒
丸
点 。

備
考
本
書
に
は
刊
年
が
記
さ
れ
てい
ない
が 、
天
理
図
書
館
蔵の
山
本
九
兵

衛
板の
八
行
本
『

煩
悩
即
菩
提
記』
(
内
題。
外
題
は
「

紀
三
井
寺」)

の
終
丁
に
は
「

貞
享
五
年
晴
生
吉
詳
日」
と
ある。
「

宇
治
加
賀
橡
年
譜」

(『
加
賀
橡
段
物
集』
所
収)・「
宇
治
加
賀
橡
年
譜
補
正」
(
古
典
文

庫・『
古
浄
瑠
璃
集
加
賀
嫁
正
本
一』)
参照 。
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天
王
寺
彼
岸
中
日
付
タ
リ

本
朝
間
郭
之
枕

半
紙
本。
一
冊。
二
二・
七×一
六・
六 。
改
装
総
裏
打。

替
表
紙。

装
中東

表
紙

題
簸
欠。
現
在
は
重
郭の
中
に
「

天
王
寺
彼
岸
中
日付タリ
本
朝
那
郡
之
枕」

と
墨
書
し
た
紙
を
貼
る。

匡
郭

-， 
天1 0 
王哲
寺じ 二
彼ひ ×
岸f 一
中号 四
日E -
付 八γ 。

本r
朝1
甘限、
草líi
之の
枕iL 

上
「

閣凶」 。

内
題

所
属
山
本
角
太
夫
(
推
定) 。

段
数
五
段。

蘭凶:・

閣困
と、
各
段の
始
め
上
方
に
記
す。

刊
記
終
了
表
本
文
末
に
「二

保
通
寺
町
西へ
入
北
側
山
本
九
兵
衛
板」
と

あ
る。

板
7G 

京 、
山
本
九
兵
衛。

イ丁
数

十
七
行。

丁
数
十
四
丁
半。
落
丁
本。

板
Jし、

上
方
に
「

天
王
寺」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は
二
種。
イ

丁)。
ロ
(
二・:
十
四
丁)。

イ

天
王可

丁
付
「

三:・
十
六 、
口」 。

挿
絵
八
頁
分
(
見
聞
き
三 、
片
面二) 。
ニ
ウ
l

三
オ、
五
ウ
l

六
オ 、
九

ウ
十
オ、
十
二
オ、
十
四
ウ。

絵
師
未
詳。

節
譜
角
太
夫
流の
墨
譜・
文
字
譜。
句
切
は
黒
丸
点。

備
考
表
紙
見
返
し、
五
ウ、
終
丁
刊
記に
「

川
弥」
の
印
記
が
あ
る。
本
書

は
稀
書
複
製
会
本
(
第
四
期)
の
原
本
で
あ
る
が 、
丁
付
十
六の
次の

一
丁
が
欠
落
し
てい
る。
天
理
図
書
館
に
は
本
書
と
同
板の
十
五
丁
半

の
本
が
ある。
本
作の
上
演
は
元
禄
元
年二
月
頃
と
考
え
られる。
『

古

典
文
庫』
「

古
浄
瑠
璃
集
角
太
夫
正
本
付」
の
「

角
太
夫の
語
り

物」

- 40 一

参
照 。
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日
本
蓬
莱
山

装
中東

半
紙
本
一
冊。
二
二・
八
×一
六・
五 。

表
紙
元
表
紙。
藍
地
に
麻
葉の
空
押 。

題
繁
元
題
筆。
中
央
に
「
日
本
蓬
莱
山」
と
大き
く
出
し、
下
に
「

山
本土

橡ヵ
佐
口」
直
侍」
と
ニ
行。
表
紙
中
央
に
貼
る。

匡
郭
な
し。
初
丁
表
最
終
行、
本
文
寸
法一
九・
九 。

内
題
「
日
本
蓬
莱
山」。

所
属
山
本土
佐
嫁。

段
数

五
段。
第一一:・
第
五
と、
各
段の
始
めの
上
方
に
記
す。
第一
は
ない。

刊
記
裏
表
紙
見
返
し
に
「

右
此
本
は
我
等
持
本の
通ち
が
ひ
な
く

板
行
致

し
候」
初
心
稽
古の
た
め
也
き
れ
ば
こ
と
ん\
く

か
な
が
き
に
し
て」

く
ぎ
り
ふ
し
し
ゃ
う
三
味
線の
の
り

か
た
ほ
どひ
ゃ
う
し」
三
重
を
く

りの
し
な
んl\
秘
密
を
残
さ
ず
あ
ら
は
し
候」
な
を
じ
ん
んl\の
口
停

は
筆
紙の
お
よ
ぶへ
き
に
あ
ら
す」
か
しこL
山
本
土
佐
操(「
藤
原
孝

勝」
の
方
印)」
二
候
通寺
町
西へ
入
北
側
正
本
屋」
山
本
九
兵
衛
板

行
(「
賓」
の
方
印)」
と
あ
る。

板
7G 

京 、
山
本
九
兵
衛。

イ丁
数

十
行。

丁
数

ニ
十
六
丁。

柱
刻
綴
目
付
近
上
方
に
「

宝」 、
下
方
に
丁
付。

丁
付
「

回目・・・

挿
絵
な
し。

伊即
諮問
角
太
夫
流の
墨
譜・
文
字
譜。
句
切
は
黒
丸
点。

備
考
表
紙
見
返
し
に
扉
絵
が
あ
り 、
富
士
山に
来
迎
す
る
阿
弥
陀
三
尊 、
及

び
そ
れ
を
拝
し
喫
す
る
行
者の
姿
を
描
き、「
ざ
ん
ぎ
さ
ん
げ
六
こ
ん

ざい
し
ゃ
う
お
し
めに
八
大こ
ん
が
う
ど
う
じ
ふ
じ
は
せ
ん
け
ん
大
日

如
来一
千

に
らい
はい
な
無
浅
間
大
菩
薩
/l\」
と
記
す。

本
書の
刊
行
は
元
禄
初
年
頃
と
考
え
ら
れる
が 、
詳
細
は
『

古
典
文
庫』

「
古
浄
瑠
璃
集

「
角
太
夫の
語
り

物」
参
照 。
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角
太
夫
正
本
付」
の
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動
稚
高
麗
責

装
帳
半
紙
本
一
冊。
一一一
・

九
×一
六・
六 。
改
装
総
裏
打。

表
紙
元
表
紙一ヵ。
黒
地
に
日
つ
な
ぎ
の
空
押 。

題
策
欠。

匡
郭
二
0・
0×一
五・
O 。

内
題
「
献
船
駅
駒
野」 。

「
土
佐
操
正
本」 。

「

闘凶」

上

下
に

所
属
山
本
土
佐
様 。

段
数
五
段。

闘UU

閣困

と、
各
段の
始
め
上
方
に
記
す。

刊
記
終
丁
表
本
文
末
に
「

二
僚
通
寺
町
西へ
入
北
側
山
本
九
兵
衛
板」

と
あ
る。

板
7じ

京 、
山
本
九
兵
衛。

イT
数
十
七
行。

丁
数
十
丁
半

板
，し、

上
方
に「
か
う
らい」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は
二
種。
イ
(一

丁)。
ロ
(
二:・
十
三
丁)。

イロ
丁
付
「

三:・
十
四、
口 、
口」 。

挿
絵
十
頁
分
(
見
聞
き
五)。
一
ウ
1

二
オ、
三
ウ
|

四
オ、
六
ウ
|

七
オ

九
ウ
十
オ、
十二
ウ
十
三
オ。

絵
師
未
詳。

節
譜
角
太
夫
流の
墨
譜、
文
字
譜。
句切は
黒
丸点。

備
考
本
書の
刊
行
は
元
禄
初
年
頃
と
考
え
ら
れ
る。
『

鵬
鵡
龍
中
記』
元
禄

六
年八
月
廿
三
日の
記
事
に 、
「

彼
岸
入 、
真
福寺
に
て
ゆ
り

若
大
臣

高
麗
責 、
水
か
ら
く
り
笹
尾
平
太
夫」
と
あ
り 、

初
演
は
こ
の
名
古
屋

上
演
以
前
と
判
る。
『

古
典
文
庫』
「

古
浄
瑠
璃
集
角
太
夫
正
本
付」

の
「

角
太
夫の
語
り

物」
参
照 。
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丁
付

挿
絵 39 

〔
弁
慶
京
み
や
げ
〕

装
中員

半
紙
本
一
冊。
破
損
が
多
く 、

裏
打
を
し
た
十一
丁が
紙
こ
よ
り
で

ニ
ケ
所
と
め
ら
れ
てい
る。
一
二
・

七
×一
五・
九 。

表
紙
欠。

題
策
欠

匡
郭
二
0・
一
×一
四・
四。

内
題
巻
頭
が
落
丁の
た
め
不
明 。

所
属
山
本
角
太
夫
(
推
定) 。

段
数
未
詳。

嗣回 、

閣回 、

岡田
と
あ
る
部
分
が
残
る。

刊
記
巻
末
落
丁の
た
め
不
明 。

板
7G 

未
詳。
上
方
板。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十一
丁。
落
丁
本。

板
dし、

上
方
に
「

京
み
や
け」、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種。

「
口 、
口 、
口 、
口 、
口 、
口 、
口 、
十一
:・

十
三 、
口」

七
頁
分
(
見
聞
き
二 、
片
面
三) 。
一
オ、
三
オ、
五
ウ
下
半
|

六
オ

下
半、
八
オ、
十
ウ
|

十一
ォ。
一
部
に
彩
色
加
筆
あ
り 。

絵
師
未
詳。

仲間山諮問
角
太
夫
流の
墨
譜・
文
字
譜。
区
切
は
黒
丸
点。

備
考
本
書
は
巻
頭
が
欠
け
内
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
ない
が 、
柱
に
「

京
み

や
け」
と
あ
る。
巻
末
に
も
落
丁
が
あ
り 、

現
在
は
十一
葉
で
あ
る
が 、

元
は
十
二
丁
半
か、
十
三
丁
と
推
定
さ
れ
る。
『

弁
慶
京
土
産』
に
は

他
に
十
行
三
十
丁
本が
残っ
て
お
り 、
こ
れ
も
本
書
と
閉
じ
く

節
付
よ

り
角
太
夫
正
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る。
『

鶴
鵡
龍
中
記』
元
禄
九
年
十

一
月
廿
日の
記
事
に
よ
れ
ば 、
熱
田
亀
井の
道
場に
て
松
本
治
太
夫
が

本
曲
を
上
演
し
て
お
り 、
こ
れ
以
前
初
演
と
判
る。
詳
細
に
つい
て
は

『
古
典
文
庫』
「

古
浄
瑠
璃
集
角
太
夫
正
本
付」
の
「

角
太
夫
の
語

- 43 一

り
物」
参
照 。



イ丁
数

丁
数

板
Jし、 40 

大
が
ら
ん
宝
物
鏡

装
願
半
紙
本。
一
冊。
二
二・
九
×一
六・
七。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
驚
欠。
現
在
は
重
郭
を
印
刷
し
た
薄
地の
白
紙
に「
大が
ら
ん
宝
物
鏡材机

片山リ」
と
墨
書
し
で 、
表
紙
左
上
に
貼
る。

匡
郭

---， �l -ーー・
大言 O
カfい

わ 二

ん ×
宝守 一
物土 四
鏡1
水 な 八
刀、 /--
ら き
く ん

L 

下に
「

松
本
治
大

内
題

「

闘は」

上

夫
正
本」 。

所
属
松
本
治
大
夫。

段
数
五
段。

闘出・:

闘固
と、
各
段の
始
め
上
方に
記
す。

dHHV寸目
】

エ14言即

終
丁
表
本
文
末
に「
ふ
屋
町
通
せ
い
くは
ん
じ

下ル
町子/
五
月
吉
日

八
文
字
屋
八
左
衛
門
新
板」
と
あ
る。

板
元
京 、
八
文
字
屋
八
左
衛
門 。

十
七
行。

十
二
丁
半。

上
方
に
「

宝
物」 、
下
方
に
丁
付。
板、心の
形
式
は
二
種 。
イ(一
丁) 。

ロ

(
二・:
十
二
丁) 。

イロ

必怠

....... 

丁
付
「

三:・
十
四、
口」 。

挿
絵
八
頁
分
(
見
聞
き
四) 。
二
ウ
l

三
オ、
五
ウ
|

六
オ 、
八
ウ
|

九
オ、

十
ウ
十
オ

絵
師
吉
田
半
兵
衛
風 。

府副
諮問
松
本
治
大
夫
流の
墨
譜、
文
字
譜。
句
切
は
黒
丸
点 。

備
考
『『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
九』
の
百
七
十
二
番
に
『

新
大
織
冠
水
が
ら

く
り』
が
採
用
さ
れ
てい
る
が 、
本
書
は
そ
れ
に
僅か
な
改
変
を
加
え

た
正
本
で
あ
り、
右
書
解
題
で
も
本
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る。
申4F

た
本
書
は
稀
書
複
製
会
本
(
四
期)
の
原
本
と
なっ
た
もの
で
あ
る。

- 44 -



4 1  

け
い
せ
い
八
花
形

装
慎

半
紙
本
一
冊。
二
二・
三
×一
六・
三 。

改
装
総
裏
打 。

表
紙
替
表
紙。

題
筆
欠。

匡
郭
二
0・
四×一
四・
八。

内
題

hyV3ま「'ur=
ー

「
けい
せい
だ
恥
畝付リMUωづ引んL。

本
筑
後
嫁正
本」。

所
属
竹
本
筑
後
橡 。

五
段。

閣は:

閣回
と、
各
段
の
始
め
上
方に
記
す。

段
数

刊
記

上
「

蘭凶]」
下に
「

竹

板
7じ

山
本
九
兵
衛 。
上
方
板。

終
了
表
本
文
末の
下
方
に
「

山
本
九
兵
衛
板」
と
あ
る。

丁 行
数 数

十
八
行 。

本
文
十
丁
半。
表
紙
見
返
し
に
辰
松の
口
上
と
舞
台
図
半
丁。

キ反
Jレ

上
方に
「

八
花
形」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種。

丁
付

μ同凶圃円ハハハγ

挿
絵
六
頁
分
(
見
聞
き一二) 。
二
ウ
|三

オ、

「
十
六
(
表
紙
見
返
L) 、
三:・
八、
九
ノ
十一
六
十一ニ:・
十
五」。

九

ウ
十
オ

五
ウ
下
半
|六

オ
下
半、

日市
未
詳。

節
譜
筑
後
橡
流
の
節
譜 。
句
切
は
黒
丸
点 。

備
考
内
題
下に
荻
原
乙
彦の
卦
印
が
あ
る。
本
作の上
演
は
元
禄
十
六
年
十

月
頃
と
推
定
さ
れ
る
が 、
詳
細
に
つ
い
て
は『
義
太
夫
年
表
近
世
篇』

第一
巻(
延
宝
1

天
和)
参
照 。
ま
た
本
書
表
紙
見
返
し
の
辰
松
八
郎

兵
衛の
口
上
も 、
同
書
に
翻
刻
さ
れ
てい
る。
そ
の
口
上
に
よ
り

錦
文

流
作
と
知
り
得
る。
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義
経
将
碁
経

装
中東

大
本
(
献
上
本) 。
一
冊。
二
七・
O×一
八・
二 。
改
装。

表
紙
替
表
紙ヵ

題
資
元
題
筆 。
「

将
恭
経」
と
記
した
短
冊
形
の
紙
を、
表
紙
中
央
に
貼
る。

匡
郭
な
し 。
初
丁
表
の
最
終
行、
本
文
寸
法一
九・
二 。

内
題
「

義
経
将
碁
経L 。
下
に
「

加
賀
抹
正
本」 。

所
属
宇
治
加
賀
操 。

段
数
二
巻 。
二
十
五
オ
に
「

第一一」
と
あ
り 、

三
十
七
オ
に
「
し
の
ぶ
の

前
道
行
三
段
目」
と
あ
る。
四
十
九
オ
に
は
「

軍
法
将
恭
経」
と
記

す

AHHV
守4
4

γ
T-
言
即

裏
表
紙
見
返
しに
「

右
此
本
者
依
小
子
之
懇
望
附
秘
密」
音
節
自
遂
校

合
令
聞
版
者
也」
加
賀
禄
(「
宇
治」
の
査
印)・(「
好
澄」
の
方
印)」

二
候
通
寺
町
西へ
入
町」
山
本
九
兵
衛
刊(「
賓」
の
方
印)」
と
あ
る。

板
元
京 、
山
本
九
兵
衛 。

イ丁
数
八
行。

丁
数
五
十
七
丁。

柱
刻
綴
目
付
近
上
方に
「

義」
(一
:・

三
十
六 、
三
十
九・:五
十七
丁) 。「
源

道」
(
三
十
七、
三
十
八
丁) 。
下
方に
丁
付。

丁
付
「

漏出
:

園間困 、
圃
道一 、
画
道二

国間凶:

聞

同凶 、

闘同州凶
将一・:

漏出州国
将
四 、

国国凶回:・

圃同

州出凹」。

挿
絵
な
し 。

節
譜
加
賀
操
流
の
墨
譜・
文
字
譜 。

備
考
天
理
図
書
館
蔵
の
『

紫
竹
集』
の
追
加
九
に 、
「
し
の
ぶ
の
前
道
行

三
段
目」
と
あ
る
が 、
こ
れ
が
本
書
の
三
十
七
オ
以
下
に
相
当
す
る。

」
の
『

義
経
将
碁
経』
の
正
本
と
し
て 、
他
に
竹
本
筑
後
橡の
八
行
本

(
山
本
板)
が
あ
る
が 、
そ
の
上
演
年
代は
不
明
で
一
応
正
徳
元
年

正
月
二
十一
日
以
前
と
推
定
さ
れ
てい
る
(『
義
太
夫
年
表
近
世
篇』

第一
巻
参
照) 。

- 46 一



43 

曽
我
花
橘

装
憤
大
本
(
献
上
本) 。
一
冊。
二
五・
三
×一
九・
三 。

表
紙
元
表
紙。
元
は
鴬
色
無
地力 。
現
在
は
灰
色に
近い 。

題低限
元
題
祭 。
表
紙
中
央
に「
曽
我
花た
ち
は
な」
と
記
し
た
紙
を
貼
る。

匡
郭

初
丁
表
の
最
終
行、
本
文
寸
法
十
九・
五 。

な
し。

内
題
「

曽
我
花
橘L 。
下に
「

加
賀
操正
本」 。

所
属
宇
治
加
賀
操 。

段
数

十
九
オ
に
「

中
之
巻」

二
巻 。

四
十
三
オ
に
「

形
見
を
く
り

下
之

巻」
と
あ
る 。
ま
た
二
十
五
オ
に
「

紋
蓋
し」 、
五
十
オ
に
「

傾
城三

Hい又土
立ロ土地」
五
十
七
オ
に
寸

十
番
ぎ
り」
と
記
す。

けHH4叶Ji】
γ
T-
三回

裏
表
紙
見
返
し
に
「

右
此
本
者
依
小
子
之
懇
望
附
秘
密」
音
節
自
遂

校
合
令
開
版
者
也」
加
賀
操(「
宇
治L
の
査
印)・(「好澄」の
方
印)」

二
保
通
寺
町
西へ
入
町」
山
本
九
兵
衛
刊(「
賓」
の
方
印)」
と
あ
る。

板
7c 

京 、
山
本
九
兵
衛 。

イ丁
数
八
行。

丁
数

十
丁

柱
刻
綴
目
付
近 、
郭
内
上
部に
「

花
橘」 、
下
部
に
丁
付。

丁
付
「一・:

二
十
四、
- 、
二
十
六・:
四
十二 、
・ 、
四
十
四・・・
四
十
九、

- 、
園 、
五
十
二・:
六
十
二
了」 。

挿
絵
な
し。

貯即
諮問
加
賀
橡
流
の
墨
譜・
文
字
譜 。

備
考
初
丁
右
下に
「

千
種
文
庫」
の
朱
印
記
が
あ
る。
本
目
録
三
十
四
番の

「
あ
ふ
ひ
の
うへ」
と
は 、
表
紙、
題
後
等の
形
式
が
共
通
し、
共
に

旧
千
種
文
庫(
平
瀬
家)
蔵
本
で
あ
る。

『
紫
竹
集』
追
加
十
に
「

紋
尽
し」
「

傾
城
三
部
経」
「

形
見
を
く
り」

寸
十
番
ぎ
り」
が
収
め
ら
れ
てい
る。
本
作
は
竹
本
筑
後
操
正
本
『

曽

我
扇八
景』
を
改
訂
し
た
もの
と
さ
れ 、
本
文
庫の
四
十
五
番
に
も
山

本
板の
『

曽
我
扇八
景』
の
八
行
本
が
あ
る。

月JA告



44 
〔
松
風
村
雨
束
帯
鑑〕

装
槙

一
冊。
裏
打
が
施
さ
れ
てい
る
が 、
下
方
に
特
に
欠
破が
多

半
紙
本

く
元
の
寸
法
が
わ
か
り
に
くい 。
一
二
・

O×一
四・
八
位 。

表
紙
欠

題
蜜
欠

匡
郭
一
九・
三×
二ニ・
八。

内
題
巻
頭
が
落
丁
の
た
め
不
明 。

所
属
竹
本
筑
後
縁 。

段
数

未
詳。

蘭回 、

関回 、

関回
と
あ
る
部
分
が
残
る。

H
リ
コ]

-+l→言回

巻
末
落
丁
の
た
め
不
明 。

板
元
未
詳。
上
方
板。

イ丁
数

十
七
行 。

丁
数

八
丁 。
落
丁
本。

板
dし、

上
方に
「

松
か
ぜL 、
下
方に
丁
付。
汚
損
が
は
な
は
だ
し
く 、

板
心

の
形
式
は
認
め
得
ない 。

丁
付
「

口 、
口 、
口 、
口 、
口 、
十
口、
口 、
口」 。

挿
絵
四
頁
分
(
見
聞
き
二) 。
一
ウ
ニ
オ、
六
ウ
|

七
オ。

節
譜
義
太
夫
流
の
墨
譜・
文
字
譜 。
句
切
は
黒
丸
点 。

絵
師
未
詳。

備
考
本
書
は
巻
頭
も
巻
末
も
な
く 、
内
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
ない
が 、
柱

に
「

松
か
ぜ」
と
あ
り 、
『

松
風
村
岡
束
帯鑑』
の
零
本
で
あ
る
こ
と

が
判
る。
東
京
国
立
博
物
館
に 、
大
阪 、
山
本
九
兵
衛
板の
十
七
行
九

丁
半の
『

松
風
村
雨
束
帯
鑑』
が
あ
り 、
本
書
と
同
板
で
あ
る。
本
書

は
巻
頭
の一
丁
と
巻
末
の
半
丁
の
計一
丁
半
が
欠
落
し
てい
る。
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曽
我
扇
八
景

装
中東

一
冊。
二
二・
三×一
六・
O 。

半
紙
本。

表
紙

藍
地
に
麻
薬に
蝶の
空
押 。

元
表
紙。

題
黛
元
題
策 。
中
央に
「

曽
我
扇
八
景」
と
大
書 、
下
に
「

竹
本
筑
後
操
直

偉L
山
本
九
兵
衛
新
板」
と
二
行。
「

扇一」
の
字の
右
側
と、
九
兵
衛

の
「

衛」
の
字の
左
側一
部
が
剥
離 。

匡
郭
な
し 。
初
丁
表
の
最
終
行、
本
文
寸
法一
九・
七。

内
題
「

曽
我
扇八
景」 。
下に
「

近
松
門
左
衛
門
作」 。

所
属
竹
本
筑
後
橡 。

段
数

ニ
巻 。
十
九
オ
に
「

中
之
巻」
四
十二
オ
に
「

曽
我
兄
弟
道
行
下

之
巻」
と
記
す。
ま
た
二
十
四
オ
に
は
「

紋
づ
く
し」 、
五
十一
オ
に

可
けい
せ
い
三
部
経」 、
五
十
八
オ
に
「

十
は
ん
ぎ
り」
と
記
す。

リ
リ
コ]

工l主剖

裏
表
紙
見
返
し
に
「

右
之
本
令
吟
覧
頒
句
音
節
墨
譜」
等
不
残
毒
厘
令

加
筆
候
可
有
開」
版
者
也
竹
本
筑
後
掠
(「
竹
本」
の
査
印)・(「
博

教」
の
方
印)」
重
而予
以
著
述
之
本
令
校
合
候」
畢
全
可
為正
本
者
故」

近
松
門
左
衛
門」
と
あ
り 、
更
に
そ
の
後
に
「

大
坂
高
麗
橋
壱
丁
目」

と
上
に
あ
り 、
そ
の
上
に
「正本屋

山
本
九
兵
衛
版」
山
本九
右
衛
門
版」

と
二
行。

板
7c 

大
坂 、
山
本
九
兵
衛・
山
本
九
右
衛
門。

イ丁
数

八
行。

丁
数

本
文
六
十
四
丁、
奥
付
半
丁。
但
し
本
文一
丁
分
落
丁。

柱
亥IJ
綴
目
付
近
上
方
に
「

扇八
景」 、
下
部に
丁
付。

丁
付

扇
八
景
十
八
5
廿
二
迄一 、

[閣川同

扇
八
景
四
十二一・:=一扇
八
景
六
十
九

国」 。

挿
J;.ô 
，立三

な
し。

節
譜
義
太
夫
流
の
墨
譜 、
文
字
譜 。

備
考
内
題
上
に
「

伊
勢
尾
津
家
文
庫」 、
内
題
下
に
「

木
谷
蓬
吟
文
庫」
の

印
記
が
あ
る
美
本
で
あ
る。
本
書
は
三
十
六
丁
と
三
十
七
丁
の
聞
に一

- 49 一

丁
分の
落
丁
が
あ
る。
本
書
と
同
板の
八
行
六
十
五
丁
本
は
東
洋
文
庫

等に
所
蔵
さ
れ
てい
る。
本
作の
上
演
年
代
は
不
明
で
あ
る
が 、

往

正
徳
元
年
正
月二
十一
日
以
前
と
推
定
さ
れ
てい
る(『
義
太
夫
年
表

近
世
篇』
第一
巻) 。
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翁
竹
集

装
中真

一
冊。
二
二・
四×一
六・
二。
改
装
総
裏
打 。

半
紙
本

表
紙
元
表
紙。
黒
無
地 。

題袋駅
欠

匡
郭
な
し。

内
題
な
し。
栄
竹
の
序
に
「

翁
竹」
と
あ
る。

所
属
宇
治
加
賀
操一
派 。

段
数

つ
い
で
竹
翁

栄
竹
の
序 、
一
丁。
終
り
に
「

正
徳
辰
の
春」
と
あ
る。

の
十
四
首の
狂
歌
と、
音
曲の
古
歌
十二
首
が
三
丁
半。
更
に
竹
翁
自

筆
の
「

真
の
序
開口」・
「

老
松」
が
二
丁。
こ
の
間
に
欠
丁
あ
り 。

つ
い
で
宝
永
三
年
に
竹
翁
の
撰
し
た「
九
曲」
が
二
十
五
丁
半。
後
欠
丁。

dHHU
守4
d

f中
l-
Z
E

巻
末
落
丁
の
た
め
不
明 。

板
7c 

未
詳。
上
方
板。

イ丁
数
八
行。

丁
数
三
十
二
丁。
落
丁
本。

柱
刻
綴
目
付
近
上
方
に
「

翁」 、
下
部
に
丁
付。
ほゾ
全
丁
に
わ
たっ
て
付

さ
れ
る
が 、
その
多
く
は
裁
断の
為
か一
部
残
る
の
み
で
あ
る。

丁
付
「

口・: 、
六 、
口・: 、
品川 、
口:・ 、
三
十
四、
口・: 、
三
十
八」 。

挿
絵
な
し。

備
考
本
書
は
三
十
二
丁
で
あ
る
が 、
天
理
図
書
館
蔵
本
が
山
本
九
兵
衛
板
四

十一
丁
本
で
あ
り 、
九
丁
分
が
落
丁
し
てい
る
事
に
な
る。
本
書
の
刊

行
は
序
に
「

正
徳
辰
の
春」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら 、
正
徳二
年
春
で
あ

り 、
前
年の
「

卯の
初
春
廿一
日」

(
序
文)
に
卒
し
た
竹
翁
加
賀
橡

の一
周
忌
に
刊
行
さ
れ
た
事
が
判
る。
詳
細
は
『

加
賀
操
段
物
集』
参

日召

nu

 

FD

 



47 
〔
か
つ
ら
き〕

装
中真
中
形
本。

冊
一
八・
九
×一
四・
ニ 。

表
紙
元
表
紙。
空
色
の
具
引
き
紙
に
銀
色
の
波
頭 、
波
形
の
模
様 。

題
資
欠

匡
郭
一
七・
O×
=
了
三 。

内
題
な
し。
内
題
の
あ
るべ
き
と
こ
ろ
に
「

天
下一
丹
波
少
操
平
正
信
正
本

也」
と
し、
下
に
「

和
泉」
の
査
形
印 。

所
属
丹
波
少
橡
平
正
信 。

段
数

六
段。
二
た
ん
め・:
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記
す。

d
Hリ
寸ML]

工
l
止
罰
則

終
丁
裏
本
文
末
に
「

右
此
本
者
江
戸
天
下一
丹
波」
少
操
平
正
信
直

之
以
正
本一
貼」
毛
頭
無
誤
潟
之
令
板
行
者
也L
寛
文
六
歳」
刊
孟
春

吉
辰L
と
あ
る。

板
7G 

未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数

十
六
行。

丁
数

十
九
丁。

板
Jし、

上
方
に
初
め
四
丁
は
「

か
つ
ら」
以
下
「

か
つ
ら
き」 。
下
方
に
丁
付。

板
心
の
形
式
は一
種。

11 

丁
付
「

口 、
口 、一二・:
十
九」。

挿
絵
十
二
頁
分
(
見
聞
き
六) 。一
ウ
|

二
オ。
四
ウ
|

五
オ。
七
ウ
|

八
オ

十
ウ
l

十一
オ、
十
三
ウ
|

十
四
オ、
十
六
ウ
|

十
七
ォ 。

師
未
詳。

時即
諮問
三
重 、

ヘ 。
句
切
は
ない 。

つ
れ
ふ
し、
道
行、

備
考
本
書
は
『

金
平
浄
瑠
璃正
本
集
第二』
の
三
十
四
番
に
採
用
さ
れ
た

本
で
あ
る。
題
簸
を
欠
く
の
み
で
原
装の
面
影
を
と
ど
め
る。
詳
細
は

右
書
解
題
参照 。
た
だ
し
初
印
本
か
否
か
を
め
ぐっ
て
刊
年
記の
下
に

書
店
名の
ない
点
を
問
題
と
さ
れ
てい
る
が 、
後
に
削っ
た
と
見
る
よ

り 、
字の
大
き
き
ゃ
配
置
か
ら
見
て
元
来
こ
こ
に
は
板
元
の
名は
な
か

14

 

戸hu

っ
た
と
見るべ
き
で
あ
ろ
う 。



48 
〔
頼
光
跡
目
論〕

装
中員
中
形
本。

冊
一
八・
一
×一
三・
三 。
改
装
総
裏
打 。

表
紙
替
表
紙。

題
霊安
欠

匡
郭
一
六・
六×一
一
・

九 。

内
題
な
し 。
巻
頭の
内
題
の
あ
るべ
き
と
こ
ろ
に
「

丹
波
少
括
平
正
信
直
之

正
本
也」
と
あ
り 、
下
に
「

和
泉」
の
査
形
印 。

所
属
丹
波
少
操
平
正
信 。

段
数
六
段。
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記
す 。
，-J
JJ
#J

 

し
初
段
は
ない 。

刊
記

「
右
此
本
者
太
夫
直
之
以
正
本
写
之」
令
開
板
者

衛力

也」
作
者」
岡
清
兵
口」
腐
来
上
旬L

終
了
裏
本
文
末
に

板」
と
あ
る。

板
7じ

未
詳。
江
戸
板。

イT
数
十
六
行。

丁
数
十
九
丁。

板
JL 、
上
方
に
「

あ
と
め」、
下
方
に
下
付。
板、心
の
形
式
は一
種 。

11、

丁
付
「

口・:
口 、
七、
八、
口、
口 、
十一 、
口 、
口、
十
四、
口、
十
六

口 、
口 、
口L 。

挿
絵
十
二
頁
分
(
見
開
き
六) 。一
ウ
二
オ
四
ウ
|

五
オ
八
ウ
|

九
オ

九
ウ
|

十
オ、
十
三
ウ
|

十
四
オ、
十
七
ウ
|

十
八
オ。

彩
色
加
筆

あ
り 。

絵
師
未
詳。

節
譜
ワ
キ 、
シ
テ 、
二
人
と
三
段
目
に
あ
る。
句
切
は
ない 。

備
考
本
書
は
『

金
平
浄
瑠
璃
正
本
集
第
二』
の
二
十
六
番
に
採
用
さ
れ
た

本
で
あ
る。
巻
頭
の
「

丹
波
少
抱
平
正
信
直
之
正
本」
と
あ
る
上
部
空

白
部の
削
ら
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
状
態
及
び
巻
末の
板
元
の
名
が
削

ら
れ
てい
る
と
こ
ろ
か
ら ‘
本
書
は
再
印
本
と
思
わ
れ
る。
右
書
解
題
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で
は 、
前
者
は，「天
下

ご
を
削っ
た
もの
と
推
定
さ
れ 、
天
下一
号

天
和二
年
七
月
禁
止
後の
刊
行
と
さ
れ
てい
る。
元
板は
寛
文
初
年の

刊
行
で
あ
ろ、っ 。
ニ
の
『

頼
光
跡
目
論』
に
は
江
戸
板、
上
方
板
を
合

わ
せ
て
多
く
の
本
が
残っ
てい
る
が 、
丹
波
少
操の
在
名正
本
は
本
書

が
唯一
の
も
の
で
あ
る。
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清
水
の
御
本
地

装
中東

一
九・
O×
二ニ・
四。

中形
本 。
一
冊。

表
紙
元
表
紙。
空
色
系の
具
引
き
紙
に 、
菱形
金
色の
菊
花 、
唐
草
模
様 。

題
策
欠。
現
在
は
「

清
水の
御
本
地」
と
墨
書
し
た
紙
を
表
紙左
上に
貼る。

匡
郭
一
七・
四×
三
了
三 。

内
題
「

清
水の
御
本
地L 。
下
に
「

初
段」 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め・:
六
た
ん
め
と、
各
段の
始め
下
方
に
記
す。

刊
記
終
了
裏
本
文
末
に
「

右
此
本
者
太
夫
直
之
以
正
本ヲ
」
写
之
令
板
行
者

也」
う
ろ
こ
か
た
や」
新
板L
と
あ
る。

板
7巳

江
戸 、
う
ろ
こ
か
た
や

行
数
十
六
行 。

丁
数
十
二
丁。

キ反
J[j 、
上
方
に
「

水」、
下
方に
丁
付。
板
心の
形
式
は
二
種 。
イ
(

-
五・
八・:
十
二
丁) 。
ロ
(
三・
四・
六・
七
丁) 。

イ

ー

ロ
丁
付
「一・:

十
二
」。

挿
絵
十
二
頁
分
(
見
聞
き
六) 。一
ウ
|二

オ、
三
ウ
l

四
オ、
五
ウ
|

六
オ

七
ウ
|

八
オ、
九
ウ
|

十
オ、
十一
ウ
|

十二
ォ 。

師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
九』
の
百
六
十
五
番
に
採
用
さ
れ
た

本
で
ある。
本
文
十
二
頁
分 、
挿
絵
十二
頁
分
と
挿
絵の
多い
本
で
あ
る。

こ
の
挿
絵
に
つ
い
て
正
本
集の
解
題
で
は、
水
谷
不
倒氏
のい
わ
れ
る

第一
類の
画
系
と
さ
れ、
本
書
の
帳
表
紙
に
も
「

第一
類の
画
系」
と

記
さ
れ
てい
る。
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高
丸
悪
路
王
責

装
中東
中
形
本。
一
冊。
一
八・
四×
二ニ・
二 。
改
装
総
裏
打 。

表
紙
替
表
紙。

題
簸
欠

匡
郭
一
六・
九×
コ
了
O 。

内
題
「

高
丸
悪
路
王
責」 。
下
に
「

初
段L 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段 、二
だ
ん
め:・
六
だ
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記
す。

た
だ
し、
三・
四・
五
段
は
「

た
ん
め」 。

刊
記
終
了
裏
本
文
末に
「

右
者
太
夫
直
之
以
正
本
写
之
令
板」
行
者
也」
と
あ
る。

板
7c 

未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数
十
六
行。

丁
数
十
了 。

キ反
JL' 、
上
方
に
「

あ
く
ろ」 、
下
方に
丁
付 。
板
心
の
形
式
は
二
種。
イ
(一・

:・
五・
八・
九
丁) 。
ロ
(
六・
七・
十
丁) 。
七
丁
目の
板
心
に
切
継
修

正
の
跡
あ
り 。

板
木
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
跡
で
あ
ろ
う
か。

イロ

九|

丁
付

八、
九、
口 、
十一
ノ
五 、
十
六 、
十
口L。

「
口 、
二 、
三
ノ
六 、
七、

挿
金与f1;・2三

六百円
分
(
見
聞
き
三) 。一
ウ
|二

オ、
四
ウ
l

五
オ、
九
ウ
|

十
オ。

，，^-ド耳
師
未
詳。

節
譜
な
し。

備
考
本
書は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
六』
の
百
二
十
五
番
に
採
用
さ
れ
て

い
る。
本
書
は
後
印の
省
略
改
変
本
で
あ
り 、
元
板の
三 、
四、
五 、

六
丁
を
削
除
し
て
新
し
く
現
在の
三
丁
目
(
丁
付
「

三
ノ
六」)
を
新

刻
し、
ま
た
閉
じ
く

十一 、
十
二 、
十
三 、
十
四、
十
五
丁
目
を
削
除

し
て
現
在の
八
丁
目
(
丁
付
「

十一
ノ
五」)
を
新
刻
し
てい
る。
新

刻
の
時
期
は
正
徳
か
ら
享
保
頃
の
聞
で
あ
ろ
う 。
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5 1  

坂
上
田
村
丸
誕
生
記

装
中員
中形
本。

冊
一
八
・

八
×

二
ニ
・

三 。

改
装
総
裏
打 。

表
紙
元
表
紙。
雷
紋つ
な
ぎ
菊
花
紋 。
元
表
紙の
上
に
替
表
紙
が
付
く 。

題
策
欠。

匡
郭
一
七・
二
×一
二・
四。

内
題
「

坂
上
田
村
丸
誕
生
記」 。
下
に
「

初
段」 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め・:
六
た
ん
め
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す 。

dH
リ
守
〔】

平i
三
回

終
丁
裏
本
文
末
に
「

右
此
本
者
太
夫
直
停
之
以
正
本ヲ」
一
字一
点
あ

や
ま
り
な
く
写
之
令」
板
行
者
也」
貞
亨
四
年
正
月
吉日」
大
停
馬三

町
目」
う
ろ
こ
か
た
や
新
板」
と
あ
る。

板
元
江
戸 、
う
ろ
こ
か
た
や。

イ丁

数
十
七
行。

丁
数
十
二
丁。

板
Jし、

上
方に
「

田」 、
下
方に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。
五、
七、
八

丁
目の
板
心
に
切
継
修
正の
跡
あ
り 。

a 

丁
付

八
ノ
九、
十、
十

一
ノ
十
二 、
十
三:・
十

「
口 、
三 、
六 、
七

六L 。六
頁
分
(
見
聞
き
三) 。一
ウ
|二

オ、
六
ウ
七
オ、
十
ウ
l

十一
ォ 。

挿
絵日市

未
詳。

節
譜
な
し。

備
考
本
書は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集

で
あ
る。

い
る。
丁
付
と

板
心の
切
継の
跡
か
ら
み
て 、
本
書
は
再
印の
省
略
本

第
六』
の
百
二
十
四
番
に
採
用
さ
れ
て

FD

 

戸hu
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四
天
王
若
さ
か
り

(
頼
光
勇
力
詩)

装
中真

中形
本。
一
冊。
一
八・
四×一
三・
四。
改
装。

表
紙
替
表
紙。

題
策
改
装。
東
大
本の
「

北
国
落」
に
貼
ら
れ
てい
る
題
笈(『
金
平
浄
瑠
璃

正
本
集
第
ご
図
版
五
九
六
頁)
を
模
し
て 、
表
紙
左
上
に
貼
る。

匡
郭
一
六・
七
×
=
了
三 。

内
題
「

四
天
王
若
さ
か
り」 。

下
に
「

初
段」。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め:・
六
た
ん
めと、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

けHH43 ld
T
T
E
吉
岡

終
丁
裏
本
文
末
に
「

右
此
本
者
太
夫
直
侍
之
正
本
を
以テ」
令
板
行
者

也」
大
侍
馬
三
町
目L
う
ろ
こ
が
た
や
新
板」
と
あ
る。

板
7じ

江
戸 、
う
ろこ
が
た
や。

干丁
数
十
六
行。

丁
数
十
四
丁

キ 反
Jい

上
方
に
「

勇L 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種。

丁
付
「一
:・

四、
五
ノ
六 、
七:・
十
五L。

挿
絵
十
頁
分
(
見
聞
き
五) 。一
ウ
二
オ、
三
ウ
|

四
オ、
七
ウ
八
オ、

十
ウ
十
オ
十
ウ
十
四
オ

自市
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
は
黒
丸
点。

備
考
本
書
は
『

金
平
浄
瑠
璃
正
本
集
第
二』
の
三
十
八
番
に
採
用
さ
れ
た

本
で
あ
る。
ま
た
本
書
は
貞
亨
元
禄
頃の
再
刻
本
で
あ
る
が 、
初
印
本

の
外題
は『
四
天
王
頼
光
勇
力
誇』
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
てい
る(『
金

平
浄
瑠
璃
正
本
集』
第一
・

第二
解
題)。
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な
す
の
与
一

舟
い
ニ
ん

装
中東

中形
本。

一
九・
七
×一
四・
O 。
現
在
は
裏
打
し
て
改
装
さ

冊

れ
てい
る
が 、
元の
紙の
大
き
さ
は一
七・
六
×一
三・
二 。

表
紙

藍
無
地。

元
表
紙。

元
表
紙の
上
に
替
表
紙
が
付
く 。

題袋駅
欠。
現
在
は
表
紙
に
「

な
すの
与一
舟い
こ
ん
完」
と
墨
書 。

匡
郭
一
六・
四×
三
了
三 。

内
題
「

な
すの
与一
舟い
こ
ん」 。
下
に
「

初
段」。

所
属
未
詳。

段
数

六
段。
初
段、
二
た
ん
め・:
六
た
ん
め
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

dHHU『 ldM
エ14言削
終
丁
裏
本
文
末
に
「

通
油
町
新
開
板L
と
ある。

板
7じ

通
油
町の
み
で
板
元
未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数

十
六
行。

丁
数

十
六
丁 。

キ 反
Jい

上
方
に
「

舟」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は
二
種 。
イ
(一
丁) 。

ロ

(
二:・
十
六
丁) 。

イロ

丁
付
「一・:

十
五、
十
六
終」。

挿
絵
十
二
頁
分
(
見
聞
き
六) 。一
ウ
二
オ、
三
ウ
|

四
オ、
六
ウ
|

七
オ、

九
ウ
l

十
オ、
十二
ウ
|

十
三
オ、
十
五
ウ
|

十
六
オ。
彩
色
加
筆
あ

師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
三』
の
七
十
番の
解
題
に
本
書
は
紹
介
さ
れ

てい
る。
七
十
番
東
大
図
書
館
本
は
京
八
文
字
屋
板、『
な
すの
興一
竹

生
嶋
詣付
舟い
こ
んの
事』
の
内
題
を
持
ち 、
外
題
は「
ふ
ない
こ
ん
」

と
あ
る
十一
段の
珍
しい
書
で
あ
る
が 、
本
書は
そ
れ
を
その
ま
ま
六

段
に
構
成
し
直
した
江
戸
板。
八
文
字
屋
板
は
寛
文
三
年
六
月の
刊
行

円tFhu

 

で
あ
る
が 、
本
書
は
板
式か
ら
判
断
し
て
貞
亨
噴
と
考
え
ら
れ
る。
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た
け
ち
合
戦

装
憤
中形
本。
一
冊。
一
八・
五×
二ニ・
三 。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠。

匡
郭
一
六・
七
×一
二・
三 。

内
題
「

た
け
ち
合
戦」。
下
に
「

初
段」。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
段
目・:
六
段
目
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記
す。

二
段
目
以
下
は
重
郭
付
き、
四
隅
に
菊
花の
模
様
入
りの
中
に
段
数
を

入
れ
る。

叫
H4
3
M

γ
T4
言
即

終
了
表
本
文
末
に
「

右
大
夫
直
之
正
本
を
以
令
板
行」者
也」
小
漬
屋

開
版」
と
あ
る。

板
7G 

小
演
屋 。
江
戸
板。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十
五
丁
半。

キ反
JL' 、
上
方
に
「

た
け
ち」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種。

十

丁
付
「

口 、
二 、
口 、
四、
口 、
七、
八:・
十
四、
十
五
ノ
六 、
十
七、
口」。

挿
絵
八
頁
分
(
見
聞
き
四) 。一
ウ
1二

オ、
四
ウ
l

五
オ、
八
ウ
九
オ、

十一
ウ
|

十
ニ
オ、
彩
色
加
筆
あ
り 。

絵
師
未
詳。

昨即
諮問
三
重 、
内、、 。
句
切
は
ない。

備
考
本
書
は
『

金
平
浄
瑠
璃
正
本
集
第
二』
の
四
十
番
に
採
用
さ
れ
てい

る。
段
名の
記
法
に
特
徴
が
あ
り 、
重
郭
で
菊
花
模
様
を
入
れ
る。
員

享
頃の
江
戸
での
刊
行
と
考
え
ら
れ
る
が 、『
大
和
守
日
記』
の
万
治
四

年二
月の
条
に
『た

け
ち
合
戦』
の
書
名
が
あ
る
と
こ
ろか
ら、
本
曲

は
同
日
記
記
入
時
以
前
に
上
演・
刊
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る。

oo

 

zu
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童
子
若
さ
か
り

装
中真

中形
本。
一
冊。
一
八・
二
×
二二・
三 。
改
装。

表
紙
替
表
紙
(
青
山
表
紙) 。

題
簸
欠。「
元
禄
旧
刻」
稗
史L
童
子」
若」
さか
り」
と
墨
書
し
た
萄
山
自

筆の
替
題
策
を
貼
る。

匡
郭
一
七・
O×
三
了
三 。

内
題
「

童
子
若
さ
か
り」 。

下
に
「

初
段」 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め・:
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記

す

HHe
ヨ
】

}+l-言E

終
了
裏
本
文
末に
「

小
漬

円U」
と
あ
る。

板
7c 

小
演
屋 。
江
戸
板。

イ7
数
十
七
行。

丁
数
十
四
丁。

板
Jし、

上
方
に
「
と
う
しL 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

丁
付
「一
:・

七、
七
ノ
八、
十・:
十
四、
十
五」。

挿
絵
十
二
頁
分
(
見
聞
き
六) 。一
ウ
二
オ、
三
ウ
|

四
オ、
五
ウ
六
オ、

九
ウ
十
オ、
十一
ウ
|

十
三
オ、
十
三
ウ
|

十
四
オ。
彩
色
加
筆
あ

絵
師
未
詳。

箭叩
諮問
「

三
重」
だ
け
が
あ
る。
句
切
は
ない。

備
考
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
三』
の
五
十
五
番の
解
題
で
本
書が
紹
介
さ

れ
てい
る。
五
十
五
番
国
会
図
書
館
本
は、
内
題
は
「

酒
典
童
子
若
壮」 、

外
題
は一
部
破
れ
が
あ
る
が
「
ど
う
じ
若
ざ
か
り」
か
と
思
わ
れ
る。

江
戸
さ
つ
ま
太
夫の
正
本
(
五
段)
で 、
万
治
三
年
八
月
京の
山
本
九

兵
衛
板
(
半
紙
本)で
あ
る

。
本
書
は
そ
れ
と
同
内
容
で
六
段、
元
禄

初
年
頃の
江
戸
板
で
あ
る。

Qd

 

pD
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聖
徳
太
子
御
伝
記

装
中真

替 中
表 ・ 形
紙 本

冊
一
九・
七
×一
三・
八。
改
装。

表
紙

題
告書己

欠

匡
郭
一
六・
八
×一
二・
O 。

内
題
「

聖
徳
太
子
御
侍
記」。
下
に
「

初
段」。

所
属
未
詳

段
数

六
段。
初
段、
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と 、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

H
リ
コ〕

エ'→言回

終
丁
裏
本
文
末
に
「
う
ろ
こ
か
た
や
新
板」
と
あ
る。

板
元
江
戸 、
う
ろ
こ
か
た
や 。

イ丁
数

十
ノ 、
行

丁
数

十
三
丁。

板
dし、

上
方
に
「

大
子」
「

太
子」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は
二
種。
イ

(
二
丁)。
ロ
(一 、
三・:
十
三
丁) 。
八
丁、
十
三
丁
目の
板
心
に
切
継

修
正の
跡
あ
り。

イ

77

 

ロ
丁
付
「一、

二、
三
四、
五・:
八、
九
ノ
十、
十一
:・

十
四、
十
五
六」

挿
絵
六
頁
分
(
見
聞
き
三) 。一
ウ
|二

オ、
五
ウ
六
オ、
十
ウ
|

十一
ォ。

彩
色
加
筆
あ
り。

�b ドZ
師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
八』
の
百
五
十
八
番
に
採
用
さ
れ
た

本
で
あ
る。
丁
付、
板
心の
切
継の
跡か
ら
判
断
し
て 、
本
書
は
省
略

改
変
本
で
あ
る。
本
来
は
十
六
丁
本
で
あっ
た
の
を 、
挿
絵
を
三
丁
分

省
略
し
た
もの
と
考
え
ら
れ
る。

ま
た
右
書
解
題
で 、
本
書
が
若
月
保
治氏
の
紹
介
さ
れ
た
上
方
板の

「
聖
徳
太
子
御
伝
記」(
仮
題)
と
ほ
ぽ
同
内
容
で
あ
り、
その
上
方
板

nu

 

no

 

が
山
本
角
太
夫
正
本
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
てい
る。
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源
氏
寓
歳
(
源
氏
万
歳
楽)

装
中員

中形
本。

表
紙
替
表
紙 。

冊
一
八・
O×一
三・
九。
改
装。

と
大
き
く
あ
り 、

元
題
叢
は
表
紙
見
返
し
に
貼
ら
れ
てい
る。

m-、川崎みどりおはしろeunん

お
に
「

井
締
鬼
白
女
中
山 中
万 央
太 に
夫 「」 、 1原f
十 氏じ
F 万E」 歳t
tPPi �t 

題
策

みどりは令&かae--

緑
花
赤
男

@」一一一
町
目」。 さ

つ
ま
外
記」
と
あ
る。
界
線
を
おい
て
下
に「
大
偉
馬」

歳
楽」
と
墨
書
し
た
紙
を
貼
る。

現
在の
表
紙の
左
上
に
は、
黄
色の
紙
に
「

源氏
万

内
題
「

源氏
蔦歳」 。

一
六・
五×
二
了
一。

下
に
「

初
段L 。

匡
郭

所
属
中
山
万
太
夫、
さ
つ
ま
外
記。

段
数

す 六
段。
初
段、
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記

dHHV『」】

干上Tl-言E

終
丁
裏
本
文
末に
「

右
此
本
者
中
山
万
太
夫
薩
「
外
記
直
停
之
以
正
本

板
7G 

江
戸 、
@ 。

令
板
行
者
也」
と
あ
る。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十
二
丁。

上
方
に
「
ま
ん
さい」 、
下
方に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

板
Jし、

尋
T 

丁
付
「一
:・

三 、
四
五、
六
七、
八、
九
十、
十一
:・

十
五」。

挿

八
頁
分
(
見
聞
き
四) 。一
ウ
|二

オ、
三
ウ
l

四
オ、
六
ウ
|

七
オ、

九
ウ
|

十
オ。

絵
師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は
『

金
平
浄
瑠
璃
正
本
集
第
三』
の
七
十
六
番
に
採
用
さ
れ
た

本
で
あ
る 。
中
山
万
太
夫、
薩
摩
外
記
に
つ
い
て
同
書に
詳
しい
解
題

が
あ
り 、

本
書
を
元
禄
中
頃の
刊
行
と
推
定
する。

唱EAnhu
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ゆ
い
せ
き
詩

装
中員

一
冊。
二
三・
O
×一
六・
一。
改
装。

中
本
型の
半
紙
本。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠。

匡
郭
一
七・
一
×一
二・
四。

内
題
「

ゆい
せ
き
誇」 。
下
に
「

初
段」。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め:・六
た
ん
め
と、
各段の
始め
下
方に
記
す。

dHHV守d
】

ザ+14言即

終
了
裏
本
文
末
に
「

右
此
本
者
太
夫
直
侍
之
以
正
本
無
相
違」
写
之
候

て
令
板
行
者
也」
通
塩
町」
錨
屋
新
板L
と
あ
る。

板
7G 

江
戸 、
錯
屋 。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十
四
丁。

板
，し、

上
方
に
「

そか
ご
(一・:
三 、
五:・
十
四
丁) 、
「

そか」
(
四
丁) 。
下

方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

ー

丁
付
「

萱 、
二・:
十
四」。

挿
絵
十
二
頁
分
(
見
聞
き
六) 。一
ウ
二
オ、
四
ウ
五
オ、
六
ウ
|

七
オ、

八
ウ
九
オ、
十
ウ
|

十一
ォ 、
十
二
ウ
十
三
ォ 。

絵
師
杉
村
治
兵
衛力。

節
譜
な
し。
句
切
は一
部
に
白
丸
点
が
あ
る。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集

の
四
十
四
番
に
採
用
さ
れ
た
本

第

で
あ
り 、

七
巻
物の『
曽
我
物
語』の
初
巻
に
相
当
する。
ま
た
本
書
と

は
別
版の『
曽
我
物
語』
七
日
分の
目
録の
二
丁
が
添
付
さ
れ
てい
る。

装
楠
半
紙
型二
葉 。
二
二・
六
×一
五・
六 。

匡
郭
一
八・
六
×

丁
付
「一」 、
「一一

」

初日「
ゆい
せ
き
そ
が
物か
た
り」、
二
日
め「
こ
ん
げ
ん
そ
が
物か
た
り」、

三
日
め
「

頼
朝
御
代
始
石
橋
山
合
戦L 、
四
日
め
「

き
りか
ね
そ
が
」、

- 62 -

五
日
め
「

小
袖
そ
が
物
が
た
りL 、

六
日
め
「

十
ば
ん
ぎ
り」、

七
日
め

「
つ
い
ぜ
ん
そか
物か
た
り」
と
ある。
各
巻
六
段
で
段
ご
と
に
標
題
も

あ
る
が 、
詳
細
は
正
本
集
解
題
参
照 。

本
文
庫に
は、
七
巻
物の『
曽
我
物
語』の
内、
六
巻
分
が
あ
る。
その
内、

明
暦
頃の
板
を
襲っ
た
再
印
本
は、
四
巻(
本
目
録
六
十一
番 、
板
元
不

明) 、
五
巻(
六
十
三
番 、
板
元
不
明) 、
七
巻(
六
十
四
番 、
山形
屋
利
平

板)の
三
本
で
あ
り 、
錨
屋の
再
刻
本
は、一
巻(
本
書) 、
二
巻(五
十
九

番) 、
三
巻(
六
十
番) 、
四
巻(
六
十
二
番)
の
四
本
で
あ
る
が 、
四
本

そ
れ
ぞ
れ
内
題の
形
式・
刊
年
記
等
に
異
同
が
あ
り 、
同
時
期
に
シ
リ

ー
ズ
物
と
し
て
出
版
し
た
もの
か
ど
う
か
明
ら
か
で
ない。
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曽
我
物
語

MM
何
日
仙
の

装
中東

一
冊。
二
三・
O×一
八・
一。
改
装。

中
本
型の
半
紙
本。

表
紙
替
表
紙。

題
霊安
欠。

匡
郭
一
七・
一
×一
二・
三 。

内
題
「

曽
我
物
語村一日一一
一九一の
」。
下
に
「HHソル又0

4T
F」

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記

す

刊
記
終
丁
裏
本
文
末
に
「

右
此
本
者
太
夫
直
停
之
以
正
本
無
相
違」
写
之
候

て
令
板
行
者
也L
通
塩
町」
錨
屋
新
板」
と
あ
る。

板
JG 

江
戸 、
錨
屋 。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十
五
丁。

板d し、

上
方
に「
そか
二
」寸
そ
ノ一
ご 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種。

e ' 

丁
付

「
萱 、
二・:
十
五」。

挿
絵
十
四
頁
分
(
見
聞
き
七) 。一
ウ
ニ
ォ 、
三
ウ
|

四
オ、
五
ウ
|

六
オ、

七
ウ
八
オ、
九
ウ
|

十
オ、
十一
ウ
|

十
二
オ、
十
三
ウ
|

十
四
オ。

絵
師
杉
村
治
兵
衛力。

節
譜
な
し。
句
切
は
白
丸
点
と
黒
丸
点の
混
用。

備
考
本
書は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第

の
四
十
五
番
に
採
用
さ
れ
た
本

で
あ
り
七
巻
物の
『

曽
我
物
語』
の
第
二
巻
に
相
当
する。

- 63 一
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石
ば
し
山

装
中東
中
本
型の
半
紙
本。
一
冊。
二
三・
O×一
六'-- o
改
装。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠

匡
郭
一
七・
O×一
二・
三 。

内
題

「
三
日
め
石
ば
し
山」。
下
に
「

初
段」。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
ニ
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記

す。

リ
リ
コ]

エ1
室
副

終
丁
裏
本
文
末
に
「

右
此
本
者
太
夫
直
正
本
也

通
塩
町」
か
ぎ
や

新
開
板」
と
あ
る。

板
7c 

江
戸
か
ぎ
や。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十
六
丁 。

キ反
Jい

上
方
に
「

そか一二」、
下
方に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

盲-胴白

「||

丁
付

「
萱 、
二:・
十
六」 。

挿
絵
十
四
頁
分
(
見
聞
き
七) 。一
ウ
|二

オ、
三
ウ
|

四
オ、
五
ウ
六
オ、

絵
師
杉
村
治
兵
衛力。

七
ウ
|

八
オ、
九
ウ
十
オ、
十
二
ウ
|

十
三
オ、
十
四
ウ
|

十
五
オ。

節
譜
な
し。
句
切
は一
部
に
白
丸
点 。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集

解
題
で
紹
介
さ
れ
てい
る
本
で
あ
り

ニ
巻
に
相
当
する。

第二』
の
四
十
六
番
『

石
ば
し
山』
の

七
巻
物の
『

曽
我
物
語』
の
第

- 64 -



6 1  

き
り
か
ね

装
備

元 中
表 本
紙 型。 の
標 半
色 紙
無 本
t也 。

一
冊。
二
二
・

二
×一
五
・

七。

表
紙

題
金主只只

欠

匡
郭
一
七
・

O×
三
了
一。

内
題
「
き
りか
ね」 。
下
に
「

初
段」 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
段
目・:
六
段
目
と 、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

HH4コ]
エt-冨岡
な
し。

板
7巳

未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数
十
六
行。

丁
数
十
四
丁
半

キ反
'い

上
方
に
「

そ
ノ
四」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種。

宅E

丁
付
「

口 、
三 、
四、
五
六 、
口 、
八・:
十
五、
十
六
十
七、
口」。

挿
絵
八
頁
分
(
見
聞
き
四)。
二
ウ
|

三
オ、
六
ウ
|

七
オ、
九
ウ
|

十
オ、

十
ウ
十
オ

絵
師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない 。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
二』
の
四
十
七
番
に
採
用
さ
れ
た
本

と
思
わ
れ
る。
七
巻
物の

『
曽
我
物
語』
の
四
巻
目
に
相
当
する。
本

書
は
明
暦
頃の
板
を
襲っ
た
再
印
本
で
あ
る。
丁
付
に、
五
六 、
十
六

十
七
と
あ
るの
は
再
印の
時
に
挿
絵
を
省
略
し
た
と
考
え
ら
れ、
再

印の
時
期
は
元
禄
頃
で
あ
ろ
う。
挿
絵
も
明
暦の
絵
を
襲、つ
が
崩
れ
も

見
ら
れ
る。
本
書は
六
十
三
番(
板
元
不
明) 、
六
十
四
番
(
山形
屋
利

平
板)
と
同
系の
書
で
あ
る
が 、
三
本
そ
れ
ぞ
れ
少
し
く
異
同
が
あ
り

その
出
版の
前
後
関
係
等
明
らか
で
ない 。

戸bnhu
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き
り
か
ね

装
中東

一
冊。
二
二・
九
×一
六・
一。
改
装。

中
本
型の
半
紙
本。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠。

匡
郭
一
六・
八
×
二
了
四。

内
題
「

四
日
め
き
りか
ね」 。
下
に
「

初
段」。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め・:
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記

す

HH4
3〕

平
土言回

終
丁
裏本
文
末
に
「

右
此
本
者
太
夫
直
停
之
以
正
本ヲ
無
相」
違
写
之

令
板
行
者
也」
元
禄
五
年問
初
春
吉
日
通
塩
町」
錨
屋
新
板」。

板
7じ

江
戸 、
錨
屋 。

イ7
数
十
七
行 。

丁
数
十
六
丁。

キ反
Jレ

上
方
に
「
き
り」

下
方に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

丁
付
「

萱 、
二:・
十
六」 。

挿
絵
十
四
頁
分
(
見
聞
き
七) 。一
ウ
|二オ、

三
ウ
|

四
オ、
五
ウ
|

六
オ、

七
ウ
|

八
オ、
九
ウ
|

十
オ、

絵
師
杉
村
治
兵
衛ヵ。

な
し。
句
切
は
白
丸
点
で
数ヶ
所
あ
る。

第
二』
の
四
十
七
番
『

き
り
か
ね』
の

節
譜

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集

解
題
で
紹
介
さ
れ
てい
る
本
で
あ
る。
本
文
調
章
は
本
目
録
六
十一
番

十一
ウ
|

十
二
オ、
十
四
ウ
|

十
五
オ。

目
に
相
当
する。

の
『

き
りか
ね』
に一
致
し、
共
に
七
巻
物の
『

曽
我
物
語』
の
三
巻

ρりρb
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銀
さ
ん
だ
ん

装
憤

冊

中形
本。

一
九・
O×
二ニ・
三 。
改
装。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠

匡
郭
一
六・
八
×
三
了
O 。

内
題
「

銀
さ
ん
だ
んL 。
下
に
「

初
段」。
但
し
内
題
上
に
空
白
が
あ
る。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
段
目・:
六
段
目
と、
各
段の
始
め
下
方に
記
す。

HHJ
コ]

エl-一泊凶

な
し。

板
フじ

未
詳。
江
戸
板 。

行
数
十
六
行。

丁
数
十
四
丁

板
Jし、

上
方
に
「

その
五」 、
下
方
に
丁
付。
板、心の
形
式
は一
種。
一 、
五

十
四
丁
目の
板
心
に
切
継
修
正の
跡
あ
り。

丁
付
「

二:・
五、
六
七
八・:
十
五、
十
六
十
七」。

挿
絵
八
頁
分
(
見
聞
き
四) 。
二
ウ
|

三
オ、
六
ウ
七
オ、
九
ウ
|

十
オ、

十
ウ
十
オ

絵
師
未
詳。

節
譜
な
し 。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第二』
の
四
十
八
番
に
採
用
さ
れ
た
本

で 、
七
巻
物の

『
曽
我
物
語』
の
五
巻
目
に
相
当
す
る。
本
目
録
六
十

一
番の
『

き
り
か
ね』
と
同
じ
く 、

本
書
も
明
暦
頃の
板
を
襲っ
た
再

印
本
で
あ
る。
但
し
書形
は
『

き
りか
ね』
が
半
紙
本
で
あ
り 、

本
書

は
中
本
で
あ
る。

67 一
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ぜ
ん
じ
そ
が

装
申貞

半
紙
本。
一
冊。
二
二・
O×一
五・
五。
改
装。

表
紙
替
表
紙。

題
筆
欠

匡
郭
一
六・
九
×一
二・
一 。

内
題
「ぜ

ん
じ
そ
が」 。
下
に
「

初
段」 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
段
目・:
六
段
目
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

日リ
コld

工12一
回

付

終
丁
裏
本
文
末
に
「

江
戸
通
泊
町」
山形
屋
利
平
板
行L
と
あ
る。

板
7じ

江
戸 、
山形
屋
利
平 。

イ丁
数
十
六
行。

丁
数
十
四
丁

板
dし、

上
方
に
「

そ
ノ
七」、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種 。
七、
九、

十
丁
目の
板
心
に
切
継
修
正の
跡
あ
り 。

そ|

主

丁
付
「一
:・

六 、
七
八、
九 、
十一、
十
二
十
三 、
十
四:・
十
七」。

挿
絵
八
頁
分
(
見
聞
き
三 、
片
面二) 。一
ウ
|

二
オ、
三
オ、
五
ウ
|

六
オ 、

十
二
オ、
十
三
ウ
|

十
四
ォ 。
彩
色
加
筆
あ
り 。

絵
師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は

の
五
十
番
に
採
用
さ
れ
前

『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
第

島
春
三
氏
蔵
本
と
さ
れ
てい
た
本
で
あ
る。
七
巻
物の
『

曽
我
物
語』

の
第
七
巻
に
相
当
する。
正
本
集の
解
題
で 、、
本
書
終
丁
裏の
郭
上
に

墨
書
が
あ
る
旨
が
記
さ
れ
てい
る
が 、
現
在
は
その
部
分
を
切
り
抜
き、

裏
よ
り

別
紙
で
裏
打
さ
れ
てい
る。

表
紙
見
返
し
に、「レ
イン
氏
蔵
『

曽
我
七
日
分
挿
絵
集』
に
よ
る
とこ

の
『

ぜ
ん
じ
曽
我』
の
挿
絵
は
省
略
は
ない。
挿
絵
よ
け
れ
ど
汚
点
あ

り」
とい
う、
横
山
重氏
の
識
語
が
貼
ら
れ
てい
る。

68 
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北
条
五
代
記

装
慎
半
紙
本。
七
冊。
(一
之
巻)
二
二・
五
×一
五・
0。
(
二
之
巻
以

下)
二
二・
五
×一
五・
四。

表
紙
元
表
紙。
鼠
色
無
地。

題
策
一
之
巻
にの
み
残る。
重
郭。
上
に
「

絵
入」
と
横
書
き
し、
界
線
を

おい
て
「

北
条
五
代
記」
と
大
き
く
記
す。
下
部
は
欠
破 。

他の
巻
で
は
欠
落 。
三・
四・
六・
七
之
巻の
表
紙
に
は、
題
名
と
巻

数
を
墨
書 。

匡
郭
(
了
二
之
巻)一
七・
二
×一
二・一 。
(
三
之
巻)一
七・
三
×一
二・
二 。

(
四
之
巻)一
七・一
×一
二・
二 。
(
五
之
巻)一
七i・
三×一
二・
二 。(
六

之
巻
二
七・
O×一
二・一。
(
七
之
巻
二
七・
二
×
コ
了
三 。

内
題
各
巻
と
もに
「

北
条
五
代
記」 。
下
に
「一・:

七
之
巻」 。

所
属
未
詳。

段
数
各
巻
六
段。
各
巻
と
も 、
第一一:・
第
六
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

た
だ
し
四
之
巻の
第
六
だ
け
が
な
く 、

段
数
が
あっ
た
と
思
わ
れ
る
所

一
行
あ
き
が
あ
る。

dHHU守」I】

エ14言即

終
丁
裏
本
文
末
に
次の
よ
う
に
記
す。
(一
・

二・
四
之
巻)
「
う
ろ
こ

か
た
や
開
板」。
(一一
了
五・
六
之
巻)「
北
条
五
代
記
三
(
五・
六)
之

巻
終
鱗形
屋
開
板」 。
(
七
之
巻)
元
禄
十
年H
正
月
吉
田」
北
条
五

代
記
七
之
巻
終」
大
停
馬
三
町
目」
う
ろ
こ
か
た
や
孫
三
郎
板」 。

板
7じ

江
戸 、
鱗形
屋
孫
三
郎 。

イ丁
数
各
巻
十
六
行。

丁
数
各
巻
十
三
丁。

板
JL、

(一
之
巻)
上
方に
「

北
条
壱」 、
(
二
之
巻)
「

北
条二L 、
(
三
之
巻)

「
北
条
三」、
(
四
之
巻)
「

北
条
四L 、
(
五
之
巻)
「

北
条
五」 、
(
六
之

巻)
「

北
条
六」、
(
七
之
巻)
「

北
条
七」 。
各
巻
と
も
下
方
に
丁
付。

板
心の
形
式 。
一
・

二・
三・
四・
六・
七
之
巻
は一
種 。
五
巻
は

種 。
イ(一
・

二・
三・
四・
六・
七
之
巻の
全
丁。
五
之
巻の一・:

五、
七・:
十
二
丁) 。

Qd

 

nhu

 

ロ
(
五
之
巻の
六・
十
三
丁) 。

イ

司・・・--EW時以内↓
10

|司

ロ

ヒ
l

丁
付
各
巻
「

初二 、
三・:
十
四」。

挿
絵
各
巻
八
頁
分
(
見
聞
き
四) 。一
ウ
|二

オ、
四
ウ
五
オ、
七
ウ
|

八

ォ 、
十一
ウ
十二
オ。
一
部
に
彩
色
加
筆
あ
り。

師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
七』
の
百
四
十
七
番
に
採
用
さ
れ
た
本
で
あ

る
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太
平
記

装
槙
半
紙
本。
五
巻
分
合
冊(
全
七
巻の
内、
四・
七
之
巻
欠)。
各
巻の
聞
に

は
白
紙
を一
枚づ
っ
入
れ
る。
二一・
六
×一
五・
六 。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠

匡
郭
(一
之
巻)

一ムハ・
=一
×

一
六・
四×
二一・
O 。
(
二
之
巻)

。 。
(
三
之
巻)

六・
四×一
二・
0。
(
五
之
巻)
一
六・
五×

二・
一。
(
六
之
巻)
一
六・
=
マ八
三
了
O 。

内
題
一
之
巻
で
は「
太
平
記
一
之
巻」 。
各
巻
と
も
同形
式
で
巻
数
だ
け
が

変
わ
る。
所
属
未
詳。

段
数
各
巻
六
段。
各
巻
と
も 、
第一一:・
第
六
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

dHHV
寸」
】

T申
l
==
E

各
巻
と
も
終
丁
裏
本
文
末
に
閉
じ形
式の
尾
題
を
持つ。
一
之
巻
で
は

「
太
平
記一
之
巻
終」。
巻
数の
と
こ
ろ
だ
け
が
各
巻
で
変
わ
る。

之
巻
だ
け
は
「

二
ノ
巻」 。

板
7c 

未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数
各
巻
と
もに
十
七
行。

丁
数
各
巻
十二
丁。

板
Jし、

各
巻
上
方に
「一
ノ
巻」
コ一
ノ
巻」
「

三
ノ
巻」
「

五
ノ
巻」「
六
ノ
巻」 、

下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は、
一
之
巻 、
二
ノ
巻 、
三
ノ
巻 、
五
ノ

巻
は一
種。
六
之
巻
は
二
種 。
イ
(一
之
巻 、
二
之
巻 、
三
之
巻 、
五

之
巻の
全
丁。
六
之
巻の一
:・

九・
十
二
丁) 。
ロ
(
六
之
巻の
十・
十

一
丁) 。
ま
た 、
一
之
巻の
六
丁
目、
二
之
巻 、
三
之
巻の
九
丁
目、
六

之
巻の
三
丁
目
に
切
継
修
正の
跡
あ
り。

イロ

丁
付
(
ご「
初
ノ
二、
三:・
六 、
七
ノ
八、
九・:
十
四
終」。
(
二)
「

初
ノ
二 、
三

-:
九、
十
ノ
十一、
十
二・:
十
四
終」。
(
三・
五)
「

初二、
三:・
九、
十
ノ

十一 、
十二:・
十
四」。
(
六)「
初
ノ
二 、
三 、
四、
五
ノ
六 、
七:・
十
四」。

- 70 一

挿

一
・

二・
三・
五
之
巻
は
八
頁
分
(
見
聞
き
四) 。
六
之
巻
は
六
頁
分

(
見
聞
き
三) 。

(一
之
巻)
一
ウ
二
オ 、
三
ウ
l

四
オ、
八
ウ
|

九
オ、
十一
ウ
l

十二

ォ 。(
二・
三・
五
之
巻
ご
ウ
|二

オ 、
三
ウ
|

四
オ、
六
ウ
l

七
オ 、
十一

ウ
ー

十二
オ。(
六
之
巻)一
ウ
二
オ、
六
ウ
i

七
オ、
十
ウ
!

十一
ォ。

絵
師
未
詳。

節
譜
な
し 。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集

の
百
四
十
五
番
に
採
用
さ
れ
た

第
七』

本
で
あ
る。
但
し
正
本
集
で
は、
欠
巻の
四
之
巻
を
国
会
図
書
館
本

七
之
巻
を
西
尾
市
立
図
書
館
本
(
内
題
「

楠
軍
記」)
で
補っ
てい
る。
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追
加
太
平
記

装
頗

七
冊。
(一
・

二・
三・
六
巻)
二
二・
六
×一
五・
六 、
(
四

半
紙
本

-
七
巻)
二
二・
五
×一
五・
六 、
(
五
巻)
二
二・
六
×一
五・
七。

表
紙
元
表
紙。
各
巻
と
もに
黄
土
色
無
地。

題
策
一
之
巻
は
剥
落
し
て 、
重一
郭
と
文
字の一
部
が
残
るの
み
で
あ
る
が

二
之
巻
以
下
に
は
題
策
が
残
る。

a-w民ur-

't」立ロ

ト

ト

と
横

「
ゑ
入」

重
郭。

書
し、
その
下
中
央
に
「

太
平
記」
と
大
き
く
あ
り 、
その
右
下
に「二

之
巻」
の
よ
う
に
巻
数
を
入
れ
る。
七
巻
だ
け
は
「

七
之
巻
終」 。

但
し、
「二」
「

三」
の
よ
う
な
巻
数の
数
字 、
及
び
七
之
巻の
「

終」

こ
れ
ら
題
驚
は
巻
数
を
入
れ

とい
う
字
は
墨
書
さ
れ
た
もの
で
あ
り 、

ない
で
作
ら
れ
た
もの
を
用い
て
い
る。

匡
郭
二
之
巻)

一
六・
七
×

一
五・
八
×一
一
・

九。
(
二
之
巻)

九。
(
三
之
巻)
一
六・
五
×一
一
・

八。
(
四
之
巻)
一
六・
五×

二・
O 。
(
五
之
巻)
一
六・
三
×一
一
・

九。
(
六
之
巻)
一」
ノ、

×
コ
了
O 。
(
七
之
巻)
一
六・
三
×
三
了
O 。

内
題
(一
之
巻)
「

追
加
太
平
記
壱
之
巻L。
下
に
「

初
段」。

(
ニ
之
巻)
「コ一一一一

義
貞二
代
軍」 。
下
に
「

初
段」。

(
三
之
巻)
「訪日制

山
崎
合
戦」 。
下
に
「

第
ご 。

(
四
之
巻)
「

太
平
記
四
巻
新
国
大
明
神」 。
下
に「
第
ご。

(
五
之
巻)
「

太
平
記
五
之
巻
赤
松
合
戦」 。
下
に
「

第
ご。

(
六
之
巻)
「対日続

細
川
四
国
合
戦」 。
下
に
「

第
ご 。

(
七
之
巻)
「
民間
東
西
軍
記」 。
下
に
「

第一」 。

所
属
未
詳。

段
数
各
巻
六
段。
(一
・

二
之
巻)
初
段、
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め 、
(
三
之

巻
以
下)
第一・:
第
六
と、
各
段の
始
め
に
記
す。

dHHd可
γTd-E

 

各
巻 、
終
了
裏
本
文
末
に
次の
知
く

記
す。

(一
之
巻)
「

正
月
吉
日」
江
戸
大
偉
馬
三
町
目」
本
問
屋
喜
右
衛
門

巳川区山内。
主ホ4f」

(
二
之
巻)
「

正
月
吉
日」
大
俸
馬
三
町
目」
本
問
屋
喜
右
衛
門
板」。

ーiヮ，

(
三
之
巻)
「

右
者
本
書
を
以
写
令
板
行
者
也」
正
月
吉
日
大
停
馬

町
目
本
問
屋
喜
右
衛
門
板」。

(
四・
五
之
巻)
「

正
月
吉
日」
江
戸
大
停
馬
三
町
目」
本
問
屋
喜
右

衛
門
板」。

(
六
之
巻)
「

宝
永
七
年時
正
月
吉
日」
大
て
ん
ま
三
丁
め」
本
間
や

喜
右
衛
門
板L。

(
七
之
巻)
「

此
跡
よ
り
後
太
平
記
七
巻ニ
板
行
仕
候」
宝
永
七
年時

正
月
吉
日」
大て
ん
ま
三
町
目」
本
問
屋
喜
右
衛
門
板」。

板
元
江
戸 、
本
問
屋
喜
右
衛
門。

イ丁
数

二
之
巻)
十
七
行。
(
二
之
巻
以
下)
十
六
行。



丁
数
(一
之
巻:・
六
之
巻)
十
二
了 。
(
七
之
巻)
十一
了 。

板
Jし、

ご
之
巻)
上
方
に
「

初」 o
A二
之
巻}
上
方
に
「
よ
し」 。
(
三
之
巻)

上
方
に
「

山」。
(
四
之
巻山
上
方
に
「

大
明
神」 。
(
五
之
巻)上
方
に

「
あか
松」 。
(
六
之
巻V
上
方
に
「

ほ
そ」 。
(
七
之
巻)
上
方
に
--， 
と

ぅL 。
各
巻
と
も
下
方に
丁
付。
板
心
の
形
式
は
一
・

三
・

四
・

五・

六
・

七
巻
は一
種 。
二
巻の
み
二
種 。
イム
九一
・

三
・

四
・

五
・

六
・

七
巻の
全
T 、
二
巻の一
・

二
・

四
・

六:・
十
丁) 。
ロ
(
二
巻の
三
・

五
・

十
二
丁) 。

イロ
丁
付

五
ノ
七 、
八:・
十
四L 。
(
二
之
巻)
「一
:・

六 、

(一
之
巻)
「一
:・

四、

七
ノ
十、
十一
:・

十
五」 。
(
三
走
巻)
「一・:

六 、
七
ノ
十、
十一
:・

十

五」o-(
四
之
巻)
「一
:・

四、
五
ノ
七、
八・:
十
四L 。
(
五
之
巻)
「一

-:
四、
五
ノ
七 、
八:・
十
四」。
(
六
之
巻)
「一
:・

六 、
七
ノ
十 、
十一

-:
十
五L 。
(
七
之
巻)
「一
:・

八、
九
ノ
十一 、
十
二
ノ
三 、
十
四」 。

挿
絵
各
巻
入
頁
分
(
見
聞
き
四) 。
各
巻
と
も 、
一
ウ
二
オ、
四
ウ
|

五
オ、

七
ウ
|

八
オ、
十
ウ
|

十一
ォ 。

{ò ."玄
師
一
之
巻の
五
オ
に
「

ゑ
し
奥
村
政
信」、
二
之
巻の一
ウ
に
「

ゑ
し
政

信」と
あ
る

。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない 。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
七』
の
百
四
十
六
番
に
採
用
さ
れ
た

本
で
あ
る。

の
上
部
に
空
白
が

一
之
巻か
ら
五
之
巻の
「

正
月
吉
日」

あ
り 、

再
印
本
と
推
定
さ
れ、
そ
の
こ
と
は
東
大
文
学
部
国
文
学
研
究

室
蔵の一
之
巻
に
「

宝
永
四丁亥
年
正
月
吉
日」
の
刊
年
記
が
あ
る
こ

とか
ら
立
証
さ
れ
る 。
本
書
は
本
目
録
六
十
六
番の
『

太
平
記』
の
続

篇
と
な
る
七
巻
物
で 、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵の
『

後
太
平
記』
が
本
書

に
続
く

七
巻
物
と
なっ
てい
る。
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68 

〔
三
社
詫
官一〕

装
中東

中形
本。
一
冊。
一
八・
五
×一
三
・

O 。

表
紙
元
表
紙ヵ 。
黒
無
地内

題
策
欠。

匡
郭
一
六
・

五×一
一
・

七。

内
題
巻
頭
落
丁の
た
め
不
明 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。「二
た
ん
め」 、
「

三
た
ん
め」 、
「

四
段
めL 、
「

五
段
め」 、
「

六
た

ん
めL
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

刊
記
な
し。

板
フじ

未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数
十
六
行。

丁
数
十
五
丁 。
但
し
元
は
十
六
丁
t

板
dし、

上
方
に
「

宅へ
下
方
に
丁
付。
但
し
三
丁
に
は
「

宅」
の
字
は
ない 。

板
心の
形
式
は
二
種 。
イ
(

ニ
丁) 。
ロ
(一
了
四:・
十
四
丁) 。

イ

It 

ロ

百|

丁
付
「

口・: 、
十
二 、
十
三 、
口 、
口 、
口」 。

挿
絵
十一
頁
分
(
見
聞
き
五、
片
面
二 。一
オ、
三
ウ
|

四
オ、
五
ウ
|

六

ォ 、
八
ウ
1

九
オ、
十一
ウ
|

十
二
オ、
十
四
ウ
|

十
五
ォ 。

ý.ô 
if\l又
師
未
詳。
杉
村
治
兵
衛
系ヵ。

時即
諮問
「

三
重」
の
み 。
句
切
は
ない 。

備
考
本
書
は
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
八』
の
百
六
十
二
番
に
採
用
さ
れ
た

本
で
あ
る。
破
れ
や
汚
れ
が
多い 。
一
オ
・一

ウ
の一
丁
分
が
欠
け
て

お
り

一
ウ
は
挿
絵
で
現
在
残
る
二
オ
と
見
聞
き
の
図
を
成
し
てい

た
もの
と
思
わ
れ
る。

『
三
社
詫
宣
由
来』
の
加
賀
嫁
正
本
は、
延
宝
六
年
正
月
に 、
山
本
九

兵
衛
と
鶴
屋
喜
右
衛
門か
ら
刊
行
さ
れ
てい
る
が 、
本
書
は
現
存
唯一

qa

 

門i

の
江
戸
板
で
あ
る。
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〔
大
友
真
鳥〕

装
順

一
八・
七
×一
三・
五。
改
装。

表
紙
替 中
表 f 形
紙 本

一
冊。

題
霊安
欠。

匡
郭
一
六・
O×一一
了
一。

内
題
内
題の
部
分
が
削
除
さ
れ、
下
方に
「

初
段」
と
あ
る。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記

す

叶Hd
コ〕

γ
T
三回

終
了
裏
本
文
末
に
「

右
者
太
夫
直
之
正
本
誤
無
写
是
令
板
行
者
也」

享
保

hU
年
正
月
吉
日L
大
侍
馬
三
丁
目L
う
ろこ
が
た
や
孫
兵
衛
新

板」
と
あ
る。

板
7巳

江
戸 、
う
ろこ
が
た
や
孫
兵
衛。

イ丁
数
十
六
行 。

丁
数
十
丁。

キ反
JL' 、
上
方
に
「

取」 、
下
方に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

門川川川凶

il

ll-リH

吋lis -ぃ

丁
付
「

初二 、
三:・
六
七
八 、
九:・
十
二」。

挿
絵
八
頁
分
(
見
聞
き
四) 。一
ウ
|二

オ
四
ウ
五
オ、
六
ウ
|

七
オ、

九
ウ
十
オ

絵
師
二
オ
の
挿
絵
左
上に
「

近
藤
助
五
郎
清
春
図」
と
あ
る。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない 。

備
考
『

古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
三』
の
六
十
五
番
『

大
友の
ま
と
り』

解
題

に
東
大
図
書
館
蔵の
江
戸
板(〔
異
鳥
粂
道〕)
が
紹
介
さ
れ
て
お
り 、

本
書
はこ
の
東
大
本
と
同
板
と
考
え
ら
れ
る。
た
だ
し
東
大
本
が 、
段

数
を
削
除
し
てい
る
の
に
対
し、
本
書
で
は
初
段
か
ら
六
段
固
ま
で

の
段
数
表
記
が
残
る。

- 74 一
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金
平
か
ふ
と
ろ
ん

装
帳

冊

中形
本 。

一
八
・

四×一
三・
三 。
改
装。

表
紙
替
表
紙。

題
叢
欠

匡
郭
一
六・
四×
士
了
O 。

内
題
「

金
平か
ふ
と
ろ
ん」 。
下
に
「

初
段」 。

所
属
未
詳 。

段
数
六
段。
初
段、
二
段
目・:
六
段
目
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

川
H4
コ〕

γ
T-一罰則

終
丁
裏
本
文
末
に
「

正
月
吉
日L
との
み
あ
る。

板
7c 

未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数
十
六
行。

丁
数
十
丁。

板
Jし、

上
方に
「か

ふ
と」
「か

ぶ
と」 、
下
方
に
丁
付。
板、心の
形
式
は一
種 。

丁
付
「

口 、
二・:
五、六
七、

口 、
九、
口 、
口」。

挿
絵
六
頁
分
(
見
聞
き
三) 。一
ウ
二
オ 、
五
ウ
l

六
オ、
九
ウ
|

十
オ。

彩
色
加
筆
あ
り 。

絵
師
未
詳。
西
村
重
長ヵ 。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない 。

備
考
『

金
平
浄
瑠
璃
正
本
集
第
二』
の
二
十
七
番
に 、
東
北
大
蔵の
寛
文

二
年
版の
『

公
平か
ぶ
と
ろ
ん』
が
採
用
さ
れ
てい
る。
同
書の
解
題

に 、
享
保
頃の
江
戸
板
と
し
て
東
大
震
亭
文
庫
本
と、
大
東
急
記
念
文

庫
本の
二
本
が
紹
介
さ
れ
てい
る
が 、
本
書
も
こ
れ
ら
と
閉
じ
江
戸
板

系 。

- 75 -



7 1  

よ
り
ち
か
童
子

装
輔
中
形
本 。
零
葉
三
枚 。
一
八・
五X
二二・
一 。

表
紙
な
し。

題
策

弁Fし 。

匡
郭
一
六・
五×
二
了
一。

内
題
「
よ
り
ちか
童
子」 。
下
に
「

初
段」。

所
属
未
詳。

段
数
未
詳 。

刊
記
巻
末
落
丁の
た
め
不
明 。

板
7じ

未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数
十
七
行P、

丁
数

葉 。
た
だ
し
第一
丁
(
丁
付
二
の
裏の
挿
絵の
左
半
分
が
失
わ
れ

て
お
り 、
第
三
丁
(
丁
付
七)
は
上
万
三
分の一
が
欠
破
し
て
お
り 、

裏の
左
三
分の
二
が
ない 。

板d し、

上
方
に
「
よ
り
ちかL 、
下
方に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

丁
付
「一
・

四・
七」。

三
頁
分 。
丁
付
「

ご
の
丁の
裏、
丁
付
「

四」
の
丁の
表、
丁
付

挿
絵

「
七」
の
丁の
表。

自市
未
詳。

節
三並

な
し。
句
切
は
ない 。

備
考
欠
破の
多い
三
葉
で
あ
る
が 、
未
紹
介の
金
平
浄
瑠
璃の
正
本
で
あ
り 、

板
式 、
挿
絵
等か
ら
判
断
し
て 、
享
保
頃の
刊行
と
推
定
さ
れ
る。

題
名
に
あ
る
「
よ
り
ちか
」
は、
源
頼
光の
嫡
子
と
さ
れ
『

頼
光
跡

目
論』
等
に
も
登
場
す
る
人
物
で
あ
る。
渡
辺
綱の
弟 、
広
綱
も
登
場

す
る
点
等か
ら
も 、『
頼
光
跡
目
論』
と
関
係
す
る
作
で
あ
る
と
推
定
さ

れ
る。
但
し
金
平の
姉の
「

た
ち
ば
な
姫」
が
活
躍
する
事
等 、
他の

金
平
物
で
は
み
ら
れ
ない
場
面
も
ある。
金
平
浄
瑠
璃
に
お
け
る
頼
親

- 76 一

の
扱い
に
つ
い
て
は、
「

語
文」
四
十
五
輯
「

創
成
期の
金
平
浄
瑠
璃」

(
秋
本
鈴
史)
参
照 。



72 

〔
を
く
り〕

装
中貞

半
紙
本
一
冊。
一
二
・

八
×一
五・
五。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
祭
欠

匡
郭
一
九・
七
×一
四・
五 。

内
題
巻
頭
落
丁の
た
め
不
明 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段ヵ。
「

四
た
ん
めL 、
「

五
段
目」 、
「

六
段
目」と、
各
段
の
始
め
下

方
に
記
す。

刊
記
巻
末
落
丁
の
た
め
不
明 。

板
フじ

未
詳 。
上
方
板。

イ丁
数

十
六
行。

T 
数

十一
丁 。
落
丁
本。

板
Jし、

上
方
に
「

を
く
り

へ
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

丁
付
「

口・: 、
下
九、
口:・」 。

挿
絵
七
頁
分
(
見
開
き
三 、
片
面
二 。
二
ウ
|

三
オ、
五
ウ
|

六
オ、
七

オ、
九
ウ
十
オ。

絵
師
未
詳。

節
譜
太
夫、
色
ふ
し、
色 、

か
い
た
う
下
り

ふ
し、

ユ
リ 、
上

ワ
キ、

さ
ん
さ
ふ
し、
本
田
寄
ふ
し
七ユ
リ 、
色
な
け
き
ふ
し、う
た
い
ふ

ーし 、
引uu
コ
トハ 。

句
切
は
ない 。

備
考
本
書
は
『

説
経
正
本
集
第
二』
附
録
五
『

お
ぐ
り
物
語』
の
解
題
で

R・
レ
イン
氏
蔵
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
てい
る
本
で
あ
る。
落
丁の
多

い
本
で
あ
る
が
江
戸
板の
草
子
と
関
係の
深い
正
本
で 、
中・
下
巻

だ
け
残
る
草
子の
上
巻の
内
容
を
考
える
上
で
参
考
と
なる
書
で
あ
る。

板
式
や
挿
絵
か
ら
判
断
し
て 、
万
治か
寛
文
初
年
頃
刊
行
さ
れ
た
上
方

板
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る。
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お
ぐ
り
判
官

装
憤
半
紙
本
一
冊。
二一
・

八
×一
六・
一 。
改
装
総
裏
打 。

表
紙

黒
無
地 。

題
策
欠 元。 表、 紙

カ

匡
郭
一
九・
九×一
五・
一 。

内
題
「

お
ぐ
り

判
官」 。
上
に
「

闘HL 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
「

同出お
ぐ
り

判
官」 、
「

開国お
ぐ
り
て
る
て
たい
め
ん井

お
に
か
げ
き
よ
く
の
り
の
事」 、
「

回問日
て
るて
夢
物
が
た
り井
お
ぐ
り

さい
ご
の
事L 、
「

閣困て
る
て
ゑ
ち
ご
の
国
よ
り
み
の
由
長 。
か

い
と
む
る」 、
「

閣困て
る
て
車
を
ひ
き
給ふ井み
ち
行
の
事」 、
「

[問

凶
お
ぐ
り
よ
み
がへ
り井

本
国
し
よ
ち
入の
事」
と
各
段
と
始
め
に
記

す 。
但
し 、
第一
と
第
四
は
二
行
分
を
使っ
て
大
き
く
記
し 、
第
四
は

十
二
オ
の
初
行
か
ら
始
ま
る。

刊
記
巻
末
落
丁
の
た
め
不
明 。

板
元
未
詳。
上
方
板。

イ丁
数
十
七
行 。

丁
数
十
八
丁
半。

板
dし、

上
方に
「

お
く
り」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種。

..t. 1 
t\ 

丁
付
「

上一一・:
上
十二、
下一一:・
下
八、
口」。

挿
絵
十
四
頁
分(
見
聞
き
六 、
片
面二v 。
一
ウ
ニ
オ 、
四
オ 、
六
ウ
|

七
オ 、
九
ウ
十
オ 、
十二
ウ
l

十
三
オ 、
十
四
ウ
|

十
五
オ 、
十
六

ォ 、
十
七
ウ
十
八
オ 。

絵
師
未
詳。

節
譜
せ
め 、
ワ
キ 、
太
夫 、
ゆ
り 、
き
ん
さ
ふ
し 、
ふ
し 、
七
つ
ゆ
り 、
色

な
き
ふ
し
かい
と
う
下
り 。
句
切
は
黒
丸
点 。

備
考
本
書
は
『

説
経
正
本
集
第
二』
の
十
九
番『
お
ぐ
り

判
官』
解
題
に

。。円d

小
山
源
治
氏
蔵
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
寛
文
六
年
山
本
板
と
同
板
と
思

わ
れ
る。
巻
末
三
丁
が
欠
落
し
てい
る。



74 

あ
い
こ
の
若

装
中東
中形
本。

一
八
・

二
×一
三・
因 。
改
装
総
裏
打。

冊

表
紙
替
表
紙。

題
接
欠

匡
郭
一
六・
三
×一
二・
三 。

内
題
「

あい
こ
の
若」 。
下
に
「

初
段L 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め・:
六
た
ん
め
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

刊
記
終
丁
裏
本
文
末
に
「

右
者
太
夫
直
之
以
正
本
写
之
者
也
新
板」
と
あ

る

板
フじ

未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数
十
六
行。

丁
数
十
八
丁。

キ 反J し、

上
方
に
「

あ」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

大

司5

丁
付
「

口 、
二・:
十
八」 。

挿
絵
十
三
頁
分
(
見
聞
き
五、
片
面
三) 。
一
ウ
二
オ、
四
ウ
五
オ、

八
オ、
十
オ、
十一
オ、
十二
ウ
!

十
三
オ、
十
四
ウ
|

十
五
オ、
十

六
ウ
十
七
オ。

絵
師
未
詳 。

節
譜
」
と
ば 、
三
重

備
考
本
書
は
『

説
経
正
本
集

で
前
島
春
三
氏
蔵
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
てい
る
本
で
あ
る。
同
解
題
で

第
二』
二
十
二
番
『

あい
こ
の
若』
の
解
題

ワ
キ
ふ
し、
キ
リ 。
句
切
は
ない 。

は
本
書の
刊
行
を
寛
文
年
中
と
推
定
す
る
が 、
板
式か
ら
み
て
寛
文
板

を
改
板
し
た
もの
で
年
代
は
更
に
下
る
と
思
わ
れ
る。
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75 

阿
弥
陀
胸
割

装
中東

中形
本。

一
八・
五
×一
三・
五。
改
装。

一
冊。

表
紙
替
表
紙。

題
簸
欠。
現
在
は
短
冊
形
の
紙
に
「

阿
弥
陀
胸
割」
と
墨
書
し、
その
下
方

に
「

天
満
八
太
夫
正
本」
村
田
屋
開
板」
と
小
さ
く

二
行
に
書
く 。
又

朱
筆
で
「

六
字
南
無
右
衛
門
作」
柳
亭
種
彦
考
証
附」
と
も
あ
る。
高

野
辰
之
氏
筆。

匡
郭
一
六・
五
×
=
了
二 。

内
題
「
可牛小
官
旬
。。

下こ
「
刀
支。

》
1
害」
T
』
ネl
F」

所
属
天
満
八
太
夫。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め・:
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
の
下
方
に

記
す。

刊
記
終
丁
裏
本
文
末
に
「

右
者
天
満
八
太
夫
直
正
本
也」
通
油
町」
村
田

屋
開
板」
と
あ
る。

板
元
江
戸 、
村
田
屋 。

イ丁
数
十
六
行。

丁
数
十
二
丁。

板
，L' 、

上
方
に
「

あ
み
た」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種。

九

丁
付
「一・:

五、
六
七、
八・:
十
三」 。

挿
絵

一
ウ
|

二
オ、
二
ウ
三
オ、
四
ウ
|

五

十
四
頁
分
(
見
聞
き
七)。

ォ 、
六
ウ
|

七
オ、
入
ウ
l

九
オ、
九
ウ
|

十
オ、
十一
ウ
i

十
二
ォ 。

一
部
に
彩
色
加
筆
あ
り 。

絵
師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は、
古
典
文
庫
『

説
経
浄
瑠
璃
集
二』
の
解
題
で 、
種
彦
旧
蔵

本
と
し
て
紹
介
さ
れ
てい
る
本
で
あ
る。
巻
頭
に
種
彦
自
筆
と
さ
れ
る

- 80 一

考
詮
風の
識
語一
紙
が
あ
り 、

表
紙
裏
表
紙
見
返
し
に
旧
蔵
者
高
野
斑

山氏
の
識
語
が
あ
る。
同
じ
く
『

説
経
正
本
集
第
三』
三
十
八
番

『
阿
弥
陀
胸
割』
解
題
に
も
本
書に
つ
い
て
記
す。
鱗形
屋
中
本の
元

禄
頃の
複
刻
で
あ
ろ
う。
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す
み
だ
川

装
顧

冊
一
九・
七
×一
五・
三 。
改
装
総
裏
打。

中形
本。

表
紙
替
表
紙。

題作愈
欠。
現
在
は、
上
に
「

す
み
だ
川」 、
下
に
「

貞
享
ご
ろ
鱗
屋
刊」 、

「
説
経
正
本
な
る
べ
し
三
巻
本」
とペ
ン
書
し
た
紙
を 、
表
紙
左
上

に
貼
る。

匡
郭
一
六・
七
×
ご一
・

二 。

内
題
「

す
み
だ
川」 。
下
に
「

初
段」 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め:・
五
た
ん
め 、
六
だ
ん
め 、
と
各
段の
始
め

下
方
に
記
す 。

刊
記
終
丁
裏
本
文
末
に
「

右
者
太
夫
直
之
正
本
也L
大
侍
馬
三
町
目」
う

ろ
こ
か
た
や
孫
兵
衛」
と
あ
る。

板
7G 

江
戸 、
う
ろこ
か
た
や
孫
兵
衛。

ィー丁
数
十
六
行。

丁
数
十
二
丁。

板
dし、

上
方
に
「

角」 、
下
方
に
丁
付。
板
心
の
形
式
は一
種 。

自

a 

丁
付
「一 、

口 、
三
四、
五・・・
十二一」。

挿
絵

ウ

オ
四
ウ
i

五
オ、
六
ウ
|

七オ

八
頁
分
(
見
聞
き
四) 。

十
ウ
1

十一
ォ 。

日市
未
詳。
杉
村
治
兵
衛力。

附則
諮問
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は
『

説
経
正
本
集

の
三
十
六
番
に
採
用
さ
れ
た
本
で
あ

第

る。
題
策の
ペ
ン
字
は
横
山
重氏
の
筆
で
あ
る
が 、
三
巻
本
と
書か
れ

た
の
は、
明
暦二
年
江
戸
板
草
子
『

角
田
川
物か
た
り』
三
巻
本
と
関

係
が
深い
書
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
(『
説
経
正
本
集』
附
録
十一
解
題

参
照) 。
な
お
本
書の
刊
年
は
板
式
や
挿
絵
か
らみ
て
元
禄
初
年
頃
と

噌Eム。。

推
定
さ
れ
る。
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〔
ほ
ん
天-
-
く〕

装
備
中形
本。
一
冊。
二
0
・

0×一
四
・

三 。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠。
現
在
は
「

党
天
国」
と
墨
書
し
た
紙
を 、
表
紙
左
上
に
貼
る。

匡
郭
一
六
・

二
×
二
了
四。

内
題
巻
頭
落
丁の
た
め
不
明 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。
初
段

と
あ
る
べ
き
巻
頭
は
落
丁。

刊
記
な
し。

板
7じ

未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十
丁 。
落
丁
本。

板
Jし、

上
方
に
「

ほ
ん
天」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

民|

T 

丁
付
「

口 、
四:・
六 、
口 、
九・:
十一、
十
三 、
十
四」。

挿
絵
六
頁
分
(
見
聞
き一二) 。
二
ウ
l

三
オ、
五
ウ
i

六
オ、
九
ウ
十
オ。

絵
師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は
説
経
正
本の
他
本
と
も 、
古
浄
瑠
璃の
寛
文
元
年
板
と
も
異
な

る
本
文
を
持つ。
初
段
は
破
損
し
てい
る
が 、
羅
仙
国の
ば
ら
も
ん
王

を
四
天
王
が
捕
え
鉄の
獄
屋
に
入
れ
る
とこ
ろ
で
終
り 、
こ
う
し
た
経

緯
を
もっ
本
は
他
に
ない。
その
他 、
独
自の
展
開
を
もっ
箇
所
が
多

く 、
内
容に
つ
い
て
は
後
考
を
侠つ。
その
刊
年
は
板
式
等か
ら
元
禄

頃の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る。
説
経
系か
古
浄
瑠
璃
系か
に
つい
て
も
問

題
は
残
る
が
一
応
説
経
系の
中
に
収
め
る。
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伍
太
力
害
薩

装
中東

中形
本。
一
冊。
一
八
・

五×
二ニ
・

三 。
改
装。

表
紙
替
表
紙。

題
策
表
紙の
左
上
に
貼
ら
れ
てい
る
が 、
大
半
が
破
れ
て
失
な
わ
れ
てい
る。

僅か
に
匡
郭の一
部
と
「

恋」
の一
字
が
み
え
る。

匡
郭
一
六
・

七
×一
二
・

三 。

内
題
「

伍
太
力
菩
薩L

そ
の
下
破
れ。
更
に
その
下
に
「

初

と
あ
り

段
しー

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め 、
四
た
ん
め・:
六
た
ん
め
と、
各
段の
始
め

下
方
に
記
す。
「

三
た
ん
め」
と
あ
る
べ
き
所
は
落
丁。

刊
記
巻
末
落
丁の
た
め
不
明 。

板
元

未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
八
丁。
落
丁
本

板
Jし、

上
方
に「
五
大
力」
「

五
太
力」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

乏

丁
付
「

口 、
二、
三 、
六・:
九 、
十
ノ
口」 。

挿
絵
四
頁
分
(
見
聞
き一
乙 。

五
ウ
六
オ。
彩
色
加
筆あ

ウ

オ

り

絵
師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
は
黒
丸
点
で
数ヶ
所
に
あ
る。

備
考
『

説
経
正
本
集
第三一』
の
四
十
二
番
に 、
東
北
大
学
蔵の
鱗形
屋
板

『
伍
太
力
菩
薩』
が
採
用
さ
れ
てい
る
が 、
同
書の
解
題
に
本
書
が
紹

介
さ
れ
てい
る。
落
丁
は
三
丁
分
と
思
わ
れ、
宝
永
頃
の
板
行
と
推
定

さ
れ
てい
る。
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毘
沙
門
之
本
地

装
中真
中形
本。、司一
冊。
一
八
・

五
×一
四
・

0。

p表
紙
替
表
紙。

題
蜜
欠

匡
郭
一
六
・

八
×一
二
・

四。

白内
題
「

見
沙
門
之
本
地」 。
下
に
「

初
段」 。

所
属
未
詳。

改
装 、
総裏 '.，�
打日

巻
末
落
丁の
た
め
不
明 。

六
段 F
初
段、
二
た
ん
め・:
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記
す。

段
数

干
記

板
元
未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数
十
六
行。

九
丁
半 。
落
丁
本。

上
方
に
「

毘」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

板
Jし、

丁
付
「

口 、
口 、
口 、
口 、
六 、
口・:
口」 。

一
ウ
l

二
オ、
四
ウ
五
オ、
八
ウ
l

九
オ。

挿
絵
六
頁
分
(
見
聞
き一二) 。

，，^-
，ヨ式
師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
『

説
経
正
本
集
第
三』
の
四
十
番
に 、
岩
瀬
文
庫
蔵
う
ろこ
か
た
や

板
十
六
行
十二
丁
半
本
が
採
用
さ
れ
てい
る。
本
書
は
岩
瀬
本
系の
後

印
改
変
本
と
考
え
ら
れ
る。
三
ウ
四
オの
挿
絵一
丁
が
欠
け、
巻
末

に
絵一
丁
を
含
む
二
丁
分の
落
丁
を
もっ
本
と
思
わ
れ
る。
四
十
番
解

題
で
は
岩
瀬
本の
「

卯」
を
宝
永
辛
卯八
年
と
し
た
が 、
元
禄
己
卯
十

二
年
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り 、

本
書
は
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
後 、
宝
永
頃

の
刊
行
と
思
わ
れ
る。

- 84 -



80 

大
福
神
弁
才
天
御
本
地

装
申貞

中形
本。

冊
一
八・
七
×一
三・
三 。
改
装。

表
紙
替
表
紙。

題
蜜
欠

匡
郭
一
七・
一
×一
二・
因 。

内
題
「

大
福
神
排
財
天
御
本
地」 。
下
に
ぺ
初
段」 。

所
属
天
満
八
太
夫、
天
満重
太
夫。

段
数
六
段 。
初
段、
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と 、
各
段の
始
め
下
方
に
記

す

刊
記.

終
丁
裏
本
文
末
に
「

右
は
天
満臥

控室
本
也」
大
侍
馬
三
町
目」
う
ろ

こ
か
た
や
板」
と
あ
る。

板
7G 

江
戸 、
う
ろ
こ
か
た
や。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十
二
丁。

板
dし、

上
方
に
「

弁」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

jj

J川υHa
i
l-
-

J円EE

丁
付
「一・:

玉 、
六
ノ
八、
九
十、
十一
二 、
十
三
四、
十
五:・
十
七」。

八
頁
分
(
見
聞
き
四) 。

挿
絵

一
ウ
|

二
オ、
三
ウ
!

四
オ、
八
ウ
|

九
オ、

十
ウ
十
オ

絵
師
未
詳。

時即
諮問
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書は
『

説
経
正
本
集

板
式
や
挿
絵か
ら
み
て
元
禄
頃の
板
行
と
推
定
さ
れ
る。

第一』
の
十
六
番
に
採
用
さ
れ
た
本
で
ある。

- 85 一
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8 1  

し
ん
と
く
丸

装
中員

中形
本。

一
八・
四×
二ニ・
一 。
改
装。

一
冊。

表
紙
替
表
紙。

題
霊安
欠。
現
在
は
中
央
に
「
し
ん
と
く

丸」 、
左
に
「

を
と
ひ
め
道
行L
大

坂
七
太
夫
正
本」
と
墨
書
し
た
もの
を 、
表
紙
左
上
に
貼る。
こ
れ
は

東
大
霞
亭
文
庫
蔵の
十
七
行
半
紙
本の
題
援
を
模
し
た
もの。

匡
郭
一
六
・

五×
コ
7
00

所
属
未
詳。

内
題
「

し
ん
と
く

丸」。

段
数
段
数
は-記
さ
れ
てい
ない。
但
し 、
三
オ、
四
オ、
五
オ
七
ウ、
十

一
ウ
に一
行
分の
空
白
が
あ
る。
内
題
下
と
あ
わ
せ
て 、
初
段、
二
た

ん
め
等
と
あっ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る。
こ
の
内、
七
ウ
は
十一
行
目

の
下
よ
り
改
刻
さ
れ
て
お
り、
その
聞
に一
行
分の
空
白
が
あ
る。
ま

た
八
ウ
に
は
「

道
行」
と一
行
分
を
使っ
て
記
さ
れ
てい
る。

刊
記
終
丁
裏
本
文
末に寸
大
偉
馬
三
町
目」
鱗形
屋
孫
兵
衛
板」
と
ある。

板
7G 

江
戸 、
鱗形
屋
孫
兵
衛。

イ丁
数
十
六
行。

丁
数
十
二
丁。

板
dし、

上
方
に
「
と
く」 、

下
方
に
丁
付 。
板
心の
形
式
は一
種 。

丁
付
「一
:・

六
七
八、
九、
十
ノ
二 、
十一ニ:・
十
五」 。

挿
絵
六
頁
分
(
見
聞
き一二) 。

ウ

オ
ノ、
ウ
七
オ
十
ウ
十

オ

絵
師
未
詳。

節
譜

ワ
キ、
三
重 、
太
夫
ふ
し。
句
切
は
ない。

こ
と
は

備
考
本
書
は
貞
享
三
年
五
月
う
ろ
こ
が
た
や
板
十
六
行
本
(
早
大
演
博
蔵)

の
系
統の
書
で 、
享
保
頃の
板
行
で
あ
ろ
う。
岩
瀬
文
庫
に
全
く
同
板

の
書
が
あ
り、
奥
付
は
本
書
と
閉
じ
鱗形
屋
板
で
あ
る
が 、
その
題
筆

の
板
元
紋
章
は
山形
に
三
ッ

鱗の
西
村の
そ
れ
で
あっ
て 、
段
数
を
削

ハ000

 

り、
草
紙
と
し
て
販
売
さ
れ
た
西
村
板
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う。
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さ
ん
せ
う
大
夫

装
中東

冊

一
七・
八
×
二二・
0。
改
装。

中形
本。

表
紙
替
表
紙。

欠。
現
在
は
表
紙
左
上
に「
さ
ん
せ
う
大
夫」
石
見
橡
正
秘
侍」
正
本」

題悠眠
貼
る。

と
朱
書 。
右
上
に
は
「

宝
永
七
年」
奥
村
政
信
画」
と
朱
書
し
た
紙
を

匡
郭
一
五・
五
×一
二・
O 。

内
題
「

さ
ん
せ
う
大
夫日制糊」 。
下
に
「

初
段」 。

所
属
石
見
橡 。

段
数
六
段ヵ。
初
段、
二
た
ん
め
四
た
ん
め

め
下
方
に
記
す。
巻
末
落
丁。

刊
記
巻
末
落
丁の
た
め
不
明 。

板
7G 

未
詳。
江
戸
板。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
六
丁。
落
丁
本。

上
方
に
「

さ
ん
せ
う」 、
下
方
に
丁
付 。
板
心の
形
式
は一
種 。

キ 反
Jレ

51 

丁
付
「

口 、
三:・
五 、
口 、
十一
正。

五
た
ん
め
と、
各
段の
始

挿
絵
三
頁
分
(
見
聞
き一 、
片
面
ご 。
一
ウ
二
オ、
四
ウ。

日市
未
詳。

時則
諮問
ワ
キ
こ
と
ば
こ
と
ば 、
太
夫
ふ
し。
句
切
は
ない。

備
考
本
書の
本
文
は
万
治
頃
十
六
行
上
方
板
(
半
紙
本)
系
で 、
他の
天
満

八
太
夫
系
中
本
十
七
行
十
七
丁、
鱗形
屋
板
と
も
多
少の
字
句の
異
同

が
あ
る。
ま
た
挿
絵の
風
も
鱗形
屋
板
と
は
異
な
り、
本
書
は
奥
村
風

で
あ
る。
な
お、
貼
紙の
宝
永
七
年の
記
事
は
根
拠
が
ない。
『

絵
入

浄
瑠
璃
史』
に
は
宝
永
八
年
鶴
屋
喜
右
衛
門
板の
記
載
が
あ
る
が 、
本

書
は
そ
れ
と
も
別
板
で
あ
る。

司too
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ほ
う
ざ
う
び
く

装
中東

中形
本。

一
六・
九
×一
三・
O 。
改
装
総
裏
打。

一
冊。

表
紙
元
表
紙。
黒
無
地。

題
策
元
題
策。
重
郭。
上
方
に
「

併
惣
王」
と
横
書
き
界
線
を
おい

て
下
に
「

法
蔵
比
丘」
と
大
書 。
右
に
「

ほ
う
ざ
う
ぴ
く」 、
左
に
「

あ

み
たの
ほ
ん
ぢ
結
城
孫
三
郎
正
本」
と
細
書
する。
界
線
下
に「
西」

(
三
ッ
巴
の
紋)」
村」
と
あ
る。

匡
郭
一
五・
八
×
=
了
一。

内
題
「

ほ
う
ざ
う
ぴ
く」 。

下
に
「

初
段」 。

所
属
結
城
孫
三
郎 。

段
数

六
段。
初
段、
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記

す。

dHHV叶d】
ザ十』-一ヨロ
終
丁
裏
本
文
末
に
「

正
徳
三
年己
正
月
吉
祥
日」
と
あ
る。
板
元の
名

は
削
る。

板
7じ

江
戸 、
西
村
屋 。

イ丁
数

十
六
行。

丁
数
十
丁。

板
dし、

上
方
に
「

法」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

a 

丁
付

十

挿
絵

一
ウ
l二

オ、
四
ウ
l

五
オ、
八
ウ
|

九
オ、

六
頁
分
(
見
聞
き一ニ) 。

彩
色
加
筆
あ
り。

絵
師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は
『

説
経
正
本
集
第
二』
二
十
五
番の
『

ほ
う
蔵
ぴ
く』

解
題

に
紹
介
さ
れ
た 、
横
山
重
氏
旧
蔵
『

ほ
う
蔵ひ
く』

正
徳
元
年卯
九
月

吉
日、
う
ろこ
か
た
や
三
左
右
衛
門
板、
結
城
孫
口
郎
正
本
(
十
七
行)

を
も
と
に
か
な
に
漢
字
を
当
て
絵
を一
丁
省
き、
縮
め
て
改
刻
し
た

もの
で
あ
る。
こ
の
書
に
よ
り、

正
徳
元
年
板の
「

孫
口
郎」
の
不
明

- 88 -

箇
所
は
J一」
と
判
明
す
る。
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か
る
か
や
道
心

装
中真
半
紙
本。
一
冊。
二
二・
五×一
五
・

七。

表
紙
元
表
紙。
黒
無
地 。

題
策
元
題
策。
重
郭。
上
に「
高
野
図」と
横
書
き、
界
線
を
おい
て
中
央
に「か

る
か
や」
と
大
き
く
あ
り、
右
に
「
し
げ氏
み
だい
道
行」 、
左
に
「

石

た
う
丸か
う
や
入
天
満
孫
四
郎
正
本」
と
あ
る。
界
線
を
おい
て
下

に
「

大
侍
馬」
A
屋」
三
町
目L
と
あ
る。

匡
郭
二
0
・

二
×一
四
・

八。

内
題
「か

る
か
や
道
心」 。
下
に
「

初
段L。

所
属
天
満
孫
四
郎 。

段
数
六
段。
初
段、
二
段
目:・
六
段
目
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

dHHU寸」ld

デ+l-一言MH

な
し。
巻
末
が
削
ら
れ
てい
るヵ。

板
フじ

江
戸 、
鱗形
屋 。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十
九
丁。

板
JL' 

上
方
に
「か

る
か
や」 、
下
方
に
丁
付 。
板
心の
形
式
は一
種 。

丁
付
「一・:

十
九」。

挿
絵
十
四
頁
分
(
見
聞
き
六 、
片
面二) 。
二
ウ
|

三
オ、
五
ウ
|

六
オ、

七
ウ
i

八
オ、
十
オ、
十一
ォ 、
十
三
ウ
|

十
四
オ、
十
四
ウ
十
五

ォ 、
十
七
ウ
|

十
八
オ。

絵
師
未
詳。

節
譜
ワ
キ、
ふ
し、
三
重 。
句
切
は
ない。

備
考
本
書は
『

説
経
正
本
集
第三一』
の
四
十
三
番
『

弘
知
上
人』
の
解
題

に
おい
て
紹
介
さ
れ
てい
る。
ま
た
表
紙
題
策の
写
真
も
同
書の
口
絵

四
に
掲
載
さ
れ
てい
る。
右
解
題
で
は、
『

説
経
正
本
集
第
二』
十

八
番
『か

る
か
や
道
心』
板
本
屋
彦
右
衛
門
板、
十
七
行
十
八
丁
本
を

- 89 一

鱗形
屋
で
天
和
年
中
求
板
し、
巻
末の
書
捧
名
を
削
り、
孫
四
郎の
正

本
と
し
て
発
刊
し
た
もの
が
本
書
と
推
定
さ
れ
てい
る。
しか
し、
挿

絵の
あ
り
方
を
見
る
と 、
本
書
は
見
開
図一
面(
十
四
ウ
|

十
五
オ
分)

が
多
く 、

高
野
山の
風
景
を
連
続
図二
丁
分
展
開
し
てい
る。
彦
右
衛

門
板
は
明
らか
に
その一
丁
分
を
省
略
し
た
もの
で
あ
り、
本
書
が
そ

の
求
板
本
と
は
考
え
に
くい。
す
な
わ
ち 、
共
に
奥
書
部
を
改
刻・
削

除
し
てい
る
とこ
ろ
か
ら
み
て
両
本
は
兄
弟
関
係の
書
で 、
両
本
と
も

に
拠っ
た
同
板
本の
先
行
が
考
え
ら
れ
る 。
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し
や
か
の
御
本
地

装
中真
半
紙
本。
一
冊。
二
二
・

O
×一
五
・

八。
改
装
総
裏
万 。

表
紙
元
表
紙。
黒
無
地 。

題
簸
重
郭。
上
部
は
欠
破 。
中
央
に

「門Uの
本
地」
と
あ
り、
その
左
下

に
「

天
満
八
太
夫」
と
み
え
る。
下
に
は
「

大
停
馬」
@」
三
町
目」

と
三
行。

匡
郭
二
0・
0×
二ニ・
八 。

内
題
「

し
やか
の
御
本
地」 。
下
に
「

初
段」 。

所
属
天
満
八
太
夫。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記

す

刊
記
終
丁
裏
本
文
末
に
「

右
者
太
夫
直
停の
正
本
を
以一
字一
点
無
誤
う

っ
し」
令
開
板
者
也」
大
傍
馬
三
町
目
う
ろこ
か
た
や」
孫
兵
衛
新

板」
と
あ
る。

板
元
江
戸 、
う
ろこ
か
た
や
孫
兵
衛。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十
三
丁。

板
Jし、

上
方
に
「
し
やか
」、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

丁
付
「

口 、
口 、
三:・
九、
口 、
口 、
十
二 、
口」 。

挿
絵

一
ウ
|二

オ、
三
ウ
|

四
オ、
五
ウ
|

六

十
二
頁
分
(
見
聞
き
六) 。

ォ 、
七
ウ
|

八
オ、
九
ウ
!

十
オ、
十一
ウ
|

十二
オ。

絵
師
奥
村
政
信ヵ。

節
譜
ヘ 、
ワ
キ、
三
重 、
こ
と
は、
を
く
り、
なか
し、
三
つ
ゆ
り。
句
切
は
ない。

備
考
『

説
経
正
本
集
第一』
の
十一
番
に 、
赤
木
文
庫
蔵の
『

し
やか
の

御
本
地』
が
採
用
さ
れ
てい
る
が 、
本
書
はこ
れ
と
同
板の
別
本
で
あ

り、
同
書の
解
題
で
校
訂
用
に
使
用
し
た
と
さ
れ
てい
る
本
で
あ
る。

天
満
八
太
夫の
所
謂
鱗形
屋
板
半
紙
本
シ
リ
ーズ

の一
本。

- 90 一
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ゆ
り
若
大
じ
ん

装
槙
半
紙
本
一
冊。
二
二・
二
×一
五
・

七。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
後
欠。
現
在
は
「

ゆ
り
若
大
じ
ん」
と
大
書
し、
下
に
「

大
侍
馬
町」一一一

丁
目」
う
ろこ
形」
や
孫
兵」
衛
開
板」
と
五
行
に-記
し
た
題
策
を
貼

る

匡
郭
一
九
・

二
×
二ニ
・

五。

内
題
「

ゆ
り
若
大
じ
ん」。
下
に
「

初
段」。

所
属
天
満
八
太
夫
(
推
定)

段
数

初
段、
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に

六
段。

記
す。

刊
記
終
了
裏
本
文
末
に
「

右
此
本
者
大
夫
直
侍
之
正
本
を
以」
写
之
令
板

行
者
也」
大
侍
馬
三
町
目
う
ろこ
か
た
や」
孫
兵
衛
新
板」
と
ある。

板
7じ

江
戸 、
う
ろこ
か
た
や
孫
兵
衛。

イ7
数
十
七
行。

丁
数
十
三
丁。

板
Jし、

上
方
に
「

ゆ
り
若L 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

ILO 

11\ 

丁
付
「一
:・

十
三」。

挿
絵
十
二
頁
分
(
見
聞
き
六) 。
一
ウ
|

二
オ、
三
ウ
|

四
オ、
五
ウ
l

六

ォ 、
七
ウ
l

八
オ、
九
ウ
|

十
オ、
十一
ウ
|

十二
ォ 。

絵
師
奥
村
政
信ヵ。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
『

説
経
正
本
集
第
三』
の
四
十
六
番
に 、
東
大
本の
『

ゆ
り
若
大
じ

ん』
が
採
用
さ
れ
てい
る
が 、
本
書
は
その
東
大
本と
同
板
本
で
ある。

天
満
八
太
夫の
所
謂
鱗形
屋
板
半
紙
本
シ
リ
ー

ズ
の一
本。

14
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ほ
う
蔵
比
丘

装
中員
半
紙
本。
一
冊。
二
二・
O×一
五・
八。
改
装。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠

匡
郭
一
九・
五
×一
四・
七 。

内
題
「

ほ
う
蔵
比
丘」 。

所
属
天
満
八
太
夫
(
推
定) 。

段
数
六
段。
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

刊
記
終
丁
裏
本
文
末
に
「

右
此
本
者
大
夫
直
停
之
正
本
を
以
是
を、つつ
し」

令
板
行
者
也」
大
偉
馬
三
町
目」
う
ろこ
形
や
孫
兵
衛
開
板」
と
あ
る。

板
JG 

江
戸 、
う
ろこ
形
や
孫
兵
衛。

イ丁
数
十
七
行。

丁
数
十
三
了 。

板
Jし、

上
方
に
「

法
蔵」 、
下
方
に
丁
付 。
板
心
の
形
式
は一
種 。

為

I!. 

丁
付
「

口 、
口 、
四・:
十
四」。

挿
絵
十
頁
分
(
見
聞
き
五) 。
一
ウ
|二

オ、
三
ウ
|

四
オ、
六
ウ
|

七
オ

九
ウ
|

十
オ、
十
ニ
ウ
l

十
三
オ。
一
部
に
彩
色
加
筆
あ
り。

�6. ドZ
師
奥
村
政
信ヵ。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
『

説
経
正
本
集
第
二』
の
二
十
五
番
解
題
に 、
尾
崎
久
弥氏
蔵の
十

七
行
本
が
紹
介
さ
れ
てい
る
が 、
本
書は
こ
の
尾
崎
本
と
同
板
本
で
あ

る。
天
満
八
太
夫の
所
謂
鱗形
屋
板
半
紙
本
シ
リ
ーズ

の一
本。

内LQd
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中
将
姫
御
本
地

装
植

表
紙
替 半
表 4 紙
紙 一本

一
冊。
二
二・
O×一
五
・

七 。
改
装。

題
策
欠。

匡
郭
一
九
・

四×一
三・
七。

内
題
「

中
将
姫
御
本
地」 。
下
に
「

初
段」 。

所
属
天
満
八
太
夫
(
推
定) 。

段
数

六
段。
初
段、
二
た
ん
め・:
六
た
ん
め
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

川H1A〕
平s

-一

勧
終
了
裏
本
文
末
に

鱗

「
右
者
大
夫
直
之
正
本
也」
大
侍
馬
三
丁
目

板
7c 

形
屋
孫
兵
衛
新
板」
と
あ
る。

江
戸 、
鱗
形
屋
孫
兵
衛
板。

行
数

十
七
行

丁
数

十
三
丁。

板
Jし、

上
方
に
「

中
持」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

t、

丁
付
「一
:・

十
三」 。

挿
絵
十
二
頁
分
(
見
聞
き
六) 。
一
ウ
|

こ
オ、
三
ウ
四
オ、
五
ウ
六

ォ 、
七
ウ
|八

オ、
九
ウ
十
オ、
十一
ウ
|

十
二
オ。
彩
色
加
筆
あ

絵
師
奥
村
政
信ヵ。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書は
『

説
経
正
本
集

る。
天
満
八
太
夫の
所
謂
鱗形
屋
半
紙
本
シ
リ
ー

ズ
の一
本。

第一ニ』
の
四
十
五
番
に
採
用
さ
れ
た
本
で
あ

- 93 -
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熊
野
之
御
本
地

装
輔
半
紙
本
一
冊。
二
二
・一

×一
五
・

七。
改
装。

表
紙
替
表
紙

題
策
欠。
現
在
は
「

熊
野の
御
本
地」
と
墨
書
し
た
布
地
を
貼
る 。

匡
郭
一
九
・

三
×一
四
・

五。

内
題
「

熊
野
之
御
本
地」 。
下
に
「

初
段」 。

所
属
天
満
八
太
夫
(
推
定) 。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と、
各
段
の
始
め
下
方
に
記

す

刊
記
終
丁
裏
本
文
末
に
「

右
者
大
夫
直
之
正
本
を
以
写
之
畢」
大
停
馬

町
め」
う
ろこ
形
や
孫
兵
衛
新
板」
と
あ
る。

板
7c 

江
戸 、
う
ろこ
形
や
孫
兵
衛。

イ丁
数
十
七
行 。

丁
数
十
三
丁。
乱
丁
が
あ
る。

キ反
JL 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

丁
付
「

二:・
九、
十一・:
十
三 、
十、
十
四」 。

挿
絵

一
ウ
|二

オ、
三
ウ
1

四
オ 、
六
ウ
七
オ

十
頁
分
(
見
聞
き
五) 。

九
ウ
!

十
オ、
十
二
l

十
三
ォ 。
彩
色
加
筆
あ
り。

絵
師
奥
村
政
信ヵ。

節
き並阿国

な
し。
句
切
も
ない。

備
考
『

説
経
正
本
集

の
七
番
に
東
大
震
亭
文
庫
本
が
採
用
さ
れ
て

第
ご

お
り、
本
書は
その
同
板
本
と
し
て
解
題
で
校
訂
者
架
蔵
と
し
て
触
れ

ら
れ
てい
る
本
で 、
校
訂
用
に
使
わ
れ
てい
る。
本
書
に
は
乱
丁
が
あ

り、
実
丁の
八
丁の
次
に
あ
るべ
き
丁{
丁
付
「

十」)
が
十
二
丁
目
に

入っ
てい
る 。
天
満
八
太
夫の
所
謂
鱗形
屋
半
紙
本
シ
リ
ー

ズ
の一
本。
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ほ
ん
天
こ
く

表
紙
元
表
紙ヵ。
黒
無
地。

一
冊。
一
二
・

八
×一
五・
七。
改
装
総
裏
打。

装
隙
半
紙
本

題
策
欠

匡
郭
一
九
・

六
×一
四
・

六 。

内
題
「

ほ
ん
天
こ
く」 。

下
に
「

初
段」 。

所
属
天
満
八
太
夫
(
推
定) 。

段
数
六
段。
初
段、
ニ
た
ん
め 、
三
だ
ん
め 、

各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

刊
記

四
た
ん
め・・・
六
た
ん
め 、
と

終
了
裏
本
文
末
に
「

右
此
本
者
大
夫
直
停
之
正
本
を
以
無
誤、つつ
し」

板
元
江
戸 、
う
ろ
こ
形
や
孫
兵
衛。

令
板
行
者
也」
大
惇
馬
三
丁
目」
う
ろ
こ
形
や
孫
兵
衛
新
板」
と
あ
る。

イ丁
数
十
七
行。

了
数
十
三
了 。

上
方に
「

ほ
ん」 、
下
方に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

板
Jし、

丁
付
「

初
ノ
二 、
二一・:
十
四」 。

挿
絵
十
頁
分
(
見
聞
き
五) 。

ウ

オ

J 

t 

三
ウ
|

四
オ、
六
ウ
|

七
オ

九
ウ
|

十
オ、
十
二
ウ
十
三
オ。

絵
師
奥
村
政
信ヵ。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
『

説
経
正
本
集

の
三
十
七
番
『

ぽ
ん
天
こ
く』
の
解
題
に
本

第
三』

書
は
紹
介
さ
れ
て
お
り、
中
本
原
刻
本
(
貞
享二
年
刊ヵ)
の
構
図
を

借
り
て
鳥
居
清
信
が
説
経
半
紙
本
シ
リ
ー

ズの一
と
して
挿
絵
を
描
き、

鱗形
屋
で
刊
行
し
た
もの
と
記
す。
横
山
重氏
は
水
谷
不
倒氏
説
と
し

て 、
こ
の一
連の
半
紙
本
シ
リ
ー

ズの
画
家
を
鳥
居
清
信
と
さ
れる
が 、

この
シ
リ
ー
ズ
の一
本
『

あい
こ
の
若』
画
中
に
「

奥
村
政
信
園」
と

あ
り、
ま
た
その
画
風か〉り
し
て
も
奥
村
政
信の
絵
と
見
る
の
が
妥
当

Eu

 

nヨ

で
は
あ
る
まい
か。
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か
る
か
や
道
心

装
中東

半
紙
本。

元
表
紙。
黒
無
地。

一
冊。
二
二・
二
×一
五・
五。
改
装。

表
紙

題
策
欠

匡
郭
一
九・
三
×一
四
・

0。

内
題
寸か

る
か
や
道
心」。
下
に
「

初
段」。

所
属
天
満
八
太
夫
系。

段
数
六
段。
初
段、
二
た
ん
め:・
六
た
ん
め
と、
各
段の
始
め
下
方に
記
す。

dHH」d.『」
γT-葺言吋E仙
終
丁
裏
本
文
末
に
「

大
侍
馬
三
町
目」
う
ろこ
形
屋
孫
兵
衛
開
刊」
と

あ
る。

板
フじ

江
戸 、
う
ろ
こ
形
屋
孫
兵
衛。

イ丁
数
十
八
行。

丁
数
十
四
丁。

板
dし、

上
方
に
「か

る
か
や」、

下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種。

.iI 

丁
付
「一・:

十
四
」。

挿
絵
十
頁
分
(
見
聞
き
五)。
一
ウ
|二

オ、
=
ワ
1

四
オ、
六
ウ
|

七
オ

九
ウ
|

十
オ、
十
二
ウ
|

十
三
オ。
一
部
に
彩
色
加
筆
あ
り。

絵
師
奥
村
政
信ヵ。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は
本
目
録
八
十
四
番 、
天
満
孫
四
郎
正
本
鱗形
屋
十
七
行
本
を

十
八
行
に
直
し、
丁
数
を
縮
め
た
もの。
挿
絵
も
同
様の
図
柄
を
採
用

し、
奥
村
派の
画
家
に
描か
せ
た
もの
と
思
わ
れ
る。
大
凡
両
者
は
同

文
で
あ
る
が 、
少
し
く
異
同
も
あ
る。

po

 

nv
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し
だ
の
小
太
郎

装
顧
半
紙
本。
一
冊。
二
二・
五×一
五・
八。

表
紙
元
表
紙。
藍
色
無
地。

題
策
欠。
現
在
は
「

志
田
小
太
郎」 、
下
に
「

説
経
節」
佐
渡
七
太
夫
正
本」

と
墨
書
し
た
紙
を
貼
る。
横
山
氏
解
題
に
よ
れ
ば 、
水
谷
不
倒氏
筆 。

匡
郭
な
し。
初
丁
表の
最
終
行、
本
文
寸
法一
八・
七。

内
題
「
し
だ
の
小
太
郎」 。
下
に
「

初
段」 。
尾
題
に
は
「

出
世
信
田
小
太
郎

終」
と
あ
る。

所
属
佐
渡
七
太
夫
豊
孝 。

段
数
六
段。
初
段、
第一一:・
第
六
と、
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

Hリ
戸い

T
T4言即

裏
表
紙
見
返
し
に
「

右
此
説
経
之
章
指
者」
因
従
古
来
無
之
而
以
今」

般
秘
密
之
章
句
令
改
版」
者
也」
板
本
惣
兵
衛L
跡
よ
り
し
ゃ
う
さ

し
段
々
出
し
申
候」
と
あ
る。

板
7じ

江
戸 、
惣
兵
衛。

イ丁
数
八
行。

丁
数
目
録一
丁。
本
文
四
十
四
丁。
奥
附
半
丁。

板
dし、

上
方
に
「
し
だ」
「

し
た」 、
下
方
に
丁
付。

丁
付
本
文
「一・:

三
十
六 、
三
十
七
八、
三
十
九:・
四
十
五
終L 。

挿
絵

かゲし 。

節
譜
佐
渡
七
太
夫
流
の
墨
譜・
文
字
譜。
句
切
は
白
丸
点 。

備
考
本
書は
『

説
経
正
本
集
第二一』
の
三
十
五
番
に
採
用
さ
れ
た
本
で
あ

る。
佐
渡
七
太
夫
豊
孝の
序
文の
あ
る、
半
紙
本
シ
リ
ー

ズの一
本で 、

享
保
三
年
初
春か
ら
四
年
八
月
ま
での
聞の
刊
行
で
あ
ろ
う。

庁tQd
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鎌
田
兵
衛
政
清

装
備

一
冊。
一
二
・

八
×一
五・
七。
改
装。

半
紙
本

表
紙
一克
表
紙。
藍
色
無
地 。

題
策
欠

匡
郭
な
し 。
本
文
初
丁の
最
終
行、
本
文
寸
法一
八・
二 。

内
題
「

鎌
田
兵
衛
政
清」。
下
に
「

初
段」。

所
属
佐
渡
七
太
夫
豊
孝 。

段
数
六
段。
初
段、
第一一:・
第
六
と 、
各
段
の
始
め
下
方
に
記
す。

叫リコ]
f十t-言即

「
享
保
四
巳亥歳

八
月
吉
祥
日」
と
あ
る。
ま
た

終
了
裏
本
文
末
に

裏
表
紙
見
返
し
に
「

右
此
説
経
之
章
指
者」
因
従
古
来
無
之
而
以
今」

般
秘
密
之
章
句
令
改
版」
者
也」
「

板
本」
惣
兵
衛」
跡
よ
り
し
ゃ
う

さ
し
段々
出
し
申
候」
と
あ
る。

板
JG 

江
戸 、
惣
兵
衛。

イ丁
数
九
行。

丁
数
目
録一
丁 、
本
文
四
十
八
丁、
奥
附
半
丁。

板
Jし、

上
方
に
「

ふ
し
み」 、
下
方
に
丁
付。

丁
付
本
文
「

萱 、
一一・:
四
十
八」 。

挿
ý6. il'::zミ

な
し。

仲間山
諮問
佐
渡
七
太
夫
流の
墨
譜・
文
字
譜。
句
切
は
白
丸
点 。

備
考
『

説
経
正
本
集

渡
七
太
夫
豊
孝の
序
文の
あ
る、
半
紙
本
シ
リ
ーズ

の一
本。

第一二』
の
三
十
三
番
に
採
用
さ
れ
た
本
で
あ
る。
佐
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ほ
う
ぞ
う
び
く

装
中東

半
紙
本
一
冊。
二
二
・

三
×一
六
・

0。

表
紙
元
表
紙。
藍
色
無
地。

題
驚
元
題
策。
上
に
「

ほ
う
ざ
う
び
く」
と
大き
く
記
し、
下
に
「

佐
渡
七

太
夫」
直
偉」
と
二
行。
表
紙
中
央
に
貼
る。

匡
郭
な
し。
初
丁
表の
最
終
行、
本
文
寸
法一
八
・

因 。

内
題
「

ほ
う
ぞ
う
び
く」 。

下
に
「

第
萱」 。
四
十
七
丁
裏の
本
文
末
仁
は

寸
法
蔵
比
丘
終」
と
あ
る。

所
属
佐
渡
七
太
夫
豊
孝。

段
数
六
段。
第
霊・:
第
六
と
各
段の
始
め
下
方
に
記
す。

リ
リ
コ]

平』室副

裏
表
紙
見
返
し
に「
右
此
説
経
之
章
指
者」
因
従
古
来鉱山
之
而
以
今
般L

秘
密
之
章
句
令
改
板
者
也」
と
大き
く
出
し、
「

三
右
衛
門」
長
兵
衛」

安
兵
衛」
五
兵
衛」
宗
兵
衛」
板
本」
と
あ
る。
その
上
に
「

跡
よ
り

し
ゃ
う
さ
しL
段
々
出シ
申
候」
と
二
行。

板
JC 

江
戸 、
三
右
衛
門 、
長兵
衛、
安
兵
衛、
五
兵
衛、
宗
兵
衛。

イ丁
数
第一
丁
よ
り
第
七
丁
表
ま
で
と 、
四
十
五
ウ、
四
十
六
オ
の
二
頁
分
と
は

八
行。
その
他
は
九
行。

丁
数
目
録一
丁、
本
文
四
十
六
丁、
奥
附
半
了。

板
dし、

上
方
に
「

ほ
う
そ
う」 、
下
方
に
丁
付。

丁
付
本
文
「

萱 、
二:・
三
十、
三
十
萱
之
五、
三
十
六:・
五
十
終」。
序
と

奥
附
に
は
丁
付が
ない。

挿
絵
な
し。

庁即
諮問
佐
渡
七
太
夫
流の
墨
譜
・

文
字
譜。
句
切
は
白
丸
点。

備
考
本
書は
『

説
経
正
本
集
第
二』
の
二
十
六
番
に
採
用
さ
れ
た
本
で
あ

り、
正
本
集
で
は
前
島
春
三
氏
蔵
本
と
なっ
てい
る。
佐
渡
七
太
夫
豊

孝の
序
文の
あ
る
半
紙
本
シ
リ
ー

ズ
の一
本。

n3
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その
序
詞の
あ
り
方
が
寛
文
初
年
頃か
ら
始
まる
古
浄
瑠
璃
風の
もの

究
天
国

で
あ
る
点
な
どか
ら、
万
治
頃か
寛
文
初
年
頃の
写
本
と
考
え
ら
れる。

装
中東

詳
細
は
右
正
本
集
第
三
付
稿
「

党
天
国の
諸
本」
参
照 。

写
本。
一
冊。
雁
皮
紙の
袋
綴 。
二
0
・一

×一
三・
五。

表
紙
元
表
紙。
茶
色
無
地。

題
後
な
し。

匡
郭
な
し。
初
丁
表の
最
終
行、
本
文
寸
法一
七
・

O 。

内
題
「

党
天
国」 。

所
属
未
詳。

段
数
六
段。
二
段・:
六
段
と、
各
段の
始
め
に
記
す 。
各
段
と
も 、
用
紙
を

改
めて
別
丁の
始
めか
ら
は
じ
め
る。
初
段の
記
入
は
ない。

- 100 -

刊
記

か「し 。

イ丁
数
六
行 。

丁
数
五
十
八
丁。

T 
イ寸
な
し。

挿
絵
か晶
、lu。

節
譜
な
し 。
句
切
も
ない。

備
考
本
書
は
『

説
経
正
本
集
第一二』
の
附
録の
十
番
に
採
用
さ
れ
た
本
で

あ
る。
正
本
集の
解
題
に
は
旧
蔵
者
桑
名
仏
眼
院
で
入
札
せ
し
め
た

時の
札
と
推
定
さ
れ
る
白
紙
が
あっ
た
事
が
記
さ
れ
てい
る
が 、
現
在

は
ない。
本
書の
年
代
に
つい
て
は
慶
安
前
後
と
す
る
説
が
あ
る
が 、
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さ
ん
せ
う
太
夫
物
語

装
中東
大
本。
中・
下
巻
二
冊。
二
六・
七
×一
八・
八。
改
装
総
裏
打。

表
紙
元
表
紙。
藍
無
地。

題
笈
中
巻
に
は
元
題
賓
が
残る。
重
郭。
上
に
「

ゑ
入」
と
横
書
き
し、
界

線
を
おい
て
「

さ
ん
せ
う
太
夫
中L
と
大
書
する
(
口
絵
参
照) 。

下
巻
は
題
策
を
欠
き、
「
さ
ん
せ
う
太
夫
物
語
下L
と
墨
書 。

匡
郭
二
0・
二
×一
五・
二 。

内
題
「
さ
ん
せ
う
太
夫
物
語
中
下
」

所
属
未
詳。

段
数
段
数
表
記
は
ない。

dHHV
寸4
ld

工
l-
言MW

下
巻の
終
了
表
本
文
末
に
「

覇
や
喜
右
衛
問
開
板」
と
あ
る。

板
7c 

鶴
屋
喜
右
衛
問 。
江
戸
板。

イ丁
数
十
四
行。

丁
数
中
巻 、
十
六
丁。
下
巻 、
十
四
丁
半。

板
J[i 、
上
方
に
「
さ
ん
せ
う
大
夫
中
(
下)」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は

一
種。

占1

T 

丁
付
中
「一
:・

十
六」 、
下
「一、

口 、
三 、
口 、
五・:
七、
口 、
九:・
十

三 、
口 、
十
五」。

挿
絵
中
巻八
頁
分
(
見
聞
き一 、
片
面
六) 。
二
ウ
|

三
オ、
五
オ、
七
オ、

九
オ、
十一
オ、
十
三
オ、
十
五
ウ。
但
し
見
聞
き
は、
別々
の
構
図 。

下
巻
十
頁
分
(
見
聞
き
三 、
片
面
四) 。
一
ウ
lニ

オ、
四
ウ
|

五
オ、

七
オ、
九
オ、
十
ウ、
十
二
オ、
十
三
ウ
|

十
四
オ。

絵
師
未
詳。

節
譜
な
し 。
句
切
は
黒
丸
点 。

備
考
本
書は
『

説
経
正
本
集
第
ご
の
附
録一
に
採
用
さ
れた
本
で
ある。

江
戸
板
草
子
と
し
て
作
ら
れ
た
もの
で 、
同
種の
も
の
に
『

お
ぐ
り
物

語』
(
中・
下
巻)
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
(
十
四
行)
が
あ
る。
共
に
寛

- 101 一

文
末
頃の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る。
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熊
野
之
権
現
記
(
こ
す
い
て
ん)

装
顧

本
一
冊。
一
五
・

七
×一
0
・

九。

表
紙
元
表
紙。
黒
地
に
稲
妻の
空
押 。

題
筆
欠

匡
郭
一
四
・

四×一
0
・一 。

内
題
「

熊
野
之
権
現
記」 。
下
に
「

太
夫
正
本
也L 。
更
に
その
左
に
「こ

す

い
て
ん
日出又0

4f
F4」

所
属
未
詳。

段
数
六
段ヵ。
「こ

すい
て
ん

二
段
目」 、
「こ

すい

初
段」 、
「こ

すい
天

天
四
段
目」 、「こ
すい
天
五
段
目」
と
あ
る
が 、
二
段
目
と
あ
る
べ

主、
とこ
λJ
及
び
六
段
目
が
欠
け
てい
る。

刊
記
終
了
表
最
終
行
に
「

寓
治
元
年
十
月
吉日
き
う
し
ゃ
九
兵
衛
板」
と

あ
る。

板
7じ

き
う
し
ゃ
九
兵
衛。
上
方
板。

行
数
十
四
行。

丁
数
七
丁
半。
落
丁
本。

板J し、

上
方
に
「こ

すい
天」 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種 。

lil 

丁
付
「一、

五:・
十、
十
二」 。

挿
絵
二
頁
分
(
見
聞
き
で
片
面
こ 。
二
オ、
五
ウ
|

六
オ。

，，6. 
』ヨミ
師
未
詳。

節
譜
な
し。
句
切
も
ない。

備
考
『

説
経
正
本
集
第一』
八
番
『ご

すい
で
ん』
の
解
題
附
記
に 、
校

訂
者
蔵
と
し
て
紹
介
さ
れ
てい
る
の
が
本
書
で
あ
る。
第一
丁
と
巻

末の
半
丁
は、
同
書
に
翻
刻
さ
れ
てい
る。
本
書
は
初
丁
に
小
破
損
が

あ
り、
初
丁
と
二
丁
目の
聞
に
三
丁
分
と、
七
丁
と
八
丁
目の
聞
に一

丁
分の
落
丁
が
あ
る。

本
書
の
性
格
に
つ
い
て 、
右
解
題
で
説
経
正
本
(
佐
渡
七
太
夫
豊
孝)
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と
大
体
類
似
し、
筋
を
簡
単
に
し
た
もの
と
述べ
ら
れ
てい
る
が ‘
ま

た 、
こ
れ
だ
け
で
説
経
正
本
と
断
定
出
来
ない
と
慎
重
に
記
し
て
お
ら

れ
る。
た
しか
に 、
古
浄
瑠
璃
系
との
関
連
も
十
分
考
え
得
る 。
な
お

こ
の
書の
書
型
が
浄
瑠
璃
本
・

説
経
本
の
中
型
本の
そ
れ
と
比べ
て
相

当
小
さ
く 、
小
本
に
近い。
ま
た
省
略の
甚
だ
しい
もの
で 、
本
書は

正
本
と
は
-記
し
てい
る
が 、
上
方の
子
供
絵
本
的
な
性
格の
書
で
は
あ

る
まい
か 。
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〔
さ
か
た
の
き
ん
ひ
ら
〕

装
中真
中形
本。

冊
一
八・
三
×一
四・
八。
改
装
総
裏
打。

表
紙
替
表
紙。

題
築
欠。
現
在
は
「
き
か
たの
き
んひ
ら」
と
墨
書
し
た
紙
を
表
紙
左
上
に

貼
る。

匡
郭
一
六・
二
×一
二・
二 。

内
題
か晶
、し。

所
属
未
詳。

段
数
段
分
け
は
ない。

.HHHHリヨ
ザ+1-言吋即H
 

巻
末
落
丁の
た
め
不
明 。

板
フじ

未
詳。
江
戸
板。

丁
数
五
丁。
落
T
本。

板
JL 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は一
種。

\� 

丁
付
「一・:

五」。

挿
絵
五
頁
分
(
見
聞
き
四、
片
面
二) 。
彩
色
加
筆
あ
り。
各
図
に
は
各々

簡
単
な
説
明
が
付い
てい
る。

自l!î .;
未
詳。

備
考
本
書
は
著
名
な
金
平
物の
作
品の
中か
ら、
名
場
面の
絵
を一
図
ずつ

集
め
た
絵本
で
あ
ろ
う。
板
式・
挿
絵か
ら
寛
文
頃の
もの
と
推
定
さ

れ
る
(
口
絵
参
照) 。

(一
オ)

各
絵
に
付
け
ら
れ
てい
る
説
明
は
次の
通
り。

「
さか
たの
き
んひ
ら」
と
し
神
よ
り」
ぎ
よ
はい
を」
下

(
二
オ)

(
二
ウ)

(
三
オ)

(
三
ウ)

(
四
オ)

(
四
ウ)

(
五
オ)

再C
7Q」 。

「
此
き
んひ
ら
は
く
わ
だ
ん
は」
い
ら
ぬL
たゾ
くひ
が
す

き
た」 。

「
すい
さ
ん」
な
り」
き
んひ
ら」
も
は
や」
や
ら
ぬ
ぞ」 。

に
げ
よL

/\」 。

qu

 

AU

 

「
おの
れ
らひ
し
ゃ
/九にL
し
て」
や
ら
ふL。

「
き
んひ
らと
はい
わ
せ
ぬ」
ひ
と
く
ち
に」
く
わ
ん
じ
と」

く
わ
ふ」。

「
こ
れ
は」
い
ば
ら
き
が」、つつ
し」
だ
な」 。

「
ど
て
ぶ
し
も」
お
も
し
ろい」。

「
お
ち
ば
を
ち
ょ
物」
い
ろ
あ
る
さ
とへL
お
ち
て
女
良
さ

ま
と」
ち
ぎ
ろ
もの」 。

一
オ
と
五
オ
は
そ
れ
ぞ
れ
片
面
図 、
あ
と
は
見
聞
き
図
と
なっ
てい
る。

は
未
詳。

二
オ、
二
ウ
は
『

公
平
花
だ
ん
やふ
り』
の
図
と
思
わ
れ
る
が 、
あ
と



99 
〔
お
と
り
く
と
き
〕

装
臓

一
八
・

七
×
二ニ
・

二 。
改
装
総
裏
打。

中
形
本 。
一
冊。

表
紙
元
表
紙。
朱
色
地
に
井
桁の
空
押 。

題
策

と
二
行。
その
下、二

元
題
筆 。
重
郭。
上
に「
お
と
り」
く
と
きL

段
に
分
け
て
内
容の
十
種の
揃い
物
を
記
す。
上
段「企
に
た
物
そ
ろ

へ・
企
か
さ
り
そ
ろへ
・企

な
かい
物
そ
ろへ・企
う
をつ
く
し
・企
ま

ち
つ
く
し」 、
下
段
「企

たい
ない
さ
か
し・企
か
た
は
物
そ
ろへ
・

企

な
り
物
そ
ろへ
・

企
う
す
物
そ
ろへ
・

企
あ
かい
物
そ
ろへ」 。
界
最泉

を
おい
て
下
に「二
条
通」
寺
町」
か
と
や」
喜
右
衛
門」 。
と
四
行。

(
口
絵
参
照) 。

内
題

介Fし 。

匡
郭
重
郭。
外
側一
七・
O×一
二・
三 。
内
側
二ハ
・

五×一
二
・

二。

段
数
段
数
表
記
は
ない。
「

に
た
もの
ぞ
ろへ」 、
「

五
月
せ
つ
くか
さ
り
ぞ

ろ伐」 、
「

な
がい
も
の
ぞ
ろへ」 、
「
う
み
さか
な
ぞ
ろへ」 、
「
ら
く

や

う
町づ
く
し」 、
「

たい
ない
き
が
し
喜
内
正
本」 、つ
みの
かい
物
ぞ
ろへ」

と
各々
始
め
に一
行
分
で
記
す。
但
し「
たい
ない
き
が
し
喜
内
正
本L

は
二
行
分
で
記
す。
題
策の
内
容
か
ら
み
て
も
「

あ
かい
物
ぞ
ろへ」

の
前
に
落
丁が
あ
り 、「か
た
は
物
そ
ろへL 、
「

な
り

物
そ
ろへ」 、
「
う

す
物
そ
ろへ」
は
ない。

叶Hリ吋円」
γT吉岡
終
了
裏
本
文
末
に
「

寛
文
三時
年
三
月
吉
日」
と
あ
る。

板
7c 

京 、
喜
右
衛
門 。

イ丁
数
十
四
行 。

丁
数
六
丁。
但
し
五
ウ
の
半
下
が
欠
落
し、
丁
付
か
ら
み
て
以
下二
丁
分
が

落
丁。

キ反
'い

上
方
に
「

お
と
り」 、

下
方
に
丁
付 。
板
心の
形
式
は
二
種 。
イ
(一・

四一・
五・
六
丁) 。

(
二
・

三
丁) 。

ロ

イロ

- 104-

丁
付
「

八・:
十、
下
十
口 、
十
三 、
十
五」。

挿
絵
介。
lvo

節
譜

地
「

あ
かい
物
ぞ
ろ
へ」
に
シ
テ 。
句
切

「
たい
ない
さ
か
し」

は
ない。

備
考
万
治
三
年
七
月
刊
『

寓歳
躍』 、
「

友
甫
流
躍
く
ど
き」
に
次
ぐ

古
刊の

お
ど
り
く
ど
き
集 。
「

たい
ない
さか
し」
に
喜
内
正
本
と
見え
る。

「
高
橋
蔵
書」
・「
この
ぬ
し
せ
ん
ぐ
わ」ー
の
印
記
が
あ
り
高
橋
仙
果
旧

蔵
本。
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松
波
少
将
通
車

装
慎
半
紙
本。
一
冊。
二
二・
二
×一
六・
三 。
改
装。

表
紙
替
表
紙。

題
策
欠

匡
郭

一寸 ーーー
松; 0 
I皮2 ・
少考 四
将ミ ×
通2 -
車t 五
L 

上 1
--， 

閉L 

，と
あ

内
題

下
に
「

村
山
三
番
続L

所
属
京 、
村
山
座
狂
言
本。

巻
数
三
番
続 。

閣U]

閣固
と、
各
巻の
始
め
上
方
に
記
す。

終
了
表
本
文
末
に 、
「

八
文
字
屋
八
左
衛
門
新
板」
と
あ
る。

刊
記

板
JG 

京 、
八
文
字
屋
八
左
衛
門。

イ丁
数
十
五
行。

丁
数
十一
丁
半 。
表
紙
見
返
し
に
役
人
替
名
半
丁。

板
'し、

土
方
に
「か
よひL 、
下
方
に
丁
付。
板
心の
形
式
は
ニ
種 。
イ
(一

丁

ロ
(
二・:
十一
丁)。

イロ丁
付
「

三:・
十
四」。
(
最
終
丁
ウ
を
表
紙
見
返
し
に
貼
付)

挿
絵
七
頁
分
(
見
聞
き
三 、
片
面
こ 。
一
ウ
!

二
オ、
五
オ、
七
ウ
|

八

ォ 、
十
ウ
十一
オ。

絵
師
未
詳。

句
切
黒
丸
点。

備
考
本
文
庫
中た
だ一
点の
歌
舞
伎
狂
言
本。
『

古
典
文
庫』
第
四
O
九
冊

の
「

よ
方
狂
言
本
七」
(
土
田
衡
編)
に
本
書
が
翻
刻
さ
れ
てい
る。

元
禄
四
年
度
上
演。

Ed
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内毛υ

阿
弥
陀
胸
割

石
ば
し
山

い
し
山
も
ん
だ、ヲ

一
心
二
か
ぴ
ゃ
く

道

〔い
ぶ
き
山〕

大
友の
ま
と
り

〔
大
友
真
鳥〕

翁
竹
集

〔
を
く
り〕

お
ぐ
り
判
官

、
〔
お
と
り
く
と
き〕

カ、

か
い
ぢ
ん
八
嶋

月
界
長
者

鎌 〔
回 か
兵 つ
衛 ら
政 二 き
清 ， れ 〕

索75 60 13 23 29 15 69 46 72 73 99 33 12 47 93 

ヲ l
(
書
名
は
五
十
音
順 、
数
字
は
目
録
番
号
を
表
わ
す)

か か
る ρ る ヘ
カピ : か d
や 、 や T
道 ι 道 }
Jし、 Jし、 "

〔
甘
楽
太
夫〕

義
経
記
初
巻

紀
三
井
寺
開
基

清
水の
御
本
地

き
りか
ね

き
りか
ね

金
平か
ふ
と
ろ
ん

熊
坂
長
は
ん

熊
野
之
御
本
地

熊
野
之
権
現
記

けい
せい
八
花形

源
氏
万歳

〔こ
すい
て
ん〕

伍
太
力
菩
薩

こ
大ぶ

84 91 3 9 35 49 61 62 70 11  89 97 41 57 97 78 3 

ご
わ、つの
ひ
め

さ
〔
さか
た
の
き
んひ
ら〕

坂
上
田
村
丸
誕
生
記

〔
三
社
託
宣〕

さ
ん
せ
う
大
夫

さ
ん
せ
う
太
夫
物
語

し
だの
小
太
郎

四
天
王
若
さ
か
り

しの
た
づ
まつ
り
ぎつ
ね

し
やか
の
御
本
地

〔
し
やか
八
き、っ
記〕

聖
徳
太
子
御
伝
記

浄
土
さ
ん
た
ん
記

〔
新
あつ
も
り〕

し
ん
と
く

丸

〔
し
ん
ら
ん
き
〕

す
み
だ
川

22 98 51  68  82  96 92 

- 106 一

52 28 85 21 56 19 32 81 19 76 



す
ゑ
た
け
印
問
答

ぜ
ん
じ
そ
が

曽
我
扇
八
景

曽
我
花
橘

曽
我
物
語

た
大
が
ら
ん
宝
物
鏡

大
福
神
弁
才
天
御
本
地

太
平
記

高
丸
悪
路
王
責

た
け
ち
合
戦

た
む
ら

ち
う
し
ゃ、っ

中
将
姫
御
本
地

追
加
太
平
記

拐
さ
ん
だ
ん

天
王
寺
彼
岸
中
日

童
子
若
さか
り

と、つだ
い
き

な
な
すの冶
い
こ
ん

な
すの
与一
舟い
こ
ん

24 64 45 43 59 40 80 66 50 54 5 2 88 67 63 36 55 1 16 53 

七
町

に
し
き
ど
合
戦

日
本
蓬
莱
山

は
毘
沙
門
之
本
地

ひ
だの
た
く
み

〔
伏
見
常
盤〕

ふ
せ
や

平
治
合
戦

〔
弁
慶
京
み
や
げ〕

ほ
う
ざ
う
び
〈

ほ
う
蔵
比
丘

ほ
う
ぞ
う
び
く

北
条
五
代
記

ほ
う
ね
ん
き

(
ぽ
ん
天
こ
く〕

〔
ほ
ん
天
こ
く〕

ほ
ん
天
こ
く

党
天
国

ま
松
風
村
雨

〔
松
風
村
岡
束
帯
鑑〕

30 6 37 79 27 9 4 26 39 83 87 94 65 20 10 77 90 95 25 44 

松
波
少
将
通
車

100 

松
浦
五
郎
景
近

31 

御
館
権
太
郎

8 

み
は
ら
物
語

7 

や
ゆい
せ
き
諦

58 

動
稚
高
麗
責

38 

ゆ
り
若
大
じ
ん

86 

義
経
将
葉
経

42 

よ
り
ちか
童
子

71 

頼
義
金
剛
山
合
戦

門/ハU司E4

14 

ら
〔
頼
光
跡
目
論〕

48 

〔
頼
光
勇
カ
諦〕

52 

わ
わ
だ
ざ
か
も
り\

18 

渡
辺
綱
三
回
合
戦

17 
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